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「いやー……しかし、大きくなられた。いや身体からだのことじゃありませんよ。私、ひかるさんがこんな小さい頃から存じ上げてますから。こちらのビルにお住まいになって、四ヶ月でしたっけ？　まるで数年間、軍隊で訓くん練れんをしてきたように精せい悍かんになられて」

「はぁ」

「それにしても、ちょっと頰ほおがこけてますね。この歳としの女性にしてはいささか痩やせすぎているような……ひょっとしてダイエットなさってるんですか？　いけませんなぁ、ダイエットというのはもともと食事という意味ですから、健康的な食生活そのものを指すんですよ。食事を抜いてはいけません！」

「はぁ」

「今度何か送っておきますね……おや、どうしました？　そんなに目を開いて。まあいいです。本題に入りましょう。あれ、この台詞せりふ言ったの二回目でしたっけ？　それとも三回目？」

「はぁ」

「すいません、どうも脱線しがちな性格で……これでよくあの方かたの秘ひ書しよを務つとめていられると、自分でも思いますよ。ああ、そう！　そうでした！　あの方の話です！　東ひがし宮みや天あま人ひとさん！　あなたのお父様ですよ！」

「……はぁ」

「そんなに露ろ骨こつに嫌な顔しないでくださいよ。あの人もね、あれでひかるさんのことをとても心配していらっしゃるんですよ。ひかるさんが、ええと……鳥屋というんでしたっけ？　このオフィスで探たん偵ていみたいな仕事をするっていうもんだから、一時は専属の興こう信しん所じよにひかるさんの調査を依い頼らいしようかと思っていたくらいなんです」

「はぁ」

「それでなくても、『ちゃんと食べているのか』とか『水準以上の暮らしはできているのか』とか、毎日のように心配なされて……あれだけ肥満体だった身体が、すっかりぽっちゃり系になられてしまって」

「はぁ」

「正直に申し上げれば、私もひかるさんの今の仕事には反対です。社会勉強は大変すばらしいと思いますが、それにしても探偵はどうかと思いますよ。以前、社長も探偵がらみで大変不快な思いをされたことがありまして……いえね、ひかるさんがゴホッ、ゴホッ！　………………ふぅ、すいません。このお茶おいしいですね。天あま祢ねさんのブレンドでしょう？」

「はぁ」

「いえいえ、そんなことよりもですね。私が今日、こうして参上致しましたのも、社長に元気になっていただこうかと思いまして！　単純にですね、社長の元気がないと我が社が傾かたむくんですよ。それでひかるさんの元気なお姿を社長に見せてあげようと――こうして、お見合い写真を持参したわけです」

「はぁっ!?」

「よりどりみどりですよ。医者に弁べん護ご士しに政治家に小説家に――ああ、最後のは間ま違ちがえました。忘れてください」

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんで元気な顔からいきなりお見合いに飛ぶんですか!?　なんか三十段くらい飛ばしてません!?」

「何言ってるんですか！　娘が安心してお嫁にいけば、親は安心できるものなのです！」

「安心させる方法なんていくらでもあるでしょっ！　お見合い以外にも！」

「あ、これなんかどうですか？　インテリアデザイナーですって。なんか今いま時どきですよね。あとこの中華専門のパティシエってのもなかなか――」

「……ガー助、ちょっと黙だまらせて」

『はいよ』







　私の名前は東宮ひかる。こんなんでも錬れん金きん術じゆつ師しである。

　どうも私の周りには変人が多い。認めたくはないが、父が社会的にそれなりの地位にあることも原因の一つだろう。企き業ぎようのトップに立つ人間の周りには、当然ながら優ゆう秀しゆうな人材が集まる。そして優秀な人っていうのは、優秀な分どこか抜けているのが常つねだ。

　私の前でのびている西にし川かわさんも同じだ。私が生まれる前から父の秘書兼運転手をしている。別に秘書も運転手も特とく殊しゆな技術は必要ないのだが、父の毒どく気けに当てられたのか、今はすっかり変人になっちゃって。

　なんだ見合い写真って。まだ十八だぞ。どこの殿様の娘だ。

「西川さん、生きてます？」

　ぬいぐるみに囲かこまれたソファで痙けい攣れんしている西川さん。綺き麗れいになでつけた髪の毛はアフロみたいになり、パリッとしたスーツもすっかり焼やけ焦こげてしまっている。

「は、はぁ、なんとか……」

　舌も痺しびれて回らないのか、西川さんは笑っているような声だった。

　彼をこんな風にした張本人は、ソファ脇わきの鳥とり籠かごで鼻歌を歌っていた。

「ガー助、あんたねぇ……」

『あん？』

　ガー助と呼ばれたのは、鳥籠の中の黒い鳥。

　カラスのような生き物に見えるが、実際には違う。金属でできた自動人形。大たい抵ていの物質なら傷一つつけられない、頑がん丈じような鳥だ。両りよう肩かたに回した注し連め縄なわがなければ、夜は本当に見えなくなってしまう。

『オメー、まさか俺に文句があるんじゃねーだろな？　やれっつったのひかるだぞ？』

「そうじゃないわよ。アンタ部屋の中で光線撃うつのやめなさいって言ったでしょ？　おかげでぬいぐるみに焦げ目ついたじゃないのよ！」

『ムチャ言うな！　あの状況で鳥籠から出ずに何かしろって、光線以外じゃムリだろ！　考えてモノ言えこの堅かた焼やきそば！』

「誰だれのどこが堅焼きそばだぁっ！」

　助走をつけて鳥籠にケンカキック。振り子の原理で揺れる鳥籠に、連続で蹴けりを入れる。その度にガー助はワーワーわめく。

　最初に言ったけど、私は錬金術師である。その錬金術でもって作ったのが、このガー助だ。こんなんでも、私が産うみの親なんです、ハイ。

　正式名称ガーゴイル。私の師し匠しようが住んでいる町ではとても有名らしい石像からあやかって名づけた。錬金術師だったら誰もが知っている石像だそうだ。ちなみに私は知らなかった。

　口から光線を吐はく以外にも、いろいろできる。計算能力だったら私よりも上かもしれない。なんでもできる、というのが現代錬金術で作る道具の基本設計らしい。

　んで、まぁ今では私のパートナーみたいな立場にいる。口が悪くて大して強くもないけど、いなかったらヤバイ。お互いがそんな関係なのである。私たちの屋号「鳥屋」はこの鳥から名づけた。

　父は私が錬金術を研究することを快こころよく思っていない。だから半なかば勘かん当どうされた形で家を飛び出したのである。援助も一いつ切さいストップ。本当に他人になったみたいだった。

　そう思っていた矢先の訪問だった。

「いやはや……舐なめてかかると危険ですなぁ、錬金術というのも」

　ようやく持ち直したらしい西川さん。ソファに座り直す。

　ガー助の光線は西川さんの緊張もほぐしてくれたみたいで、少し声に余裕が出てきた。私も小さい頃からお世話になっている人だし、このくらいフランクに話せた方が嬉うれしい。だけどもう見合い話は勘かん弁べんだ。

　私はデスクの上にあぐらをかいて座ると、西川さんをにらみつける。

「依頼ってホントーにお見合いのことじゃないんですよね？」

「ホントホント！　さっきのは、まぁ、私の冗じよう談だんですよ！」

『ありゃ冗談に見えなかったぜ……』

　ガー助のツッコミには苦笑するしかない西川さん。光線からも死守したカバンから、一枚の紙を取り出した。

「見合いの話は、私の冗談というか希望ということにしておいてください。仕事として依頼したいのは、この話なんです。これ、数日前から送られてきているＦＡＸなんですけどね。ＦＡＸだけじゃなくてメールも何通か来ておりまして」

　ＦＡＸ用紙を受け取った私は、内容をざっと見る。

　何かを急きゆう募ぼしているようだ。「当方には充分な資金があるので、それを我われ々われに譲ゆずってくれないか」という内容のＦＡＸである。

　問題は、何を欲しているかだ。それとは――

「この『ラーの天てん秤びん』ってなんです？　芸術品ですか？」

「あれ、ひかるさんもご存じないんですか？」

　肩すかしをくらったような西川さん。

「西川さんはご存じなんですか？」

「いや、実は私も知らないんです」

『知らねーのかよっ！』

　思わずツッコミを入れたガー助だが、言わなければ私がツッコんでいただろう。

「いや申し訳ない。もちろんこちらでも調べましたよ。ですがラーの天秤という名の芸術作品で、我が社が保有しているものは存在しないのです。芸術以外にも、文芸、歴史資料、娯ご楽らく作品などを検けん索さくしてみても、全まつたく……」

「無いことはないんでしょ？」

「それは、ええ、インターネットで調べても簡単にヒットするくらいですから。しかしトーグーグループの系列会社全すべてにＦＡＸを送り、金銭に糸いと目めをつけずとも入にゆう手しゆしたい物品というのは、どうにも該がい当とうしなくて……」

『それで錬金術に行き当たったのかい』

　結論を急がせたのは、ガー助。

「左さ様ようです。トーグーグループは、かの東宮雅まさ臣おみ様を代表に、一族が築きずき上あげた由ゆい緒しよ正しき財ざい閥ばつです。しかしその東宮雅臣様が錬金術師であったことは、ごく一部の人間しか存じません。おそらく相手も錬金術に興きよう味みを持ち、それで我が社に行き当たったのではないかと……」

「ちょっと待ってください。それっておかしいです」

　私は手を上げて西川さんを制した。

「だって、私はラーの天秤なんて知りませんよ。東宮に伝わる錬金術の道具はだいたい勉強しましたけど、ほとんどが失敗作だったし、それにラーの天秤ってひいおじいちゃんのネーミングセンスじゃないです」

『師匠には聞いたのかよ？』

「いえ、それはまだでございます。その辺も含ふくめて、ひかるさんに調べていただこうかと」

　ここでようやく話がスタートラインにきた。

　それで私の仕事なのか。

「手段は問いません。天祢様の力を借りても結構です。ラーの天秤の正体を突き止めていただきたい。そしてそれが我が社の保有するものであれば、在処ありかを教えていただきたい」

　まっすぐに私の目を見て、西川さんは告げた。

　仕事をする時の顔だった。

「トーグーとは関係のない代しろ物ものだったら？」

「その時はムリに探す必要はありません。まぁ情報を入手できれば嬉しいですが」

　つまりその情報があれば、報ほう酬しゆうに色をつけてくれるというものか。

　思わず唾つばを飲みこんでしまった。報酬＝食べ物と考えるこのクセ、本当にどうにかならないものか。

　そういえば本当にあとで食べ物送ってくれるんでしょうね、西川さん。

『それで西川のダンナ。報酬はどうなってるんだよ？』

「ええ、それなんですが……」

　と、懐ふところから電卓を取り出して叩たたき始める。

「このくらいでいかがでしょう？」

　突き出されたその額を見て、今度は私が気絶しそうになった。

　これだけあれば、隣のラーメン一いつ心しんさんの特盛りラーメン何杯いけるだろうか。いやそんな安いモノの考え方をしちゃダメだ。そう、たとえるならあの八個で五百円とかの高級トイレットペーパーが普通に買えちゃうかもしれない！

「……足りませんか？」

　ブンブンと首を振る私を見て、なぜか西川さんは溜ため息いきをついた。

「非常に言いにくいのですが、仮にもトーグーグループをしょって立つお方のご令嬢で、なおかつ探偵業を営いとなんでおられるのですから、もうちょっと駆かけ引ひきというモノをですな……」

「……顔に出てましたか？」

「私、あなたのそのような笑顔、生まれて初めて拝はい見けんしました……」

　結局、私の普段の生活がバレたのかどうかわからないが、西川さんは支し度たく金きんとしていつもの私が三ヶ月かけて稼かせぐ金をポンと置いていってくれた。西川さんが望む結果を得られなくても、返さなくていいらしい。

　西川さんが帰った後、即座に隣のラーメン一心に駆けこんだのはいうまでもない。
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　再さい三さん繰くり返かえすが、私は錬金術師である。

　だけど「鳥屋」はなんでも屋である。錬金術というものは、鉄を金に変える技術のことだ。それが使えるのだから錬金術が仕事だろう、と思う人もいるかもしれない。だけどそう簡単に鉄を金に変えられたら、誰だって苦労しないっつの。

　現代の錬金術は、いろんな物質を変化させたり反応させたりする。その産物でできた道具などを利用する。このガー助だって目的と製造過程を突つき詰つめてしまえば道具だ。だけどガー助には命が宿っているので、道具ではなく機械生命体と言った方が正しい。そんな「なんでもできるモノ」を目指すのが、現代の錬金術師の在あり方かたなのだ。私はそう思っている。

　ぶっちゃけていうと、錬金術はまだ裏の学問だから、その技術を表おもて沙ざ汰たにしてお金を儲もうけることは難しい。なのでその力を利用して間接的にお金を儲けるしかないのだ。なんでも屋という仕事は、それがとてもやりやすい。なんでもできるのが錬金術だから。

　そうして錬金術の申し子であるガー助と共に、私は依頼された仕事をする……のだが、今回のような調べものの場合、錬金術はほとんど必要ない。要いるのは情報収集力だけだ。

　とにかくがむしゃらに「ラーの天秤」について調べた。こうなると錬金術もへったくれもない。普通の方法で、だけど普通の人が思いつかないような言葉を検索ワードにかけて調べた。昔の錬金術は、けっこう隠いん語ごを使うのだ。

　そうして数時間。

　私は早々にあきらめた。

　こんなもん、普通の検索ワードで調べられるくらいだったら、西川さんも私には頼まないっての。検索以外の手段で調べて欲しいものなんだ。だとすると素人しろうとに毛が生はえた程度のパソコン知識の私では限界がある。

「設楽したらさん、いる!?」

　自前のノートパソコンを持って事務所を飛び出し、二階に下りた。

　そこはカルチャースクールの教室で、もうとっくに授業の時間は終わっている。暗い教室の後かたづけをしている設楽さんを見つけると、私はとにかく頼みこんだ。

「ひかるちゃん、どうしたの？」

　細い目をさらに細めて設楽さんが尋たずねるが、私のノートパソコンを見て理解したようだ。苦笑すると、手にしたぞうきんを投げてくる。

「働かざる者、食うべからず。報酬は教室の掃そう除じだね」

「はーい！」

　これで手伝ってもらえるなら安いものだ。私は全力で教室を掃除した。

　設楽さんはカルチャースクールの先生をやっている。なんのカルチャースクールをやっているのかというと、それはもう本当にいろいろ。いろいろ、って言ったって限度があるだろうと思われがちだが、本当にいろいろやっているのだ。拳けん法ぽう、華か道どう、楽器、ヒップホップ、油絵――

　とにかく、私が今一番欲しいのは、彼のパソコン教室の知識だ。

　舐めても平気なくらい（主に上から引っ張ってきたガー助が）ピカピカにした教室で、私は設楽さんに個人レッスンを受ける。鳥屋は私一人で成り立っているのではないのだ。こういう親切な人たちのお世話になって、初めてやっていける。

　それをあまり恥はじたりはしない。その分、私も恩返ししてるわけだし。持ちつ持たれつってヤツだ。

「で、何から調べたいの？」

　設楽さんが自分のパソコンを立ち上げた。教えるよりも、自分が調べた方が早いと判断したのだろう。

「んーとですね、メールの出で所どころを」

「それじゃ、そのメール転送してくれる？　さっきの話にあった、系列会社に送られたメール全部ね」

　言われた通りにすると、設楽さんはマウスを数回クリックした。何か画面の中で数字が滝のように流れている。どんなソフトなんだろう。

　その数字の滝は、一分ほどで止まった。

「ネットカフェだね」

「やっぱり」

「しかも一つのネットカフェじゃないね。日本、いや世界のアクセスポイントからバラバラに送信されてる。アドレスは一つなのに。だけど串プロキシを刺してるわけでもないね。これはどういうことだろうね……世界中に仲間がいるってことなのかな？」

「仲間――」

　ラーの天秤という単語を思い出す。

　錬金術の道具だとしたら、それを狙ねらうのは個人だけとは限らない。

　そして集団だとすると、どうしてもあの人たちの顔を思いだしてしまう。

　古こ科か学がく者しや。

「ひかるちゃん、心当たりあるの？」

「あるにはあるんです。誰がやったのかも、なんとなく。ただその人たちの居場所がわからなくて」

　本当のところをいうと、居場所を知ったからといって解決するわけじゃない。だけど対策は練ねれる。彼らの行動を予測できるかもしれないし。

「あの、設楽さん」

「なんだい？」

「ラーの天秤、っていう言葉を調べて欲しいんですけど」

「普通の検索エンジンじゃダメなんだね？」

「はい」

「わかった。知り合いにも聞いてみる」

　それから結果が出るまで、さらに数時間を要した。

　その結果は――やっぱりダメだった。

　少なくともコンピュータで調べられるような事こと柄がらじゃないってことはわかった。

「うーん……悔くやしいなぁ。僕にもわからないことがあるなんて」

　すっかり朝日が昇る頃、眠いはずなのにケロリとしている設楽さんがつぶやいていた。調べものが見つからないと判明したあと、設楽さんはハッキングのやり方というサイトを見ていた。よほど悔しかったのだろう。

　ハッキング教室なんて開かないといいんだけどね。







　パソコンで調べるのをあきらめた私たちは、別の方法を探すことにした。

　機械でわからないのなら、人に聞けばいいのだ。

　そう考えて、ある手段を使った私。

　この時点で、ラーの天秤を探している連中にある程度の目め星ぼしはつけていた。錬金術師ではない。錬金術の道具が欲しいのなら、師匠に直接聞くだろうから。彼らがやっていることは、なんというか、嫌がらせに近いものを感じる。

　錬金術師でなく、かつ錬金術の道具が欲しい連中といったら、古科学者しかいない。

　だけど古科学者なんてどう探せばいいのだろう。裏の世界に生きる人だ。それこそパソコンで探せるような人じゃない。

　――と、思っていたんだけど、私にも裏の世界のコネがあったのだった。







「どうしたのひかるちゃん、食べないの？」

　ここは私が住んでいる猪いの崎さき市しにある、とある駅ビルの喫茶店。テレビや雑誌に出るくらい有名なお店で、特にケーキが絶品なのだそうな。それでいてお値段もリーズナブル。休日は女性で溢あふれかえるそうだ。

　今日は平日で、今は昼間だから私たちでも待たずに席に着けた。

　そうして今、私の目の前にはラズベリーがアクセサリのようにちりばめられたチーズケーキのお皿と、この店オリジナルブレンド紅茶が。

　さらに視線を上げると、同じケーキと紅茶。

　勇気を出してそこから視線を上げると、和服の老ろう婆ばが笑っていた。

「……はぁ」

「なぁに？」

　錬金術に対抗する学問として、古科学というモノがある。西洋で発達した錬金術とは正反対で、東洋の歴史の中で暗躍してきた学問だ。もちろん古科学の全てが錬金術の敵というわけではないが――

　目の前にいるこの老婆は、間違いなく敵だった。

「なんかね、こうもあっさりとあなたに行き着くのが、すごく悔しい」

「あら、どうして？　普通の人がアタシに会うのって、難しいのよ？　もっと探偵としての自分を誇りなさい」

　そう言って、彼女――お七しちは紅茶を飲んだ。

「ここの紅茶、初めて飲むけどおいしいわねぇ。雑誌を信じて正解だったわ」

　にっこり笑うお七。

　同じ笑えみのまま、彼女は人を殺せる。古科学を使って炎ほのおを操あやつることのできる、残忍な老婆だ。普段は呉ご服ふく屋やのご隠いん居きよらしいけど、裏ではある組そ織しきに入っている。

　その組織を調べあげるのも、私のもう一つの仕事――いや、使命だった。

　彼女に行き着くのは簡単だ。住んでいるビルのヤクザを取り仕切っている大親分に、ラーの天秤の調査を頼んだんだけど、その時にお七の呉服屋の名前が出てきたのだ。なんでも大親分が贔ひい屓きにしている店らしい。

　いつも大親分の頼みで調査を承うけたまわっているから、今回は立場が逆になった。大親分は「たまにはひかるちゃんの真ま似ね事ごとも面白いな」と笑っていたけど、本当に感謝している。

　私の命や、大切な人の心まで狙った憎い相手は、なんとたった一人の人間を仲ちゆう介かいするだけで会えてしまう仲だったのである。

　なんというか、ラダトーム城と竜王の城みたいな関係だ。

『ババァもババァで、よく来たよな……』

　私の頭の上に停とまっているガー助も呆あきれ顔がおだ。

「あら、だって危険はないじゃない」

　お七は余裕の笑み。

「アタシに聞きたいことがあるんでしょ？　だったら物ぶつ騒そうなことはされないでしょ。それにひかるちゃんはそんなコトするような子じゃないからね」

「誰がっ！」

　バカにされているような気がして、思わず立ち上がってしまった。周囲の視線が集まってしまい、恥ずかしくなってヨロヨロと座り直す私。ああ情けない。

「……だってしょうがないじゃない、師匠もヒッシャムさんも何もわからないって教えてくれなかったし」

『結局訊きいたのかよ』

「そもそも錬金術の道具かどうかも怪あやしいし。だったら発注した本人に訊いた方が早いじゃない。なんか文句ある？」

　だんだん愚ぐ痴ちっぽくなってしまった。

「まぁ、そのまっすぐなところは美点よね、ホント」

　呆れているのか、それとも心から褒ほめているのか、お七は笑みを崩くずさない。

「だけどね、ひかるちゃん。こればかりはアタシも協力できないわ」

　まぁ、当然といえば当然の結果だ。

「たしかにラーの天秤を探しているのはアタシたちよ。それは教えてあげる。だけどその正体も目的も教えられないの。ひかるちゃん、あなたを脅きよう威いに思っているからよ」

「私が？」

「なーんにもかじっていない、ただの人にラーの天秤の正体を教えてもアタシは構わないと思う。だけど一いつ端ぱしの錬金術師のひかるちゃんに教えたら、ヘタをするとアタシたちの組織が壊かい滅めつするくらいの打だ撃げきなの。そのへんを理解して貰もらえると助かるわ」

「……はい。すみません」

　なんで謝あやまるんだ、私。

　だけどお七が言っていることは、正論だ。単純な私でもわかるように、ズバッと言ってくれている。こういうお年寄りはもっと回りくどい言い方を好このむだろうに。それともそれは私の偏へん見けんで、この人はハッキリした物言いが好きなのか。

「アタシはね、ひかるちゃん」

　紅茶を飲み干して、お七はつぶやいた。

「お互い古科学者と錬金術師として出会わなければ、とてもいい関係になれたと思うの。今だってそう、あなたに似合う着物をいくつも考えちゃうくらい。だからウチの組織にスカウトしようと思ったわけだし」

　お七は心しん底そこ残念そうだ。私、そんなに優秀な人材だとは思えないんだけどな。

「アタシたちの理念を説明してもひかるちゃんは理解してくれないし、だからといって力ずくができないのは、こちらも一緒。強いもんね、ひかるちゃん」

「そりゃどーも。それで搦からめ手てを使うってわけ？」

「そうとも言い切れないのよねぇ……うーん、うまく説明したいけど、それじゃ情報を与えちゃうから」

「まったく……」

　こうしてお七と会ったのは、時間の無む駄だだったのだろうか。

　いやそうではない。少なくともラーの天秤を狙っているのは、彼女たちだという確信を得られた。だとするなら、こっちはこっちで捜査の糸口があるってもんだ。

「ありがと、お七さん。かなり参考になったわ」

　本来ならこれだけ情報をくれただけでも大儲けと考えていいだろう。

　――それだけ余裕があるってことだ。

　そもそも会ってくれただけでも、おかしすぎる譲じよう歩ほなのだ。門前払いに近いが、建物の位置はわかったというところか。

「じゃ、また！」

　なんだかとても腹立たしいので、お七に伝票を叩きつけて店を出た。
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　東宮ひかるが喫茶店を出て、十秒も経たたない頃。

「よ、よろしいんですか、お七さん」

　ひかるとお七が座っていたテーブルの、ちょうどひかるの後ろ側に位い置ちした席の男がクルリと振り返った。

　四十代のスーツの男。会社の昼休み中――という様子ではなさそうである。

「いいのよ、玄げん一いちちゃん。何も手は出さないの」

「で、で、ですが、あの女はわ、私の身体を――」

　苦しそうに胸を押さえる男。

　彼の名は杉すぎ田たといい、お七と同じ古科学者であった。ひかるに真まっ向こうから挑いどみ、負けた。ガー助の突撃をその全身に受けた傷は、古科学でも癒いえなかった。

「あれは無理な肉体強化をしたあなたにも責任があるのよ。新しん陳ちん代たい謝しやに異常を起こして、爆発的な筋力を作るんでしょ？　だったら怪け我がが治りにくくなるのは、ペナルティとして受け止めなさい」

「……うぅ」

　実際に親と子ほども年齢差がある老婆にたしなめられては、杉田も反論できない。彼女の言っていることが全くの正論であることを差し引いても、この男はお七に逆さからえないのである。

「だけど、恨うらみを溜ためなさいって言っているわけじゃないのよ」

「では、いつか復ふく讐しゆうしても良いと？」

「時期が来たらね。その時は前みたいな苦手なやりかたでなく、あなたの得意な方法でやりなさい」

「得意な方法……は、はい！　わかりました！」

　オドオドした態度をとりながらも、杉田の目には希望の光が宿っていた。

　そんな杉田にお七は最上の微笑ほほえみを向ける。

「それで玄一ちゃん、これからラーの天秤はどうなるのかしら？」

「はぁ、たぶん私らの管かん轄かつからは一時離れると思います。その、平ひら賀がさんが何かするみたいでして」

「そう――あの子が」

　その名前を聞くと、お七はケーキを崩していたフォークを止めた。

　口の中でモゴモゴと何かをつぶやくが、杉田には聞こえなかったようだ。

「まぁいいわ。玄一ちゃんはいつもどおりの業務でよろしく」

「わかりました」

　ケーキをおいしそうに平たいらげると、お七は杖つえをついて席を立った。

「あと、これお願いね」

　と、杉田に二人分の伝票を押しつけるのも忘れずに。
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「ごちそうさま……」

　しょんぼりしながら、私は手を合わせた。

　逸いつ色しきビルの三階にある、私の事務所。

　いつまで経たってもラーの天秤についての情報が手に入らないから、見るに見かねた天てん成せい会かいの人たちが差し入れをくれた。ラーメン一心のラーメン＆チャーハン＆餃ぎよう子ざセット。こんなの初めてだ。よほど落ちこんでいるように見えたのだろう。

　実際、元気が出ない。

　お七たちがコレに関かかわっているということは、また誰かが傷つく可能性があるということ。あの連中は目的のためなら手段を選ばない、悪の秘ひ密みつ結けつ社しやのようなモノだ。

　それを阻そ止ししたいのは山々なんだけど――お七から先へ進めない。

　全く情報がない。まさかラーの天秤なんて存在しないんじゃないかと思えてくる。だけどお七のあの態たい度どは、存在をほのめかしていた。

「うわっ、ひかるちゃんどうしたの!?」

　松まつ葉ば杖づえをついた少女が、私を見て驚いている。

　彼女は板いた垣がき千ち秋あきちゃん。中学生だ。この逸色ビルの一階で、お父さんと一緒に花屋さんを営いとなんでいる。足の病気は徐々に治りかけ、最近ではまた学校にちょくちょく通っている様子だ。元々頭も良くて勉強好きなので、先生もなんとかして単位を取らせようとがんばっているらしい。

　そんな千秋ちゃんが見ているのは、食べ終えたお皿。

「チャーハンのお皿、ごはん粒つぶが残ってる！　信じられない！」

『うおっ、マジだ！　あのひかるが飯粒を残すなんざ、よほどのことだぜ！』

　鳥籠の中でガー助もビビッている。そんなに珍しいか。なんか癪しやくなので、残ったごはん粒もちゃんと食べる。一心さんのチャーハンはごはん粒でもおいしい。

「はぁ」

　食べ終えた後で、また溜息。

「どうしたってんだひかるちゃん！　まるで大金の仕事逃のがしたみたいなツラして！」

　ドスの聞いた声がしたので誰かと思えば、四階に住む伊い藤とうさんだった。彼は天てん成せい会かいというヤクザの幹かん部ぶである。ヤクザだけど、私や千秋ちゃんにはとても優しい。我々もファミリーの一員だと思ってくれているのか。

「アレだろ？　大親分に情報もらったんだろ？　なに悩んでんだよ？」

「大親分にもらった情報じゃ足りなかったんです。もうちょっとなんだけどなぁ……」

　それでもお七までたどり着けたのは、ひとえに大親分のおかげだった。これだけでもすごく運がいいことなのに。だけどラーの天秤にたどり着くには、まだまだ遠い。

「ひかるちゃんでもダメなんだー」

　心なしか、私よりがっかりした声の千秋ちゃん。

「オイオイ千秋ちゃん、ひかるちゃんだって限界はあるぜ。そんなに期待しちゃいけねぇ」

　伊藤さんがたしなめるが、

「でもひかるちゃん、錬金術師なんでしょ？　もっとこう、錬金術で一発ドカーン！　みたいにいかないモノなの？」

　とんでもないことを言う千秋ちゃん。

　その手は使えない。いくらなんでも、情報を手に入れるのだったら錬金術よりパソコンや人の口くちの方が早い。ましてや、お七が関わって――

「あ、そっか」

　突然、頭の中がスッキリしちゃった。

　無む意い識しきに立ち上がる私に驚く千秋ちゃんと伊藤さん。

「錬金術で調べればいいのよ」

『いやお前、そりゃムリだって最初に言ってたろ』

「最初はね。でも今は状況が変わったし」

　お七が関わっているのだったら、古科学者を捜さがせばいいのだ。

　日本各地にいるはずの古科学者をあたれば、情報が手に入るかもしれない。彼が言っていた。中にはお七たちに反発する古科学者もいるって。

「ありがとう、千秋ちゃん！」

　ぎゅっと抱きしめると、千秋ちゃんは照れたように笑っていた。







　ここからは仕事なので、野や次じ馬うまの千秋ちゃんと伊藤さんには丁てい重ちようにお帰りいただいた。ついでにラーメン一心さんのドンブリも持っていってもらった。いつも蔭かげながら応援してくれる二人に感謝しつつ、受話器を取ってボタンをプッシュ。

『はい、もしもし』

　仕事用のパリッとした声。

「あ、お兄ちゃん？」

『なんだ、ひかるか』

　私だとわかると、途と端たんにくだけた声に戻った。

　彼は私の師匠であり、叔お父じでもある。叔父なんだけど、私と十歳も離れていない。父の後、かなり遅くに生まれたのだそうな。

　言うまでもなく、錬金術師である。東宮の錬金術師といえば、今は彼のことを指すくらいだ。

『身体の調子はどうだい？　またガー助と無茶やってるんじゃないだろうね？』

「うーん、無茶な仕事だからねー」

『そういうと思ったよ。そうそう、ラーの天秤について何かわかったかい？』

「うん、それなんだけどね。やっぱり古科学者と繋つながりがあるみたい。だからアレ貸して」

『アレ？　っていうかちょっと待て。古科学者には首つっこむなって、以前言ったよね僕？』

「東宮の錬金術って、目がいいのよね？　探査とか調査とかに優すぐれてるんでしょ？」

『おい聞いてるのか、ひかる。だいたい君はいつも僕の話を聞かずに、ひとりで突撃して、あげく最後には――』

「すぐに使いたいから、すぐに送ってね！」

『ひかる！　いいか、今度という今度は――』

「じゃよろしく！　お兄ちゃん大好き！」

　叩きつけるように受話器を置いたのは、師匠の小こ言ごとから逃げたかったからである。

　コレ絶対にあとで怒られるだろうなー。

『わかってんなら怒られろよ』

「うるさいなー。お兄ちゃん、しゃべり始めると長いんだから」

『西川のダンナといい、トーグーの人間ってのはみんなそうなのか？』

　ガー助の口から西川さんの名前が出て、ふと思い出した。

　ちょっとためらったけど、また受話器を取る。

「もしもし、お兄ちゃん」

『ひーかーるー!!』

「ごめんね、もう一つだけお願い」

『断ことわる！　今日という今日は許さないぞ！　僕にだって我が慢まんの限界というものが』

「西川さんのこと、ちょっと助けてあげてほしいの」

『……西川さん？　彼がどうしたんだ？』

　お兄ちゃんも私の声に気づいたのか、トーンを低くする。

「なんかね、すっかり変わっちゃった。前はもっとバリッとしてて、元気でハッキリしてて……」

『今はどうなんだい？』

「すごく慌ててるの。まるで――何かに追われてるみたい」

『そうか』

　師匠はそれきり黙だまりこみ、

『わかった。僕たちのほうでも西川さんに接せつ触しよくしてみる。そういえば、ここ最近あの人とビリヤードに行ってないな。たまにはいいかな』

「うん、お願いね」

　それ以上の会話を交かわさず、私は電話を切った。

　いやお説教が怖こわいわけじゃないのよ？

『少しは師匠に頼らずにやってみせろよ』

「……やってるもん」

『へーそうかい』

　バカにしたような顔のガー助に、私は黙ることしかできなかった。ぐぅの音ねもでないとはまさにこのことである。

　ぐぅ。

「行動できるとわかったら、お腹なか減ったわ」

『はえーなヲイ！　さっき喰くったばっかだろが！』







　義ぎ理り堅がたいのか心配しているのか、それとも単にお人ひと好よしなのか、師匠に頼んだブツは翌日届いた。

「ひかるサン！　コレですねー！　持ってきまシタヨー！」

　背の高いエジプト人が私を見下ろしていた。

　彼はヒッシャムさんといい、錬金術師である。師匠と同じ町に住んでおり、それなりに交流があるそうだ。だから私の情報も向こうに筒つつ抜ぬけなのだった。

　もともと植物学者ということもあり、下の花屋さんによく来ていた。その縁えんで私とも知り合い、今では錬金術を教えてもらったりしている。もう一人の師匠といってもいい。

「ひかるサン、ミスター東宮にあんまり心配かけちゃダメデースヨ！　Ｈａｈａｈａ！」

　本当にたしなめる気があるのか、ヘラヘラ笑いながら段ボールを荷ほどきしているヒッシャムさん。ほどなくして彼が取り出したのは、羅ら針しん盤ばんのような道具だった。

　これこれ。これを待っていたのだ。

　なんだかんだで師匠もわかってるじゃない。

「ミスター東宮、言ってマシタ。自分も古科学について知りたいそうデス。だけど忙しいからひかるサンに任せるそうデス」

「信頼してくれてる、って考えていいのかしらね」

　複雑な気分で、羅針盤のスイッチを入れた。

『ひかる。それってなんだ？』

「ワタシも知りたいデース！」

　籠の中のガー助が尋ねると、ヒッシャムさんも目を輝かがやかせた。

「簡単に言うと、人探し機ね」

「どーやって探すのデスカ？」

「その人に関係する物があれば、なんでもいいの。サイコメトリーに近いかな。物体に含ふくまれる情報が、その人の現在位置を教えてくれるって仕組み」

『ほー、それで古科学者を探すってわけかい』

　納なつ得とくするガー助。

『んで、古科学者に関係あるブツってなんだよ？』

　あれ？

　…………。

『オイひかる。まさかないなんて言わないよな？』

「今、ちょっと切らしてるみたい。エヘ♪」

　殺気を感じて横っ飛びすると、私の頰を光線がかすめていった。

　背後のぬいぐるみがまた焦げてる。

「何すんのよガー助！」

『てめぇいつから芸人になったコラ！　拳銃もってきて弾たまがねぇなんてボケ、本番でかますんじゃねーよこのケツデカ女！』

「うるさいっ！　見つけてくりゃいいんでしょうが！　このバカ鳥！」

　焦げたぬいぐるみを鳥籠に叩きつける。

　負けじとぬいぐるみに光線を撃ってくる。くそ、負けるかこの！

「オーゥ……二人とも、チョト落ち着いてくだサーイ……」

「なんですかっ！」

『んだコラ！』

　勢いで振り向いた私の鼻先には、小こ瓶びんがひとつ。

「……なんですか？」

　ヒッシャムさんが苦笑していた。

　小瓶の中には、小さな紙があった。

「こんなコトもアローかと、ミスター東宮から預あずかってキマシタ」

　瓶の中から紙を取りだし、装置にセットする。

　すると羅針盤が光り出し、赤い点が生まれた。

『おいおいヒッシャムの旦だん那な！　その紙、誰のなんだ!?』

「ミスター東宮、古科学者の血、持ってマシタ」

『古科学者の血だぁ!?』

　なんでそんなもの持ってるんだ、師匠は。

　そういえば師匠の家にいる石像が古科学者と戦ったという話を聞いた。おそらくその時の血だ。

　なんで血なんか保管しているのかといえば――錬金術師の性さがだろう。

　きっとその古科学者は杉田のように肉体になんらかの変化をもたらす人だったのだ。その成分を調べて自分の研究に役立てようとした、もしくはこれから役に立つかもしれないと判断して保管していたのだ。

　外げ道どうと思われるかもしれないけど、錬金術はもともと物質を調べる学問だ。ちょっとでも珍しいモノを見つけたら、調べずにはいられない。その結果、とても面白い発明のアイデアを閃ひらめくかもしれないから。

　私は古科学者と戦っていても、それどころじゃなかった。まだまだ一人前の錬金術師には遠いなぁ。

　師匠にもヒッシャムさんにもかなう気がしない。

「おやぁ、このヒト、移動してマスねー」

　羅針盤を指さすヒッシャムさん。

　赤い点は北東の方角を指していた。けっこう遠い。だいたい東北か上じよう越えつあたりにいるだろう。ここからなら……車で三時間くらいか。

「よし、さっそく行くわよガー助！」

『おうよ！』

　日本の、いや世界のどこにいても追いかけてやる。

　この赤い点が、私に残された最後の手がかりなんだから。
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　軽自動車の窓を開けると、寒い風が吹きこんできた。

　高速道路の緩ゆるやかなカーブの先に、葉を落とした薄い焦げ茶色の山が見えた。山のてっぺんには白い雪がかき氷のように積もっている。冬真まっ盛さかりである。あと真冬にかき氷のことを思い出せる自分がスゴイと思った。

　だけどこの車、エアコンが効きき過すぎてるから頭がボーッとなってくる。少しでも温度を下げると震ふるえるほど寒くなるし。

「文句言わないでクダサーイ！　ワタシの車デース！」

　運転席のヒッシャムさんはこんな時でもテンションが高い。

「ていうかドーシテワタシが運転してるんデスカー!?」

『だって免許持ってるのヒッシャムの旦那だけじゃねーか』

　私の頭に停まっているガー助が的確な答えを出す。

「ウソデース！　板垣サンや伊藤サンだって持ってマース！」

「あ、暇人でっていう条件も加えといてください」

「ノォ――――――ッ！」

　叫びたくなる気持ちはわからないでもない。

　これから会うのは善良な市民ではない。古科学者だ。その全員が危険な技術を持っていると考えて差さし支つかえないだろう。お七たちの味方という可能性もある。むしろそっちのほうが高い。

『そういやヒッシャムの旦那。前に言ってたとっておきは持ってこなかったのかよ？』

「今日は、公園の落ち葉掃そう除じをしてマース……」

　どんなとっておきなんだろう。非常に気になる。

「ワタシ、ケンカ苦手デース！　そーいうのは、全部ひかるサンに任まかせマスヨ！」

「しょーがないなぁ」

　とはいうものの、錬金術師は戦士じゃない。

　普通に考えても、薬やく剤ざい師しや科学者に戦闘力を求められるわけがない。古科学者だって本来はそうなのだろう。

　ガー助の名前の元になったガーゴイルだって、もともと「家庭に一台」をモットーに設置される防犯装置が発展したものだし。

「というわけで、ワタシたちは車の中でおとなしくしてマスよー！」

「はいはい、ヒッシャムさんも千秋ちゃんも、私とガー助が守ります。これでいいんでしょ？」

「へ？」

　素すっ頓とん狂きような声が後部座席から聞こえてきた。

『いや……千秋よ。お前それで隠れてるつもりだったのかよ』

　振り返ると、後部座席の下に千秋ちゃんが寝ころんでいた。本人は隠れているつもりなんだろうけど、座席のカゲから松葉杖が見えている段階でバレバレだった。

「う～……気づいてるなら、なんで言ってくれないのよ」

「いや、せっかくの努力を無駄にしちゃいけないと……」

『そういう足の訓練なのかと……』

「オバケがイスに座ってるのかト……」

　千秋ちゃん、顔を真っ赤にしちゃってる。

「バカバカバカ！　なんでそーいうことするのよっ！」













『ちょっ、バカやめろ千秋！』

　後部座席のさらに後ろの荷物置き場から松葉杖を取り出して、振り回そうとする千秋ちゃん。この子は足が不自由なのに、それともだからなのか、気き合あいとバイタリティは誰よりもあるのだ。だからこそ周りも変に同情したりせず、普通に接することができる。

　十分くらい車内で大暴れしてようやく落ち着いた千秋ちゃんから、今いま更さらだが同乗した理由を聞いた。

「彦ひこ左ざ衛え門もんのためなの」

　千秋ちゃんの肩かたには、いつも小さなミドリガメがいる。

　不ふ衛えい生せいだとか危険だとか思う人もいるかもしれないが、彦左衛門という名のこのカメについては別格なのだ。

　彦左衛門は古科学で改造されたミドリガメである。先の杉田の本職は医者であり、バイオテクノロジーの応用に古科学を使ったのである。その結果が今の彦左衛門だ。見た目は普通のミドリガメだが、知性は人間以上であり、昔は数メートルの巨きよ軀くを持っていたほどだ。

「あのね、普通のカメと同じ育て方でもいいのかなって疑問に思っちゃって。古科学で改造された身体を、無理に普通にしちゃっていいのかなって」

　千秋ちゃんは真剣だ。

　巨大な身体を持っていた彦左衛門は、醜しゆう悪あくな見た目だった。そんな彦左衛門が傷を負おった時、唯ゆい一いつ心配したのが千秋ちゃんだった。私ですら完全な敵として認識していた彦左衛門を、たったひとり想っていた少女。

　私はそういう気持ちを、心から尊敬できる。

『彦左衛門の飼し育いくのために、古科学を勉強しようっていうのかよ？』

「古科学っていうよりは――彦左衛門の飼育方法だけでいいの」

　ひかえめな笑みの千秋ちゃんだが、どう説得しても動かない決意がこめられていた。というか、こんなところで放ほうり出だすわけにもいかない。

「しょーがないわねぇ。じゃあ千秋ちゃんもヒッシャムさんと一緒におとなしくしてるのよ？　何があっても車から出ないように。安全だとわかったら出てもいいから」

「やった！　ありがとうひかるちゃん！」

　諸もろ手てをあげて喜ぶ千秋ちゃん。まったく、現金なんだから。

　後部座席から視線を前に戻すと、羅針盤が目に入った。赤い点は現在、停止している。どこかで休んでいるのか。こちらとしては好都合だ。カーナビ代わりに使っている羅針盤だが、やっぱり師匠の腕は最高である。

　ひっつかまえて、ラーの天秤と彦左衛門の飼育方法を聞き出してやる。

「あ、それでね」

　手をあげる千秋ちゃん。

「せっかくだから、わたしにもラーの天秤について教えて欲しいの」

「Ｈａｈａｈａ！　任せてクダサーイ！」

　張り切るヒッシャムさん。

　そう、ラーの天秤の説明に関しては彼が一番適役なのである。

「ラーというのは、エジプトの神様デース」

　つまり、そういうことだ。

　ラーというのは太陽神。日本で言ったら天あま照てらす大おおみ神かみくらいのエライ神様だ。ハヤブサの頭を持つ神様で、朝と昼と夜で姿が変わる。

　そのラーが持っている天秤なのかというと、これまた違う。

　アヌビスという神様が持っているのが、ラーの天秤である。アヌビスは犬の頭を持つ冥めい界かいの神様で、死者の魂たましいを選定する時に用いるのがラーの天秤なのだ。早い話が閻えん魔ま帳ちようみたいなものだ。

「じゃあ、そのラーの天秤って、死んだ人に使う道具か何かなの？」

「それがわからないんデース。今話したのは、あくまで神話のラーの天秤のお話デスからして。誰が作ったモノかも不明デス。ワタシの生まれ故郷、エジプトでもそんな道具は見つかってマセーン」

『そもそも存在しねーんじゃねーのか？　お七のハッタリじゃねーの？』

「それはないわよ。だったらそんな名前出す意味がないし」

「天秤っていうくらいだから、何かの秤はかりなのかな？」

　それぞれが意見を出し合うが、結論など出るはずもなかった。

　ラー。太陽神。アヌビス。冥界の神。それぞれ色んな意味を持つ神様で、さらに彼らに由来する別の神様もいる。エジプト神話はギリシャ神話や日本神話くらいたくさんの神様がいるので、道具の効果も予想しにくい。

　ラーの天秤について語り合っていると、いつのまにか話題はエジプトの話に移り、そしてヒッシャムさんの身みの上うえ話ばなしになった。

　ヘンな外国人にしか見えない彼だが、これで植物学の権けん威いなのである。そんなヒッシャムさん、故郷に生徒を残してきたので、彼らの研究をほったらかしにしてすまない気持ちでいっぱいなのだそうな。

　さらに話題はヒッシャムさんから錬金術師のことに移り、師匠の現在の様子についてヒッシャムさんから教えてもらうことができた。今度それをネタに笑ってやろう。

　そうこうしているうちに、羅針盤の赤点の反応が強くなってきた。

　高速道路を降りると、隣の隣の県だった。しかも東京くらい狭い県を横断したわけじゃないので、実質本州の六分の一くらいは進んだ気がする。

「ヒッシャムさん、帰りどうしましょう？」

「ワタシ、野の宿じゆく得意デース！」

「うぇぇぇ……」

　私と千秋ちゃんが同時に反発する。

『ま、野宿しねーように、ちゃっちゃと済ませろってこった』

　まともなことを言うガー助をよそに、車はどんどん古科学者の反応に近づいていく。高速道路を降りた直後はビルの多い道だったが、徐々に住宅街を通り、やがて家が少なくなっていった。代わりに畑や果樹園が見える。いい色をしたリンゴがたくさん並んでいて、とても綺麗だと思っていたら、ガー助にヨダレが出ていることを注意された。帰りに買って帰ろう。

「そろそろデス」

　ヒッシャムさんがそう言った時、果樹園の側そばにぽつんと建っているアパートが目に入った。念のため、ガー助に周りに敵がいないか探させる。

『ヘンなのが一人いるぜ』

　ビンゴ。羅針盤は正確だった。

　アパートから少し離れた場所に車を停とめさせて、私は道具を確認した。戦闘用の道具、捕ほ縛ばく用の道具、拷ごう問もん用の道具、逃走用の道具、その他をエプロンのポケットに忍ばせる。錬金術の道具である。これでも私だって、それなりに使えるんだから。

「ひかるちゃん」

　千秋ちゃんが心配そうな顔でのぞきこんでいる。

　彼女を安心させるために、にへーっと笑って頭をなでた。

「大丈夫。ちょっと行ってくるだけ」

『それよりも千秋。イザって時はヒッシャムの旦那を頼たのむぜ』

「う、うん！」

　松葉杖を握りしめて、強くうなずく千秋ちゃん。本当にいい子である。

「気をつけてクダサイねー」

　ハンカチをひらひらさせて見送ってくれるヒッシャムさん。ここまで連れてきてくれただけでも感謝だ。本当にイザって時には頼たよりにしてますからね。







「あ、ああっ、おまえら」

　アパートの階段に座っていた誰かが、私とガー助を見て跳はね起おきた。どうやら階段に座ったままうたた寝していたらしい。

　なるほど、ガー助の言うとおりだ。こりゃ怪しい。

　パーカー、いやフード付きのコートを着ている。フードをすっぽりと被かぶっていて、身長や声質から、子どもだとわかる。少年か少女か――それはわからない。

　なぜかというと、仮面をつけているからだ。

　見たことのない仮面だった。西洋の仮面ではない。どちらかといえば東洋の模様だ。狐きつね面めんでもない、ひょっとこや般はん若にやでもない。歌か舞ぶ伎き俳はい優ゆうのような隈くま取どりがされたものだ。たぶんこの子のオリジナルなんだろう。

　そしてその和風の仮面は、自分が古科学者であることを告げている。

「おまえ、ひょっとして、東宮ひかるか!?」

　その子は聞かれてもいないのにしゃべり始めた。

「そうよ。そういうあなたは誰？」

「何しに来たんだよ!?　言っておくけど、こっから先には何もないぞ！」

　立ち上がり、階段の手すりから身を躍おどらせる仮面の子ども。

　その子が立っていた場所は階段の上の方で、絶対に二メートル以上あった。その距離から飛び降りたら普通はケガをする。

　だけどその子は難なく着地した。

『何もないんだったら、そんなにムキになるこたねーだろ』

　私の頭からガー助が飛び立った。

　私の頭上でホバリングして、その子どもを警けい戒かいする。私も私で、ポケットに手を入れて立ちはだかる。

　階段の上には何があるんだろう。もしくは、誰がいるんだろう。

　羅針盤が指した目標はこの子なのだろうか。それとも仲間がいるのだろうか。そしてこの子はお七の仲間なのか。

　年齢も戦力も私のほうが上だろう。

　だけど油断はしない。古科学者がどんな手を使うかは、私もわからない。

「誰もこねーと思ったから、見張り役についたんだけどな……ちくしょ」

　悪態をついて、子どもも袖そでに手をひっこめる。

　ガー助は口に光線を隠し、私はポケットに武器を隠し、子どもは袖に何かを隠す。

　その状態でしばらくにらみ合あった。

「おまえら、ホント何しにきたんだよ？」

　相手も焦っているようだ。私がきたことがよほど予想外だったのか。それにあの動どう揺よう具合は、それほど強くないってことなのかな。

「うーん……いろいろ知りたいことがあってね。あなた教えてくれる？」

「なに？　ここのリンゴだったら、そこの無人販売所で買えるよ」

　そうだったのか。あとで買ってこよう。

「あとは内緒。知りたかったらボクの許可をもらいな」

「許可ちょうだい」

「やだね！」

　振りかぶったコートの袖から、何かが飛び出した。

　一つ――いや、三つ！

『てめぇっ！』

　ガー助の口が光った。そう感じた瞬間、あの子が投げた何かが打ち落とされた。一つはガー助の足あし下もとに落ち、もう一つは狙いをそれて、私の背後に。

　最後の一つは、私が構えた棒に突つき刺ささっていた。

「うおおっ！　お姉さんすげぇ！」

「おおおお、危なかった～……」

　コレで防げなかったら、私の脳天に直撃だった。

　しかもこれ、手しゆ裏り剣けんだ。苦く無ないみたいな真っ直ぐなヤツじゃなくて、一般的な忍者のイメージの十字手裏剣。

　って、よく見たらこれ折紙じゃない。

「なにこれ!?　なんで紙が刺さるの!?」

　大げさに驚いてはみたけど、よく考えたらそんなに驚くことじゃない。たぶん紙が特殊なんだ。あと、折り方も。折り方によっては、新聞紙でも一トンの重さに耐えられるって聞いたことがある。

「よくも――！」

　紙の手裏剣を引っこ抜くと、改めて棒を構えてスイッチを入れる。電流が棒を包みこんだ。スタンガンの強力なヤツだと考えてもらっていい。特殊警棒の強さと、その他諸もろ々もろのステキ機能がついた、お気に入りの一品。

　子どもが一歩下がった。

「ガー助！」

　叫んでから走り出した。

『んのバカ！』

　髪の毛が風でなびいた。頭上でガー助が何かしてくれている。

　まっすぐに突っこむ私めがけて、またその子は手裏剣を投とう擲てきした。だけど全ての手裏剣は上から降ふり注そそぐガー助の光線によって落とされる。

　落としてくれると信じているから、全力で突っこめる。

「悪い子には、こうよっ！」

　振り下ろした電磁警棒を受け止めたのは、やはり子どもの折紙だった。

　バチッと火花が散ったが、私の警棒を受け止めた紙飛行機は焦げ目一つない。

「うえっ！」

　子どもが気づいて悲鳴を上げるが、もう遅い。

　この警棒のステキなところは、片手で扱あつかえる点だ。

　つまり、もう片方の手に何かが握れる！

「おとなしくしなさい！」

　左手で投擲したあめ玉ほどのボールが、子どもにぶつかる。ボールはそこから凍こおりついていき、一瞬で氷がコートを覆おおい尽つくす。まるで地球の端はしっこの吹雪ふぶきを凝ぎよう縮しゆくしたように。それを見て名前はすぐに思いついたのだが、ガー助に「パクるな！」と怒られてしまったので、現在名前募集中。

　氷が完全に子どもの全身を覆い尽くした。

　と、思っていた。

「遅いよ！」

　私の背はい後ごから子どもが手裏剣を飛ばしたのである。

「ええっ!?」

　咄とつ嗟さのことだったので、前後をキョロキョロすることしかできなかった。手裏剣はその間にガー助が撃ち落としてくれている。

　凍らせたと思ったのは、人形だった。

　あの折紙で作る、小さな人形。分身の術みたいな技を持っているのか。ちょっとびっくりした。

　てことは、今手裏剣を投げたあの子も分身かもしれないわけで……本物がどっかから見ているのかな。考えたらキリがなくなってきた。

「ガー助。あの子も分身？」

　素直に聞いてみる。

『さーな。俺もわかんね。だけどアイツの手裏剣は本物だぜ』

「どーしよっかなー……」

　悩んでいても仕方ない。

「ガー助、とりあえずお願い」

『へいへい』

「ぎゃああああっ！」

　返事が聞こえた直後、子どもが転げ回った。言うまでもなく、ガー助が光線を撃ったのだ。

　その気になれば音速以上の光線を出せるガー助に、早撃ちで勝てる存在はいない。見えざる水銀を突き詰めると亜高速まで達するらしいけど、ノーマル状態でそこまではムリかも。

「いってててて……」

　頭を押さえて立ち上がる子ども。どうやら今度は本物だったようだ。

「いってぇなこんちく――」

「はいはい、もう諦あきらめなさい」

　立ち上がって抗議しようとした子どもの手を取り、後ろにねじり上げた。二階の設楽したらさん直じき伝でんの護ご身しん術じゆつが役に立った。

「わ――――！　ギブギブギブ！　いてぇいてぇいてぇ！」

　手でタップしたが、まだ離さない。

　手裏剣を顔面に投げつけられた恨みはまだ晴れないのだ。もうちょっと私の憂うさ晴ばらしに付き合ってもらおう。

「その位にしておけ」

　頭上から別の声がかかった。

　その声を聞いて、つい手を離してしまう。関節技から解放された子は、引けた腰のまま後じさって、私とガー助をバケモノを見るような目つきでにらみ始める。

　手を離したのは、その声に聞き覚えがあったからだ。

『なんだ、やっぱりオメーか』

　呆れ声のガー助。

　アパートの二階から私たちを見下ろしているのは、軍服姿の少年。

　軍ぐん帽ぼうを目ま深ぶかに被り、ぶかぶかの軍服を肩にかけてマントのようにたなびかせている。

「なんだ……」

　あの子のように腰が抜けそうになった。現れた彼を見て、私もあの子も「助かった」と思ったに違いない。

「外が騒がしいから見に来てみれば……おまえはいつも騒動の中心にいるな、東宮ひかる」

　冷たい声の中にも、どこか親しみやすさがある。

　古科学者、高たか原はら喜き一いち郎ろうくんはへっぴり腰の私を見て、小さく笑った。
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　そこには一人の人間以外、誰もいなかった。

　畳たたみ敷じきの四よ畳じよう半はん。

　家具も何もない、ただの部屋。

　一人の男が人形を抱いて座っていた。

　老人である。

　微び動どうだにしていない。死んでいるように見えるが、そうでもない。

　むしろ生き生きとしている。薄く開いた目の奥は、喜びに満ちている。

　やり遂とげた男の顔だ。

「ふふふ……ふふふふふふふ……」

　彼は古科学者である。

　たった一つの人にん形ぎようを作るために、その半はん生せいを費ついやした。

　それが、今抱いている人形である。

　市いち松まつ人形のようだった。長いおかっぱの髪の毛で覆われた顔は、陶とう器きのように白い。ただ血の色のような唇くちびるが異様に目立つ。

　唇の下も赤かった。完成したばかりということもあり、朱しゆの着物は全く汚れていない。直立の姿勢でまっすぐ抱かれている。

　その人形を、古科学者は畳に置いた。

「起き、なさい……わしの、可か愛わいい、狛こま……」

　直立した人形の背中に触ふれ、そこから生はえたゼンマイを回した。

　狛と呼ばれた人形から音がした。

　じぃぃぃぃぃ――

　小さな虫が体内で蠢うごめいているような音だった。それは狛の体内にある無数の小さな歯車が起動する音だった。

　びくっ、と狛の身体が跳ねる。

『……ァ』

　唇から小さな声が漏もれた。

　発はつ声せい機き能のうを確かめているかのように。

　その声を皮切りに、指が動き、手が動いた。

　足首が動き、背が動き、首が動いた。

　最後にぎょろりと目が動く。

　狛の視線の先、壁に一枚の写真が画が鋲びようで貼はりつけられていた。

「いいかい、狛や。この、写真が、目標だ。わかるね？」

　老人がかすれる声でつぶやいた。

　そして狛に細い物を差しだす。

　刀だった。狛の大きさにちょうどいい、匕首あいくちよりも短い刀。このようなもので何かが斬れるのだろうか――その心配は杞き憂ゆうに終わる。

　狛がその刀を手にし、抜き、また鞘さやに戻した。

　その三動作で、写真が二つに切れていた。

「そうだ、狛。わしの、可愛い、狛。おまえは、最、強、だ」

　静かに笑う古科学者に、狛はなんの反応も返さない。

「さあ狛や。次は実戦だ。頼んだぞ。わしたちの力を、見せてやりなさい」

　手を叩く古科学者を一いち瞥べつし、狛は自分の体内にある定型文通りの返事をした。

『――承知』







































　高たか原はら喜き一いち郎ろう。

　古こ科か学がく者しや。

　ぶっきらぼうだけどメチャクチャ強くて、しかも不ふ死じ身み。

　あれ？　よく考えてみたら私、喜一郎くんのことこれしか知らないや。

「なーなー喜一郎。この人、あの東ひがし宮みやひかるなんだろ？」

　六ろく畳じよう一ひと間まの部屋で、喜一郎の袖そでをひっぱる仮面の子ども。

「そうだ」

「紹介しろよ。ボク、全然知らないんだぞ」

　すると喜一郎くんは私の方を見て、

「……東宮ひかるだ」

「それだけかよっ！」

　ツッコミを入れる子ども。私も同じ気分だ。

「なんだよっ！　よく見りゃ、フツーの友達じゃねーかよ！　何も教えてくれないから、てっきり敵だと思ってたんだぞっ！」

「そうなのか？」

　喜一郎くんはすっとぼけているわけではなく、本気でそう思っているようだ。どうやら誰だれかが化ばけているわけではなさそうである。安心した。

「あー……なんか、すいませんでした。このムッツリのおかげで、敵かと思いました」

　こっちに向き直ると、仮面の子は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　喜一郎くんもそうだけど、この子の姿勢もすごく綺き麗れいだった。古科学って和風の学問だから、修おさめる時は姿勢にも気を遣つかうんだろうか。

「ああ、うん。いいの。気にしないで」

　そうして私と仮面の子、二人で喜一郎くんをじーっと見つめる。

　一いつ歩ぽ間違えば大変なことになっていたのだ。

　喜一郎くんは二人分の視線に耐たえきれなくなったのか、

「……すまん」

　ようやく頭を下げた。

「それで喜一郎くん、こっちの子は？」

「あー、喜一郎に任せるとさっきみたいな紹介しかしないから、自分でやるよ。ボクは秋あき里さとカンジといいます。見ての通り古科学者ですが、もう危害は加えません。喜一郎の世せ話わ係がかりみたいなことやってます」

　そうして、さきほどの非ひ礼れいを改めて詫わびた。

　丁てい重ちように自己紹介してくれたので、こちらもお返し。

「東宮ひかるです。錬れん金きん術じゆつ師しです。もちろん、危害は加えません」

　なんだか宣せん誓せいしてるみたいだ。

「んで、この頭の上のがガー助ね」

『おう、すまなかったな』

「二人ともほんとに気にしないでよ。元はといえば、このデクノボウのせいなんだからね」

　あの喜一郎くんをデクノボウと言い切れるのは、日本に何人いるだろう。よほど力関係があるか、それともよほど仲がいいか。

　喜一郎くんが殺気も出さずにうろたえているだけなので、きっと後者だろう。

「あ、そうだ」

　カンジと名乗った子は、もう一人も紹介したいと台所の方を見た。

「ああ、スマンスマン！　ちょい待っとってくれい！」

　豪ごう快かいな声と共に、盆ぼんを持ってくるのは老人だった。

　短く刈りこんだ髪の毛と、精せい悍かんな顔。パジャマのような部屋着に、どてらを着こんでいる。これだけ見ると普通のおじいさんなんだけど、レイバンのサングラスが異様なオーラを放はなっていた。たった一つのパーツで、なんてファンキーなイメージになるんだろう。

「喜一郎もカンジもフツーの茶でよかったな？　錬金術師の嬢じようちゃんは？」

「あ、すみません。好き嫌いはないです」

「おし。そっちの鳥さんは？」

『俺ぁ自動人形だからよ、飲み食いしねーのよ』

「なんだ、そうかー。そりゃ人生の半分は損してるなー」

　心から残念そうな態たい度どで、老人は盆ぼんを畳たたみに置いた。無言で喜一郎くんが急きゅう須すをとり、全員分のお茶を淹いれてくれる。

　お茶ちや請うけはリンゴだった。さっきの果樹園のと同じヤツだ。

「ワシは青あお江えという。仕事は見ての通りだ」

　喜一郎くんからお茶を受け取ると、おじいさんは名乗った。

　見ての通りというのは、この部屋をグルリと見ればわかる。

　壁一面に刀かたなが立てかけられてあった。

　きちんと鞘さやに入れられているものから、抜ぬき身みのまま刃やいばだけ畳に突つき刺さしているものまで、数十本の刀が所ところ狭せましと並んでいた。地じ震しんを考こう慮りよしてか、高い所には飾っていなかったが。

　刀鍛か冶じなのだろう。

「青江さんは、俺の刀も作ってくれた」

　珍しく喜一郎くんが話を接ついでくれた。それだけ愛着のある刀で、恩おん義ぎのある人なのだろう。

『これ、すげぇ斬きれるぜ』

　頭の上のガー助が、単純に評価した。

　触さわってみようかと手を伸ばすと、

「触るな。指が落ちるぞ」

　喜一郎くんに止められた。

　刀なんて触ったことがない私だけど、ここに並んでいる刀は魂たましいまで斬られそうな威圧感がある。

「大丈夫だっての。ひかるちゃんだって、いいトシだ。刃に素す手でで触るような馬ば鹿かな真ま似ねはせんて」

　青江さんは笑って一ひと振ふりの刀を渡してくれた。

　そっと抜いてみるが、変な言い方をすれば新鮮な魚のような綺麗な光こう沢たくがあった。素しろ人うと目めだけれど、これ本当に指くらい簡単に斬れそうだ。

　慌あわてて鞘に戻して、最初にあった場所に戻した。抜き身の刃が隣にあったので、触れないように気をつける。

　その時、その抜き身の刃に文字が見えた。

　ああ、アレか。刀につける銘めいってヤツか。「森もり花はな処しよ女じよ林りん」って彫ほられてある。変な名前。っていうかこれって――

　あ、やっぱり。隣の刀には「噓うそつきダイヤモンド」って書いてある。

「なぁ、これってやっぱり法則性あるの？」

　カンジくんがささやくが、私は苦笑するだけだ。

　そうか、今の子は知らないのか……って、本来なら私だって知らない世代だが。たぶん師し匠しようの趣しゆ味みのせいだ。

「よくわかんないけど、変な銘彫るのが青江さんの趣味なんだ。気にしないで」

　カンジくんも仮面の中では苦笑しているのだろう。銘に詳くわしくない私としては、けっこう気に入っていたりするのだが。

　待てよ。ということは喜一郎くんの刀はどんな銘なのだろう……？

「東宮ひかる。自己紹介の時間はこのくらいでいいか？」

　急に目を細めて喜一郎くんが私を見た。

「そろそろ教えてもらおう。ここに来た理由と手段を」

　うん、そうだよね。喜一郎くんたちにとっちゃ、私たちは招まねかれざる客だからね。その上お茶まで出してもらったのだから、理由はきちんと話さなきゃ。

　とりあえず手段から先に話した。

　錬金術の道具で、古科学者の血をサーチしたらここに行き当たったと言うと、喜一郎くんだけじゃなくてカンジくんも動どう揺ようしていた。

「そういやオメーラ、なんとか町ってとこに行ったんだよな？　それで錬金術師にコテンパンにされたって言ってたっけ」

「そ、そんなことないって！　ボクはちょっと――」

　立ち上がって抗こう議ぎしようとするカンジくんだが、

「オイ喜一郎！　お前もなんか言えよ！」

「……いや。たぶん、その血は俺のものだろう」

　あっさりと認めた。

「東宮の自動石像とやりあったのは、俺だ。完全にやられた。血だったら一リットルくらい提供したかもしれん。まさかこんな風に使われるとは予想外だったが」

『東宮の自動石像か……』

　ガー助が悔くやしそうな声を出す。

　喜一郎くんは強い。誰がどう見ても強い。たぶん私とガー助が束たばになってかかっても勝てないと思う。

　その喜一郎くんが「完全にやられた」という相手は、私の師匠の作品なのだ。コンプレックスもわくというもの。

　でも、いい目標にもなると思う。いつかそこまで辿たどり着つくんだ。

『カンジも錬金術師と戦ったのかよ？』

　いつのまにか私の頭から飛んで、立てかけられた刀の柄つかで羽根を休めるガー助。

「ボクは錬金術師じゃなくて――なんつーか、ヘンなヤツだったよ」

　遠い目をするカンジくん。いや仮面で表情はわからないんだけど、この子の考えてることって、とてもわかりやすい。

　どうして仮面をつけているんだろ。仮面の下は見せられないような顔なのかな。それとも仮面をつけると何かパワーが湧わいてくるのかな。

「あの町は、錬金術師の町だ。俺もカンジも部外者だが、いつかまた戻るつもりでいる」

「いろいろと縁えんとか恨うらみとかあるからね」

　やっぱり師匠もいろいろと関かかわっているのだろう。

　そういえば師匠の口から喜一郎くんについて聞いたことがない。私が喜一郎くんに会ったことは話したはずなのに。何か隠かくしていることがあるのだ。

「だがよ、喜一郎」

　青江さんが喜一郎くんの腰のあたりを指さした。

　一見すると何もないが、私は知っている。喜一郎くんの腰には見えない鞘がある。そこから刀を抜く所を何度も見た。

「その刀は復ふく讐しゆうのために使っちゃダメだぞ」

「……はい。復讐ではないです」

　しっかりとした声だった。むしろ楽しそうですらある。きっと師匠のいる町では、辛つらいこともあったけど楽しいこともあったのだ。いい人に巡めぐり会あえたのかな。

「カンジもだぞ」

「ええっ、ボク刀持ってないよ!?」

「それでもだ。心の刃は復讐のために抜いちゃイカン」

「はーい」

　喜一郎くんとは違い、ぶすくれているカンジくん。

　そうして話が一段落ついたところで、全員がお茶請けのリンゴをかじる。

「ここに来た理由はね、古科学者を探していたの」

　私は正直に話した。

　この時点で、私は全員を信用していた。

　古科学者だけど以前協力してくれた喜一郎くん。その相あい棒ぼう（なのかな？）でちょっとマヌケなカンジくん。そしてその二人の恩師の青江さん。どれもみないい人のように思える。

　少なくとも喜一郎くんはお七しちと敵対している。その彼がこんなにリラックスしているのだから、信じていいに違いない。

「古科学者といっても、お七さんたちのことね。彼女たちが探しているブツの正体と在処ありかを探しているの」

　お七の名を出した途と端たん、喜一郎くんとカンジくんが視線を合わせた。

　さらにブツという単語で青江さんが目を細める。

「てーことはアレか、ひかるちゃんも喜一郎たちと同じ目的でここに来たってわけか」

「え!?」

　今度は私とガー助が顔を見合わせる番だった。

　どういうことだ。喜一郎くんとカンジくんと青江さんはもともと一つのチームみたいなものじゃなかったのか。

「……お七たちを追っているのは、俺たちも一緒だ」

　ぽつりとつぶやく喜一郎くん。

「あのさ、こっちもぶっちゃけると、お七さんたちの情報が少ないわけ。だから残った古科学者を当たってるんだ」

　口くち下べ手たな喜一郎くんに代わってしゃべるカンジくん。

『残ったってどういうことだよ』

「お七さんたちに、古科学者のほとんどが引き抜かれちゃったんだ」

　カンジくんはしょんぼりしていた。

「それもフツーのヘッドハンティングじゃないよ。どう見てもいつもと違う精神状態で消えた古科学者ばかりなんだ」

「さらわれたってこと？」

「わからない、それも調べてる。ただわかるのは、一人の古科学者が関わってるってこと。古科学者の中心人物みたいな人がいたんだけど、その人も向こうに行っちゃったんだ」

『そいつについていった古科学者がほとんど、ってことか』

「うん」

　何やら古科学者も古科学者で大変だ。

　当初、私は古科学によって大切な人を傷つけられた。だから古科学者は悪の集団だと決めつけているふしがあったのだが、考え方が逆だったようだ。悪の集団の中に古科学者が大勢いるようだ。

『オメーラはなんで引き抜かれなかったんだ？』

「ああ、それ多分こいつのせい」

　カンジくんが喜一郎くんに親指を向ける。

「……たぶん、俺が古科学者の中では異い端たん児じだったせいだろうな。おかげでよく嫌われていた」

「んなこたねぇと思うんだけどな」

　顎あごをなでながらフォローする青江さん。

「カンジは俺と一緒にいたばかりに、巻まき添ぞえを食った。申し訳ないと思っている」

「べっつにー。ボクもあんな連中とつるむのはゴメンだね」

　肩かたをすくめるカンジくん。子どものくせにませた態度である。

「そーいうわけで、ボクたちも残ってる古科学者を探すのに必死でね。なにしろ、ほとんどの古科学者が失しつ踪そうしちゃったから、ホントに苦労したんだよ」

「だから、ひかる。あとでその装置を貸してくれないか？」

　珍しく喜一郎くんに頼まれてしまった。

「そりゃ別にいいけど……」

「助かる」

　頭を下げる喜一郎くん。よほど切せつ羽ぱ詰つまっていたんだろうな。

　彼がここまで追いつめられるということは、かなりの数の古科学者が消えたのだろう。それだけ脅きよう威いが増したと考えていいのか。

『んで、青江のじーさんは何か知らねーのか？』

　ガー助が何気なく投げかけた質問は、ここにいる全員の最終目的であった。

　さっきまで話を聞いていた青江さんは、難しい顔で顎をなでつつ、うんうんとうなずいている。

「ん……いやな、喜一郎たちのいうとおり、ワシんとこにも誘いが来たんだよ」

「なんだって!?」

「驚かんでいい、喜一郎。お前さんたちが言ってるのは、平賀のことだろ？」

　平ひら賀が。初めて聞く名前。

　それが例の古科学者たちの中心人物か。

「ワシんとこに来たのは平賀じゃなかったけどな。日本人ですらなかったぞ。なんかどっかの国の呪じゆ術じゆつ師しだった。そいつが平賀の名前を出したんだ」

「呪術師!?」

　へーそんなのいるんだー、って感心しかけたけど、私だって錬金術師だった。

　世の中にはいろんな人がいるもんだ。

「時間をくれって言ってお茶を濁にごしたら、けっこうアッサリ引き下がったぞ。あ、でも、そうだ。何か探してるって言ってたな」

『何かってなんだよ？』

「おう。たしかナントカっていうエジプトの――」

　エジプト。

　ラーの天秤もエジプトの名前だが……。

「青江さん、そのナントカって――」

　立ち上がりかけた私を、暗い影が覆おおった。

「伏ふせろ！」

　喜一郎くんのマントが私に覆い被かぶさった。いや、違う。喜一郎くんの身体からだごと私と青江さんの身体が組くみ伏ふせられていた。

　瞬間、窓ガラスが割れる音と共に、頭上を何かが通り過ぎていった。

　喜一郎くんの声があまりにも真ま面じ目めだったので、銃か何かで撃たれたのかと思ったが、そうではなさそうだ。

　上体だけ起こして、何が飛んできたのか確認する。

「……？」

　何もない。

　爆ばく弾だんか、さもなくば毒ガスの入った瓶びんか、そうでなければ本人が飛びこんで来たのかと思ったが、そのどれでもなかった。

　代わりに壁が濡ぬれていた。ものすごい水圧で噴ふん射しやさせられたようだ。

「なに……？」

　もう一度ガラスが割れる音がして、そちらを見る。

　今度こそ、侵入者だった。

　それは窓まど枠わくに立ってこちらを見下ろす――人にん形ぎよう。

「な、なんだこいつ!?」

　全員の気持ちを代弁してくれたカンジくん。

　その姿は本当に異い様ようだった。

　姿すがた形かたちが異様なのではない。むしろ整ととのったおかっぱ頭に綺麗な顔立ち、それに新品同様の赤いおべべが着せられていて、商品価か値ちとしてはものすごい金額なんじゃないだろうか。

　そんな人形が、窓ガラスを破って窓枠に立っているのだ。

　これを異様と呼ばずしてなんと呼ぶか。

　さらにいえば、左手はずっと刀にかけられている。刀だったら五月人形だろうに、なんで市いち松まつ人形が持っているんだ。

『…………』

　人形は部屋の中をグルリと見回すと、何かの行動を起こそうと首をかしげる。逃げたいけど、部屋中に散らばったガラスの破は片へんが邪じや魔まで動けない。

『てめぇっ！』

　ガー助が早かった。両方の翼つばさが青白く輝かがやくと、畳に散らばったガラス片が全すべて浮き上がり、ナイフのように人形に飛んでいった。さながらガトリングガンのような無数の刃が人形に収しゆう束そくする。

『…………』

　だが窓枠に人形はいなかった。

「こっちだ！」

　上を向く喜一郎くん。

　なんと人形は部屋の天てん井じように張りついていた。その視線の先には青江さんがいる。

　湿しめった空気が流れた。

　何かと思ったら、人形が口を開いた。そこからは煙けむり――いや、湯ゆ気げが見える。

「青江さん！」

　私とカンジくんは反射的にそこから飛とび退のき、逆に喜一郎くんは青江さんに向かって飛びかかった。

　バシッ、と何かが叩たたかれるような音がして、人形の口からレーザー光線のようなものが発射された。

「うああああああっ！」

　喜一郎くんの全身に浴あびせられたそれは、とてもいい匂においがした。

『こりゃ……茶か!?』

　唇くちびるに張りついた湿しつ気けを舐なめ取とってみると、たしかにいい味がする。緑りよく茶ちやだ。高こう熱ねつ高こう圧あつのお茶を浴あびせかけたのだ。さすが和風の人形だ。

「おおおお、おああああっ！」

　床ゆかを転ころげ回まわる喜一郎くん。

　そりゃそうだ。たとえ不死身の肉体を持っていたとしても、ンな熱いお茶をかけられたら誰だって無ぶ事じではすまない。

「何すんだっ！」

「何すんのよっ！」

　カンジくんの手しゆ裏り剣けんと、私の氷玉が同時に投げつけられる。

　だけど喜一郎くんほど早く投げられないせいか、人形は難なんなく避よけて畳に降り立つ。

『…………』

　人形が刀を抜いた。

　視線の先は、やはり青江さん。狙ねらわれているのは彼だ。

　人形の口が開いた。綺麗な形の唇なのに、口の開き方は普通のからくり人形なのね。さらに喉のどの奥でウィィィィンと何かが回るような音が響く。

　最後に火花が散るような音がして、開いた口から高温のお茶が噴出した。てっきり刀で攻撃するのかと思ったのに。

『効きかねーよっ！』

　お茶の前にガー助が躍おどり出でて、その全てを浴びた。完全に沸ふつ騰とうしているお茶だが、ガー助の希少銀ミスリルの身体には効くわけがない。

『オラァァァァァァッ！』

　ガー助が光線を放った。反応して回かい避ひしようとした人形だけど、間に合わなかった。ガー助の光線がトリモチのように絡からみつき、人形の動きを封ふうじる。

『フンッ！』

　首をひねると、光線が大きく動いた。

　光線に絡め取られた人形は窓の外に投げ捨てられる。さらにそれを追ってガー助が窓から飛び出した。

　フラッシュのように素す早ばやい光線が二度、弾はじけた。窓の外の出来事なので、当たったかどうか見えない。それを追いかけるように窓に近づいて、手裏剣を取り出すカンジくん。援えん護ごするつもりらしい。

「青江さん……大丈夫ですか？」

　うずくまっている青江を介かい抱ほうするために近づくが、それより早く青江さんが起きあがった。無事なようだ。

「ひかるちゃん、すまんが喜一郎を頼む」

「はい。青江さんは？」

「狙いはワシのようだ。なのであの鳥さんが戦っている間に、悪いが逃げさせてもらうよ」

「え……？」

　逃げること自体に不満はないのだけど。

「どうやって逃げるんですか？」

「なーに、こちとら腐くさっても古科学者だ。錬金術じゃまだ発明されていない逃げ方だってあるんだなこれが」

　ニヤリと笑う青江さんを見ると、それ以上引ひき留とめられない。

「ひかるちゃん。もう一度言うが、喜一郎を頼む。こいつぁアレだ、すごく誤解されやすいけど根ねはいいヤツなんだ。あとちょっとバカだが、そこがまた可か愛わいいんだ」

「……はぁ」

　動けないのをいいことにムチャクチャ言ってるなぁ、青江さん。否定はしないけど。

「んじゃ、よろしくな！」

　堂々と玄関から出て行った青江さんに、私は手を振ることと祈いのることしかできなかった。逃げ切ってくれればいいのだけど。

　青江さんがいなくなったら、瞬時に気持ちが切きり替かわった。次に心配しなくてはならない人物に駆け寄る。

「喜一郎くん、そろそろ立てる？」

「ああ……」

　肯こう定ていの返事はきたけれど、まだ立てそうにない。身体はどんな風に壊こわれても元通りになるけど、痛みがなくなるわけじゃないんだ。

「カンジくん、そのままガー助の援護お願いね！　逃げる準備も！」

「はいよっ！」

　ここはカンジくんに任まかせて、私は青江さんが飛び出した玄関から出る。もう青江さんは影も形もなくなっていた。本当にどうやって逃げたんだか。

　階段を駆かけ足あしで降おりて、アパートの裏手に回った。

　何かの影が見えたと思ったら、フラッシュと共に足あし下もとの土がはじけ飛んだ。ガー助の光線の余よ波はであることは間違いない。

「あ……」

　そうして、私は見た。

　アパートの裏は畑へと続くなだらかな坂になっており、その向こうの畑でガー助と人形が空中で真まっ向こうから鍔つば迫ぜり合あいをしていた。

　正確には人形の刀をガー助がクチバシでくわえていた。

「ガー助！」

　今日最後の氷玉を取り出して、全力で投げつけた。

　それに気づいた人形、ガー助から刀を放し、向かってくる氷玉を真まっ二ぷたつに斬きり裂さいた。斬られた玉は地面を凍こおりつかせるだけ。

　今のでわかったが、あの人形の刀、真しん剣けんだ。それに玉を斬れるだけの腕もある。

『ひかる！　おせーぞ！』

　ガー助が私の側そばまで飛んできた。

　人形は凍った地面の上に立ち、右手に刀を提さげている。

　ガラスのように透すき通とおった瞳ひとみと血のように赤い唇くちびるが、全く動かずに私たちを観察していた。

　それだけなのに、心しん臓ぞうがわしづかみにされるような恐きよう怖ふを覚おぼえる。

「あんた。しゃべれる？」

　一応、聞いてみた。彦ひこ左ざ衛え門もんの時は返事が返ってこなかったけど。

『――可能だ』

　しゃべれた。

「名前は？」

『狛こま』

　可愛い名前じゃない。

　名前の意味を一瞬考えて、ガー助を見た。

『ケッ。どいつもこいつも、考えるこたぁ一緒ってか？　ん？』

「うるさいなー」

『ちなみに元々は十歳のガキがつけた名前らしいぜ？』

「うるさいなーばかー」

　単純で悪かったなー。これでもいい名前と思ってるんだぞ。

　少し気分を害しながら、私は第三の質問をする。

「狛ちゃん。アンタの狙いは何？」




『――アヌビス』




　短いが、私の心臓を大きく鳴らすには充分な一言だった。

　アヌビス。

　ラーの天秤を持つ神様の名前じゃないか。

　これでハッキリした。やっぱり喜一郎くんや青江さん、古科学者に何か秘密があるんだ。だとしたら狛の狙いは私たちではなく、彼らか。

　だけど彼らを守る余裕なんて、今の私たちにあるだろうか。

「ガー助。あのお人形さん、どんくらい強かった？」

『敵じゃねーな』

　ウソだと丸わかりだ。つまりヤバイ敵ってことだ。

『…………』

　そうしてる間に狛がゆっくりと刀を構え、

「いいっ!?」

　私の目の前で火花が散った。ガキン、という音が鼓こ膜まくを揺ゆさぶる。

　まばたきをする間に、ガー助のお尻が視界に飛びこんできた。狛の刀から私を守ったのだとわかったのは、もう二、三度まばたきをしてからだった。

『下がれ、ひかる！』

「ガー助も離れて！」

　私とガー助、それぞれ別方向に散った。

　狛は私など眼中にないのか、ガー助を執しつ拗ように攻撃している。

　ガー助の反応で追いつくのがやっとだ。この状態で私に何ができるだろう。下手に手を出そうものなら、時代劇のザコよりもアッサリと斬られるだろう。

　どの武器なら効きくだろうか――

　やっぱり、一番効果的なのはコレしかないか。

「ガー助、こっちに来て！」

『ああん!?』

　訝いぶかしげな声は出すものの、言うとおりにしてくれるガー助。それを追って狛が跳ちよう躍やくする。だが狛とガー助の間には、大きな壁かべが生しようじた。

　いや文字通り本当に壁が生まれたのだ。ぬりかべのような、真っ白な壁が狛を遮さえぎったのだ。

「ナイス！」

　親指を立てる私の視線の先、アパートの窓からカンジくんの仮面が見えた。

　そして一いち目もく散さんに走り抜けた先には――

「ひかるちゃん！」

　ヒッシャムさんの軽自動車が走りこんできた。アパートの前で停車すると、千秋ちゃんが後部座席を開けてくれる。そこに滑すべりこむように乗った。

「出して、ヒッシャムさん！」

「任せてクダサーイ！」

　ヒッシャムさんが思いっきりアクセルを踏ふみこむ。

　どすん、という音がして車が揺れた。

「ノ―――――ッ！　誰デスカ!?」

「ごめん、よろしく！」

　私が許可を得るよりも先に、カンジくんが乗りこんでいた。

「……すまん」

　助手席には喜一郎くんが。

　ふたりとも、いつどうやって乗ったのだろう。それも古科学の力なのか。

「ワタシのクルマ、ヘコまさないでクダサ――――イ！」

　泣きながらもう一度アクセルを踏むと、軽自動車のタイヤも悲ひ鳴めいを上げながら回り出した。

　軽自動車に五人乗りはちょっと苦しいけど、三さん途ずの川の渡し船よりはよほど乗のり心地ごこちがいいはずだ。







　幸さいわいというか、いくら強いからくり人形といえども自動車の速さにはついて来れなかったようだ。五人と二匹を乗せた軽自動車は果樹園の道をひたはしり、高速道路に乗った。あー、そういえばりんご買うの忘れた。

　時速六十キロで安定しながら高速を走ると、ようやく一同の気持ちにも余裕が生まれ始める。

「ふー、助かったよ、ひかるちゃん」

　カンジくんがお礼を言う。

「ボクも喜一郎も免許も車もないからさ、この車がなかったら今頃あの人形に殺されてたと思う。ま、喜一郎は不死身だけど」

『つーかあのスプラッタな人形は一体なんだ？』

　私の頭の上しか停とまる所がないので、ガー助が一番狭せまそうだった。

「ボクは知らない。喜一郎、知ってる？」

「……おそらく、近ちか松まつだ」

　バックミラーをしきりに確認しながら、喜一郎くんは苦く無ないを確かめている。

「近松さん？　聞いたことないや」

「人形師だ。あまり人前に出ないから、俺も直接の付き合いはない」

『そいつも、お七たちの軍ぐん門もんに降くだってるってわけかい』

「おそらくな」

　あまり人前に出ない人形師をどうやって仲間に引きこんだのか気になる所ではあるが、問題は過か程ていではなく結果である。

「あの人形、強いの？」

「わからない。俺も初めて見る人形だ。実力は未み知ち数すうといっていい。もしかしたら俺でも負けるかもしれん」

　珍めずらしく弱気な発言をする喜一郎くんだ。

　まぁ熱いお茶を浴びせられたら、普通の人間はそれだけで戦意を喪そう失しつしてしまう。かなり効率的な攻撃といえよう。

　今度出会った時、果たしてうまくやり過ごせるだろうか。

「ねぇ、ひかるちゃん」

　予想外の方向から肩をつつかれた。

「なに、千ち秋あきちゃん？」

「さっきから言ってる人形って、ひょっとしてアレ？」

　背後を指さす千秋ちゃん。

　その言葉に全員が振り返った。

「ヒッシャムさんは前見て！」

「オウ、ソーリー！」

　ハンドルを握にぎらせると、私も改めて後ろを見た。

　ちょうどなだらかなカーブにさしかかったので、道路の向こうは見通せなかった。だが視界の端に見えてしまった。

　右手に刀を持ち、直立不動の姿勢で高速道路を滑かつ走そうする人形が。

　走っているのではなかった。あれは足の裏から車輪が生はえているようだ。目を見開き、無表情のまま、足を全まつたく動かさずにこちらに接近してくる姿は――

「怖こえぇ……」

　カンジくんのつぶやきに、全員無言で同意した。なんだこの和風チャイルドプレイは。作ったヤツはどんなセンスをしているんだ。

　そして更に恐おそろしいのが、狛と車の距離が徐々に縮ちぢまっているということ。

「ヒッシャムさん！　もっと速く！」

「ムリデース！　これで精一杯デース！」

　そりゃポンコツの軽自動車に五人も乗れば当たり前か。むしろがんばっている方だ。だったら手段は一つしかない。

「千秋ちゃん、ちょっと場所代わって」

　一番か弱い千秋ちゃんを真ん中に座らせて、伏せてもらう。

　そして窓から顔を出すと、いきなり狙そ撃げきされた。

「きゃ―――っ！」

　ひっこめた私の顔の横を、レーザー光線みたいなお茶が通り過ぎていった。あのお茶、ヘタに銃とか持ち出されるより現実味があって、怖いんだけど。

　そしてお茶を噴射したというのに、狛と車の距離が開いてない。さらに加速してる。このままいくと、一分以内に追いつかれるだろう。

　すれ違った対向車が、ちょっとふらついていた。狛を見たせいだろう。事故とか起こさないといいけど。

「くそっ！」

　カンジくんがコートの袖から折おり鶴づるを取り出して、窓の外に放り投げた。

　すると折り鶴だったものが本物の鳥のように羽ばたき、狛に向かって突進していくではないか。

『…………』

　だが狛は鶴を一いち瞥べつしただけで、一刀のもとに斬り裂いてしまう。斬られた鶴は紙に戻り、ハラハラと散っていった。

「やっぱボクだけじゃダメかー」

「すまん、少し車を傷つける」

　ヒッシャムさんの返事も待たずに、喜一郎くんが窓から外に出た。

　自殺行為かと思ったが、狛のレーザーお茶を避よけつつ車の上に乗ったのだ。

「カンジ。援護しろ」

「はいよっ！」

　カンジくんがまた袖から折紙を出す。ネタが切れたのか、今度はその場で折り始める。その間に喜一郎くんは苦無を狛に向かって投とう擲てきした。

　向こうがレーザーなら、彼の苦無はミサイルのように光の尾を引きながら狛に向かって追つい尾びする。

　さらに折り終えたカンジくんの紙飛行機が何機も狛に向かって飛ぶ。自爆でもするのかと思いきや、飛行機は徐々に加速していき、槍やりのように鋭するどい速さで襲おそいかかる。

　その全てを、狛は避けた。

　さらに喜一郎くんの苦無を刀で弾はじきながら、横にスライドした。さらにガードレールに足をかけ、そのまま壁走りの如ごとく横向きに滑すべるではないか。時速何キロで走っているのだ、あの人形は。

　そして口から茶を吐はき、カンジくんの紙飛行機を全て撃ち落とす。この一連の動作をしながら、狛はさらに加速していた。

「ノ―――ッ！」

　ヒッシャムさんの悲ひ鳴めい。きっとサイドミラーにはっきりと狛が映っているのだろう。

　狛がまたお茶を吐いた。狙いは車の上の喜一郎くん。

　がたん、と頭上で揺れる音がした。落とされたのかとヒヤヒヤしたが、喜一郎くんは避けたらしい。

　そこで狛の行方ゆくえがわからなくなった。

「みんな伏せろ！」

　喜一郎くんの叫びに従う前に、リアのガラスが割れた。

「キャーッ！」

　ガラスの破片から千秋ちゃんを守ろうと、その身体に覆い被さる。

　そんな私たちの上にガー助が光の障しよう壁へきを出し、さらにその上にカンジくんが大きな紙を出した。

「くっ！」

　窓から喜一郎くんの足が見える。狛に押されているのか。

『チクショウ……！』

　ガー助は車の中でうめいていた。こんなにたくさん人がいるので、派は手でな行動がとれずにいる。外に飛び出せば、狛に狙い打ちにされる上に、私たちとはぐれてしまうかもしれない。

「ひかるちゃん……ひかるちゃん」

　私に抱かれている千秋ちゃんが、何かを呼びかける。

「あのね、ちょっと外に出して欲しいって、この子が言ってるの」

「ええ？」

　何言ってるんだ。そんなことしたら、危ないじゃ――

　あ、そうか。連れてきたんだっけ。

「喜一郎くん、もう少しがんばって！」

　車のボディが叩かれる音がする。狛と喜一郎くんが頭上で斬り合っているのだろう。時間を稼かせいでもらっている間に、私は千秋ちゃんと位置を入れ替える。そうして千秋ちゃんが割れたリアガラスに向けて手を伸ばした。

　変化は一瞬だった。




　――我われ、主あるじを守る刃やいばとならん。




　巨大な手が出現した。千秋ちゃんの右腕だけが膨ふくれあがったように見えた。その手は割れたガラスから伸びて、軽自動車の上で戦っている狛をひっつかみ、道路に叩きつけた。さらにそのまま地面に擦こすりつけたではないか。

　ガリガリと音がして、狛から火花が散るのが見えた。

　それでも無表情な狛が心しん底そこ怖い。

「な、なんだこいつぁ！」

　驚くカンジくんだが、車上の喜一郎くんはこの腕を知っていた。

「そうか――おまえ、彦左衛門か！」

　千秋ちゃんの肩に乗っているミドリガメは、古科学によって改造された。薬によって蝕むしばまれた身体はヒッシャムさんによって治されたが、特異な身体はわずかに残った。それは千秋ちゃんを守ろうとする意志によるものだったのか、それとも。

　なんにしろ、幸運だった。彦左衛門のパワーは誰よりも強いから。この手なら狛だって引ひき剝はがせないだろう。

　だけど狛にはこれがあった。

『――退のけ』

　口から吐いたお茶が彦左衛門の手にかかると、痛そうに動いた後、ゴムのように収しゆう縮しゆくして千秋ちゃんの肩に戻った。

「彦左衛門！」

　――不覚！

　心配そうな千秋ちゃんだが、無事なようだ。

　あのお茶、ひょっとしたら刀よりも強い武器なんじゃないか。喜一郎くんや彦左衛門ですら退しりぞけるなんて。

　そして狛は――

「うわあああっ！」

　火花を散らしながら、自動車の後部座席に刀を突き立てていた。足はタイヤが地面に接地していないせいか、ガタガタと揺れている。人間なら膝ひざの上まで削り取られていそうなダメージなのに、それでも無表情な人形。

『てめぇっ！』

　初めてガー助が光線を放った。

　狛の顔面に命中したが、それだけだ。まったくひるんだ様子がない。

　そして刀を持っていない左手をこちらに向ける。

『――捕ほ獲かく――する』

　さすが、からくり人形だった。

　ロボットに必要な機能は全て兼かね備そなえているとでもいうのか。

　左手が、伸びた。ワイヤーで繋がれた左手が発射されたのだ。ロケットパンチは文字通りロケット噴射で腕を飛ばす技だが、この左手はバネの力で飛んでいる。少しだけど狛の手首が見えたのだ。

　そして伸びた左手が摑つかんだのは――

『くそぉっ、てめえ！』

　ガー助の翼をがっちりと握る狛の左手。光線でワイヤーを焼き切ろうとしても、何で作られているのか、全く効果がない。

「は、な、せっ！」

　すでに自動車にぶらさがっているような狛の顔面に蹴けりを入れるが、効かないどころか目を閉じることすらしない。その顔が怖くて、足が止まってしまう。

「彦左衛門！」

　千秋ちゃんの肩から、また巨大な腕が出現した。有う無むをいわさずに振ふり下おろされた彦左衛門の右腕は狛を叩きつぶし、車から引きはがした。一瞬で遠ざかっていく狛。

　――と、ガー助。

『うおおおおおっ！　このガラクタ！』

　左手はそれでもガー助から離れなかった。一いつ本ぽん釣づりのように車から飛んでいくガー助を、私は見送ることしかできなかった。

「ガー助、戻ってきて！」

『うるせぇ、後にしろ！』

「後って……」

　ガー助は狛の手を引き剝がすのをやめたようだった。空中に羽ばたきながら、狛に光線を乱射し始める。

『コイツをブッ倒したら、自じ力りきで猪いの崎さき市しまで帰るぜ！　テメーラは安心してドライブでもしてな！』

　あのバカ。

　だけど高速道路で車を止めるわけにもいかず、今いま更さら止めたところで、もうガー助と狛は見えなくなってしまっている。

「ひかるサン！　ガー助サンを信じマショウ！」

　ヒッシャムさんの言葉に、私はうなずくことも首を振ることもできなかった。

　大丈夫かな、ガー助。

　ヘンに強がるから、余計に心配なのだ。
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　クソッ。厄やつ介かいなことになったぜ。

　俺のパワーはひかると一緒じゃなきゃ文字通り半減するってーのに、俺だけでこの和製ターミネーターの相手をしなきゃならねーのかよ。

　彦左衛門とやりあった時も、これほどヤバくはなかったぜ。喜一郎にボコボコにされた時だってまだ心に余裕はあった。

　それがなんだこの人形は。高速道路であれだけのダメージを受けたのに、平然と俺に攻こう撃げきできるじゃねえか。

『――おまえ、強いな』

　トラックの上で狛がつぶやく。

　あれだけやって、この人形、着物以外は無む傷きずでいやがる。

　下の運転手にゃ悪いが、商売道具にちょっくら傷つけるかもしれねぇ。

『そりゃ、お互たがい様さまだっつの』

　俺は狛と同じトラックの屋根に停まりながら、周囲を窺うかがう。

　このまま飛んで逃げてもいいんだが、飛んでる所をさっきみたいなロケットパンチで摑まれたら終わりだ。トラックの速度で高速道路を引きずられるハメになる。そんな西せい部ぶ劇げきみたいな真似はゴメンだ。

『――名前は』

『ガーゴイルのガー助だ』

　それに、逃げても後が怖い。こいつをこのままにしておいたら、青江の旦那も俺たちも皆殺しにされかねない。

　こいつは、ここで仕し留とめなくちゃならねぇ。

『狛っつったな。てめぇ何が狙いだ』

『――アヌビス』

　返答は同じだ。

『そのアヌビスってのはなんなんだ？』

『…………』

　今度は黙もく秘ひ権けんか。それとも知らないのか。

　まぁいい。こいつをブッ壊せば、新しいこともわかるだろう。

『――狛を倒しても、何もわからぬぞ』

　初めて単語以上の言葉をしゃべった。

　狛の足下から機械の音がした。タイヤが生はえて、俺に向かって突進してくるのか。

　違った。狛の踵かかとから楔くさびが生えやがった。あれで身体を固定するつもりだ。

　口が開き、クソ熱いお茶が俺に向かって飛んできた。俺の身体にゃどんだけ熱い茶がかかったところで屁へでもねーが、この水圧それ自体がやばい。

『くっそ！』

　お茶をモロにくらい、トラックから吹き飛ばされた。すかさず空中で体勢を整えるが、予想通り、そんな俺に向けて狛の左手が飛んできやがった。

『触んじゃねぇっ！』

　左手に向けて光線を吐くが、なんと左手は遠えん隔かく操そう作さもできるらしい。光線を避けて俺の身体に巻きつく。

　だけどさっきと同じ状況にするつもりはねぇ。

『うおおおおおっ！』

　狛は俺を引きずり回したいようだが、あいにくそんな趣味は持ち合わせていねぇ。逆だ、逆にあの人形を引きずってやる！

『おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　翼が青白く光り、体中にパワーを漲みなぎらせる。その力を全て純じゆん粋すいな馬ば力りきに変えて、全力で狛を引っ張った。

『――！』

　引っ張られた狛は、踵の楔をさらにトラックに埋うめるが、そんなことは関係ないぜ。

「な、なんだぁっ！」

　時速八十キロで走っていたトラックが、停止した。

　運転手が必死にアクセルを踏んでるが、悪いな、狛の綱つな引ひきに付き合わせる形になっちまった。

　あいつもあいつで頑丈な身体を持ってるようだが、純粋なパワーなら勝てると思ったんだ。彦左衛門のパンチで簡単に沈しずむようなヤワな人形だったら、トラックのおまけがついても簡単に引っ張れる。

『――なら、なぜ、あの時は』

　無表情だが、明らかに動揺の声。

　初めて狛の感情が見えた気がする。

『バカヤロー。あのまま引っ張ったら、テメーが車内に入るじゃねーかよ。そんなことさせるかっての』

　これでも守り手の名前を貰もらった、ヒーロー見習いだ。俺一人が囮おとりになれば済すむ話だ。こいつをねじ伏ふせて、あとは空の旅を楽しみながら事務所に帰ればいいって寸法だ。

『――っ！』

　俺が力を込めれば込めるほど、狛＋トラックは引っ張られる。

　あと一息でトラックから狛を引っこ抜けるだろう。そうしたら、その勢いで地面に叩きつけてやる。

『うおおおおおおおっ！』

　トラックの天てん井じようを半分以上引き剝がして、狛の小さな身体が宙に浮いた。一本釣りってヤツだ。このまま叩きつけて――

『んだと!?』

　刀を抜いた狛が走ってきた。

　空中を走って――違う、自分の左手を繋ぐワイヤーの上を走っているのだ！

『――ガー、助、許さ、ない！』

　刀を振るうために必要な、踏みこむ足場は自分の左手だった。

『そりゃこっちの台詞せりふだボケェェェ！』

　相あい打うち覚かく悟ごで青白い光線を放った。刀にとって必殺の間合いだったら、こっちの光線はとっくに射しや程てい距きよ離りだ。

　普通に撃ったんじゃチョコマカと避けられちまうが、攻撃に転じている瞬間だったら絶対に当たるだろ！

　刀が俺の脇わき腹ばらに届く寸前、俺の光線は狛の右腕を凍こおらせた。

『――ん！』

　振り抜くはずの刀は、凍った狛の腕と連動して制止する。ヤツの中の歯車や燃料も全部凍っただろう。

『ふんっ！』

　更に光線で空中から道路に撃ち落とした。コンクリートの道路に小さくヒビが入る。

　追い打ちをかけようとしたが、道路に跳ねる狛の前に車が通りがかった。普通の乗用車だ。そのまま踏ふみ潰つぶされるかと期待したが、あろうことかその乗用車は狛の手前で停止したじゃねーか。

　高速道路って、停まったらダメなんだろ？

　どうすべきか迷っている俺に答えを与えてくれたのは、車の持ち主だった。

『てめぇは……！』

　路ろ肩かたにも寄せずに道路の中央で停まっている車から降りてきたのは――
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　昔の夢を見ていた。

　まだ高校時代の私。下校途中に、西にし川かわさんに呼び止められたのだ。

「ひかるさん、最近どうなさったのですか？」

　当時の私は、やさぐれていた。グレたのではない。生活態度はむしろ良好だった。ただ師し匠しようの家に入いり浸びたるようになり、実家に帰ることが少なくなった。父とは数ヶ月会話していないし、とうとう学校にもあまり行かなくなった。父の過か剰じような期待に耐えられなくなったのである。

「西川さんには関係ないでしょ」

　その時は西川さんも大嫌いだった。父の部下なんて、父と同じ考えを持っているに決まっていると思っていた。ましてや、いつも真ま面じ目めで堅かた物ぶつな男だ。彼だって私の素そ行こうが気に入らないに決まっている。

　呼び止める声を振り切るように歩いた私は、どこに車が停めてあるのか反射的に探していた。西川さんといえば、父の運転手なので、いつも車とセットだと思いこんでいたのだ。実際、西川さんの車に対する愛着は相当なモノだった。

　だけど車はなかった。ちょっと不ふ思し議ぎだったので私は足を止め、西川さんの話を聞くことにした。

「ひかるさん。ちょっと喫きつ茶さ店てんにでも行きませんか？」

　またしても予想外な誘いだった。普通だったら、高校生が喫茶店に入るのをとがめるような人なのに。

　嫌いだったけど、信頼できる人でもあったので、私は西川さんと喫茶店に入った。ファストフードなんかにはよく立ち寄るけど、古めかしい純じゆん喫茶というのは初めてだった。

　そこで西川さんは、彼なりに私を説得しにきたらしいということを知った。

「や、まぁ、私にも息子がいるんですけどね」

　西川さんの息子さん、どうも高校の時に家を出ていったらしい。父親が無理な教育をさせたせいらしかった。まるっきりウチと一緒だ。

「ひかるさんには、その、そうなって欲しくないなぁ、と。いや勉強しろ、っていうのも本心なんですよ。世の中には楽しいことがたくさんありますからね。そういうことを勉強して――えーとつまりですな、ワタクシが言いたいのは……」

　たどたどしくも、まっすぐに私を見る西川さん。よく考えてみれば私が生まれる前から父の側そばにいたのに、こうして二人っきりで話をするのは初めてだった。

「つまり、大切にすべき人は大切にしろ、と、そういうことでして。いなくなって、初めて大切さに気づくものなんです、こういうのは」

「西川さん、それ何言ってるのかわかりません」













「あれ？　おかしいな。もっとスマートに言うつもりだったんですけど……」

　頭を掻かく西川さん。その姿がおかしくて、私はつい吹き出してしまった。傍はた目めには仲の良い親子にしか見えなかっただろう。

　西川さんが私を更こう生せいさせようとしたのはわかったが、その時はそれっきりだった。

　あとで聞いた話によると、西川さんは生まれて初めて有ゆう給きゆう休きゅう暇かを願い出たのだそうな。私を更生させるためだけに。

　西川さんの言葉よりも、その不器用さが私の心に響ひびいた。

　結局、生活態度は何も変わらなかったけど、あのころの私にもう一度会えるのならば、あの喫茶店でもう一杯くらいコーヒーを飲んであげなさい、と忠告したのにな。







　目が覚めると、事務所のソファだった。

「うー……？」

　いつ寝たんだろう。まったく思い出せない。

「あ、ひかるちゃん起きた！」

　千秋ちゃんの甲かん高だかい声が妙に頭に響いた。その声に振り返るみんな。ヒッシャムさんに喜一郎くんにカンジくん。車にいた全員が、私の事務所にいる。

　何があったんだろう。

　起きあがろうとしたら、頭がフラついた。貧ひん血けつみたい。

「えーと……あれ？」

　みんな真面目な顔で私を見ていた。笑ってごまかせる雰ふん囲い気きでもなさそうだ。

「ごめん。誰か簡単に何があったか説明して」

「車の中でお前が気を失った」

　さすが喜一郎くん。ものすごく簡単に説明してくれる。

　事じ態たいを把握して少し頭の中がスッキリした。

　車の中で何があったか、朧おぼろ気げだが思い出してきた。ガー助が狛を引き剝がして、その間に高速道路を変な目で見られながら走っていたのだ。

　ガー助を待つために、どこかのサービスエリアで停まろうか議論していたのは覚えている。

　そこから全く覚えがない。

「ガー助、帰ってきた？」

　返事はなかった。

　倒れた原因は、多分それだ。

「ガー助の意識がなくなったのね、多分」

　この中で私とガー助の関係を知っているのは、喜一郎くんだけだろう。

　私とガー助は、一つの命を分け合っている仲だ。

　自動人形の制作途中に死んだ私は、ガー助の身体に命を避ひ難なんさせている間に肉体を治し、結果一命を取とり留とめた。その時、ガー助の身体に命を半分残したのだ。

　なんでそうしたのかと言うと、自分の自動人形を作りたかったからだ。現代における錬金術の秘法、三つあるうちの最後の一つ「魂たましいの塩しお」がどうしても見つからなかった私なりの、最後の手段だったのだ。

　いやー、もめたもめた。ガー助ときたら、半分じゃなくて全部よこせだの、作るんなら完璧に作れだの、言いたい放題言ってきた。そんなことができるなら最初からそうしてるっての。

　まぁ師匠にも手伝ってもらって、折せつ衷ちゆう案あんというか、なんとか命をうまく使う取り決めを交かわしたのだ。お互いのために。

　そして現在の関係に至る。

　私が死ねばガー助も死ぬし、その逆もしかり。

　なまじ命が繋つながっている分、どちらかが命の危険にさらされると本能でわかるのだ。

「負けちゃったのかな、あの和製チャッキーに」

　いや。だとしたらガー助は死に、私も死ぬ。

　それがこうして生きているのだから、とっ捕つかまったか、さもなくば道に迷っているかのどちらかだ。瀕ひん死しの重じゆう傷しようなら、私の身体にも異常が出る。

　こうしちゃいられない。

「ちょっと、行ってきます」

　立ち上がって道具を確認。減った道具は氷玉が三つだけ。あとは無事。それだけじゃ足りないから板垣さんに改造してもらった銃も持っていこう。

「ちょ、何言ってるんだ!?」

　カンジくんが私の肩を摑む。

　うるさいなぁ。

「ひかるサン！　無茶デース！　まだ起きたばっかりデショ！」

　たしかにそうだ。まだ頭もスッキリしていない。

「じゃ、ごはん食べたら行ってきます」

「そういう問題じゃないよ！」

　さっきからカンジくんは私の肩から手を離さない。

「行ってくるって、どこ行くんだよ!?」

「ガー助んとこ」

「場所もわからないのに、どうやって!?」

「場所はだいたいわかるから。あとは移動手段なんだけど――ヒッシャムさんの車じゃ、行く途中で逮たい捕ほされちゃうか」

「そーいう問題じゃないよ！」

　カンジくんだけじゃなく、喜一郎くんまで加わり、私を無理矢理ソファに座らせようとする。

「ちょっと、何するのよ！」

　こうしちゃいられないのよ。

　ガー助がどんな目に遭あってるかわからないんだ。今すぐにでも助けないと、私の命も危ないんだ。それに私もガー助も、単品じゃとても弱いんだ。コンビじゃないと――

「落ち着け」

　喜一郎くんが私の頭に手を当てた。

　ものすごく冷たかった。

　まるで氷ひよう嚢のうをあてたかのようだった。それもそのはず、喜一郎くんの手には何かお札ふだのような紙があった。

　それを差し出しているので、受け取る。あ、冷たい。

　気持ちよかったので、顔面にあてる。あー気持ちいい。

　そうして顔にお札をつけていると、本当に落ち着いてきた。クールダウンとはよく言ったものだ。あまりの事じ態たいにオーバーヒートしていたみたい。

「――ごめん。ありがと」

　喜一郎くんにお札を返すと、彼は小さくうなずいた。

「心配する必要はない」

「っていうからには根こん拠きよがあるのよね」

「ああ」

　うなずいたのは喜一郎くんだが、説明したのはカンジくん。

「ひかるちゃんが寝てる間に、喜一郎やヒッシャムさんと話したんだ」

「わたしだってしたよー」

　千秋ちゃんがぶすーっとするが、カンジくんは気にしない。

「ガー助が生きてるって前提で話していいのかな？　喜一郎は自信満々だったけど」

「うん」

「相手が狛で、制作者の近松さんが敵だとしたら、たぶんガー助はそこに捕まってると思うんだ」

「そこって？」

「お七たちの本拠地。この近くにあるんだよ」

　そうだったのか。どうりで先日の私に対するアプローチが早いと思った。杉すぎ田たがこのビルを襲ってきたのだって、よく考えたら徒と歩ほみたいだったし。それにお七だってこの近くで仕事をしているわけだから、裏の仕事場が近くても当然か。

　胸のペンダントに触れてみる。

　今、ガー助に命の危き機きは迫せまっていない。その気になればひとりで電話だってかけられるガー助だ。やっぱりどこかに捕らえられているのか。

「ありがとカンジくん。ちょっと行ってくるわ」

「全然落ち着いてねーじゃんか！」

　立ち上がろうとする私を押さえつけるカンジくんと喜一郎くん。なんでこういう時はみんな息が合うんだろう。

「捕らわれていて、かつ元気ってことは、ガー助に利用価値があるからなんだよ。ガー助にボクたちの情報を吐かせようとしているのかもしれないし。つまり、まだ元気ってこと。そんな急いで出なくても、死にゃしないって」

　ガー助に利用価値があるとしたら、やっぱり情報だろうか。

　でも、ここのビルの住所は知られちゃってるし。錬金術を調べたい人がいるのだろうか。

「ボクも喜一郎も、お七には用があるんだ。だからそこへは必ず行く。でもそこには誰がいるかわからない。ちゃんと準備をしてから行くべきだと思うんだ」

　そこでカンジくんは千秋ちゃんを見た。

　なるほど、戦力として足手まといになりそうな人も置いていきたいわけか。私もそっちのほうが都合がいい。千秋ちゃんやヒッシャムさんにこれ以上危ない目にあって欲しくない。

「お前が落ち着いて、充分な準備が完了したら往ゆくぞ」

「ボクたちも準備するからさ。明日また来るから、ゆっくりしてな」

　そう言って私の返事も待たずに、彼らは事務所を出て行ってしまった。

　階段を下りる時に、何か大きな罵ば声せいが聞こえた。その罵声に対してしきりに謝あやまるカンジくんの声が聞こえる。

「おうひかるちゃん！　今、こないだの軍人ヤローが！」

　事務所のドアを蹴け破やぶるようにして、上の天てん成せい会かいの若わかい衆しゆうが入ってきた。あー、彼らはこないだ喜一郎くんにコテンパンにされてたからねぇ。

「って、どしたいひかるちゃん？」

　なぜかその人は、私の顔を見るなり立ち止まってしまう。

「へ？　私、どうかしてますか？」

「いや、だってすげぇゲッソリしてるぜ？　メシ食ったか？」

「あはは」

　元気が出ないのはすべて食事のせいか。

　そうだったらどれだけ救われるだろうか。







　千秋ちゃんもヒッシャムさんも私を励はげます言葉を残して、帰っていった。後に残された私はソファでしばらくぼーっとして、腹の虫が三回鳴ったところで外に出た。

　なけなしの金をはたいて、ラーメン一いつ心しんで腹を満たすことにする。お腹が減っていたら、まともな考えも浮かばない。

「ラーメンお願い」

　私がそう注文すると、

「大盛りじゃなくて？」

　と、一心のおやじさんから聞き返された。

「ちょっとひかるちゃん、どうしちゃったの。元気ないのかい？」

「なんでみんな私の食欲がないと、元気がないって思うんでしょうね」

「そりゃいつものことだからさ」

　一心のおやじさんは笑いながら麺めんをゆで始める。水を飲みながらラーメンがくるのを待っていると、店の中に大勢の人が入ってきた。

「おっ、ひかるちゃん！」

　手を上げたのは天成会の若い衆だった。ガングロな子やモヒカンな子や顔面ピアスだらけの子ばかりだが、根ねは素す直なおないい子だ。伊い藤とうさんや村むら上かみさんの教育の賜たまものだろう。

　頼んでもいないのに、天成会の子たちは私の周りに座り、メニューも見ずに次々と注文する。おやじさんもいつもの調子で元気に返事をする。

「いやー疲つかれた疲れた」

　水を飲んで一息ついたガングロの子。手にはヘルメットを持っていた。

「バイク乗るの？」

　なんとはなしに聞いてみると、ガングロくんは目を輝かせて、

「おう、乗るぜ！　今は届け物とかでしか乗らないけど、昔はそりゃもうブイブイいわしたもんよ！　こいつらとも、その時にツルんでたのよ！」

「そうそう。いろんなトコ走り回ったぜ！」

　笑い合う若い子たち。

「親に迷めい惑わくかけんじゃないわよー」

　この子たちにとっては挨あい拶さつのような台詞を言う。まぁ私も人のことは言えないんだけどね。

「まぁなー。昔はそりゃ迷惑かけまくったし。あん時は仲間だけ大事なら良かったんだけどな。今じゃ仲間以外の人間も大事にしろ、って教わってるしな」

「仲間以外の――ねぇ」

　つぶやいて、気づいた。

　私は仲間すら大事にできなかったんだ。

「あれ、そういえばガー助どうしたんだ、ひかるちゃん？」

「ホントだ、いつも一緒にいるじゃねーか。今日はどっか出かけてるのか？」

　答えられない。

　ガー助が今どこにいるのか、私も知らない。

「ほい、ラーメンお待ち！」

　頼んでもいないのに、特とく盛もりだった。

　目の前に美味しそうなドンブリが置かれても、私はしばらく箸はしをつけることができなかった。

　大切にすべき人は大切に。

　西川さんの夢を見たのは、そういうことか。

「お、おいひかるちゃん！　なに泣いてるんだよ!?」

「オメーなにひかるちゃん泣かしてんだよ！」

「俺じゃねーよ！　テメーだろうが！」

「店の中でケンカすんな！　黙だまって食え！」

　ノイズのように濁にごって聞こえない喧けん噪そうの中で食べたラーメンは、のびててマズかった。

　それでも無理矢理お腹の中に入れた。







『もしもし、西川でございます。依い頼らいしておいた件、いかがでしょうか？　いや催さい促そくしているわけではございません。むしろ功を焦あせりすぎて無茶をしていないか心配でして……あの、本当にお身体にだけは気をつけてくださいね。きちんと食べてください。それではまたご連絡いたします――』

　留る守す電でんを聞き終えたが、消去ボタンを押すのも面倒くさかった。

　一心さんから帰ってきても、私はソファでぼーっとしていた。眠ろうとしても眠れず、時間だけが過ぎていく。とうとう日が落ちてしまった。

「支し度たく……しなきゃ」

　なんでだろう。ガー助を助けることすら忘れるところだった。

　いつもだったらガー助が罵ば詈り雑ぞう言ごんで目を覚さましてくれるのに。そのガー助がいないんだから仕方がない。

　カバンから錬金術で作られた道具をひっぱりだして、デスクに並べた。いくつか足りない物がある。いつ使ったんだっけ。ああそうか、まだポケットの中に入ってたんだっけ。

　ダメだ。

　だいっ嫌いな鳥だけど、アレでも私のパートナーなんだ。ガー助がいないことがこんなに心にクルなんて思わなかった。

　錬金術の道具を全すべて出す。そして使えるもの全てをカバンに詰める。喜一郎くんとカンジくんがどれだけの戦力でやってくるのかわからないけど、私はガー助を取り戻すためだったらこの事務所にあるもの全部を使うつもりだ。

　ただこのテロリストよりも危険な中身のカバンを、どうやって敵地まで運ぶかが問題だ。喜一郎くんたち、車持ってないんだっけ。

　そんなことを考えていると、事務所のドアがノックされた。

　控ひかえめなノックである。準備をしている時だったら聞こえないくらいの。

　うちのビルの住人たちは、みんな乱暴なノックが好きだ。さもなくばノックもせずに入ってくるような無ぶ礼れい者ものか。後者はガー助の光線でローストしてから用件を聞くようにしているが。

「どーぞー」

　声を出したら少し頭がクラッときた。

「失礼致します」

　入ってきたのは、黒服の男二人。身体的な特とく徴ちようが恐おそろしく少なく、さらにサングラスをしている。なんかの映画のエージェントみたいだ。どう見ても「私たちは怪あやしい人です」と主張している。

　問答無用で追い返しても良かったのだが、襲ってくる気配はないし、彼らが私の予想どおりの人たちだったら、訊きたいことが山ほどある。

「……んーと、とりあえずかけてください」

「ありがとうございます」

　頭を下げ、黒服はさっきまで私が寝ていたソファに腰こし掛かけた。普通ならお茶を淹れるところだが、あいにくとそこまでする義理はない。

「単刀直入に訊きますけど、どちら様でどんな目的でいらしたんですか？」

「はい。我々はここから派は遣けんされた者です」

　そう言って片方の男が一枚の紙を差し出した。

　彼の名刺かと思ったのだが、そうではなかった。名前が書かれていることはたしかだが、それは彼らの所属する団体の名前だった。変なカードである。

　――水みず治ち全ぜん能のう力りよく開かい発はつセンター。

「ふーん。これがあんたたちの根ね城じろなのねー」

　カードと黒服を見比べる。

　よく見ればこの人たち、スーツを着慣れてなさそうだ。サイズがバラバラだし、ネクタイも曲がっている。サングラスにしきりに手を当てているのは、かけ慣れていないせいか。

「そのスーツ、自分で買ったの？」

「あ、いや、バレましたか」

　指し摘てきすると、すぐに認めた。

「そのですね、こういう時は黒スーツじゃないとダメだ！　って言われまして。普段はこんな服着ないんですが、一応我々、エージェントとしてこちらに参上した次第でして」

「誰がそんなこと言ったの……？」

　気持ちはわからないでもないけど。

「平賀さんです」

　その名字には聞き覚えがある。喜一郎くんたちの会話の中にあった。

　たしか古科学者の中心にいた人物。

「で、私は何をすればいいの？」

「はい、簡単です」

　黒服は立ち上がり、頭を下げた。

「私どもと一緒に、当センターにお越こし下さい」

「イヤです」

　速攻で断った。

　冗じよう談だんじゃない。敵の本拠地に黙って拉ら致ちされる馬鹿がどこにいるのだ。

「当センターには、あなたのパートナーもいらっしゃいますが」

「……無事なの？」

「さぁ、それは来ていただかないことには」

　ニヤリと笑う黒服。

「じゃ行かない。帰っていいわ」

「すいません、調子に乗ってました。ガー助さんはご無事です」

　あっさり教えてくれた。なんて駆け引きに弱い男なんだ。

　でも、これで安心だ。元気でいるってわかっただけでも力が出る。

「あのぉ……なんとか来ていただけませんか？　私たちも仕事でして」

「あんたねぇ」

　情けない態度の黒服二人。こいつら、普段どんな仕事してるんだ。

「もし自分が私の立場だったらどうするのよ？」

「自分でしたら――力ずくで帰っていただきますが、その、今回は無傷で連れてこいという指令でして」

「へぇ、力ずくね」

　私はポケットからグローブを取り出し、素早く装着する。

「やれるもんならやってみなさいよ。ガー助がいなくたって、錬金術師一人でもそれなりにやれるんだからね」

　グローブから最大出力の電流が放出された。スタンガンどころか、殺さつ傷しよう兵器である。もちろん脅しのつもりだ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　ですからやりませんって！　私たち、武器なんか何も持ってきてないんですから！」

「へぇ。だったら、あんたたちをしばき倒して、その水治ナントカセンターの情報を洗いざらいしゃべってもらったっていいのよ」

　壁際まで下がる黒服たち。本当に武装していないのだろうか。

「ついでに言っとくと、今、私ものすごい機嫌が悪いの。ストレス解消のためにサンドバッグになってもらおうかな」

「ひ、ひぃぃぃぃ！」

　とうとう両手を広げて降参の合図をする黒服たち。なんだか可か哀わい相そうになってきたが、話の主導権は手放さない。

「お、おい、聞いてないぞこんな話！」

　片方の黒服が、小声で相あい方かたに叫んでいる。

「ま、待て、そうだ、彼女に関する情報がまだあった。これならいける」

「あ、そうか、あれがあったか！」

　どうやら新しい作戦を閃ひらめいたようだ。

　すると黒服は胸ポケットに手を突っこんだではないか。

　何が出てくるんだろう、銃か、それとも札束か。

　唾つばを飲みこむ私の前に差し出されたのは、カラフルな紙。

　……チラシ？

　あ、これ、こないだウチのポストにもきた。近くにできた高級レストラン。縁がないからって、すぐに捨てちゃったんだっけ。

「お好きなメニューをお選びください」

　自信満々に言う黒服。

「あのねぇ、あんたたち……いくら私でも」

　ぐぅ。

「…………」

「…………」

「…………」







































　こういう時、武士だったら「一生の不ふ覚かく！」とか言うんだろうな。今の俺の状態はまさにそんな感じだ。

　上下左右、鉄てつ格ごう子し。ウチの事務所の比じゃねぇ。触さわったら高圧電流が流れる上に、特とく殊しゆ合ごう金きんでできてやがる。狭せまくはないが、ものすごく鬱うつ陶とうしい。

『クソ……！』

　気がついたらここにブチこまれてた。狛こまとかいう木で偶く人にん形ぎように、もうちょっとで勝てるという時に――誰だれかに何かされたのだ。

　人間だった。それしかわからねぇ。背はい後ごからバッサリやられた。

　バッサリってのは、翼つばさのことだ。俺の左の翼が離れかかってる。あと数センチ深く斬きられていたら、完全に切り離されていた。幸さいわい、俺には自己修復機能があるから、時間さえあればくっつく。

　これがウチの事務所だったら、しばらく仕事もせずにテレビでも見ながら療りよう養ようすればいいんだが、今の俺にそんな快適な環境は望めないようだ。

　仮にこのカゴをぶっ壊こわしたところで、飛べなきゃ意味がない。少なくとも俺をやったヤツが近くにいるかもしれない。今出たところで、良くてまたカゴに強きよう制せい送そう還かんだ。

　カゴの外は狭い部屋だった。

　四よ畳じよう半はんくらいだろう。固い床に、木造の壁かべ。部屋の隅すみっこにホワイトボードがある。それだけだ。窓の外は暗くてよく見えねぇ。俺、鳥目だから。

『…………』

　部屋の中では、あの人形が見張っていた。

　俺に背を向けて、何かを読んでいる。雑誌か。しかもよく見りゃ少女マンガじゃねーか。少女マンガ雑誌が狛の周囲に散乱していた。雑誌だけじゃなく、単行本も積んである。よっぽど好きなんだな。

『狛の漫まん画がが読みたいのか』

『うおあああっ！』

　格子の向こうに、いきなり狛の顔面が出現した。一体、いつのまに移動してきやがったんだ。つーかなんでそんなに顔を近づけるんだ。

『…………』

　狛は首をかしげて、俺を凝ぎよう視しする。

『な、なんだよ……！』

　かしげた首が徐じよ々じよに傾かたむきを増す。これ人間だったら絶対に折れてるだろ、というレベルを超えてとうとう九十度まで曲がった。

『怖いっつーの！』

　どういう首してやがんだ。アラレちゃんかこいつは。

『狛の強さに恐おそれをなしたか？』

『そういう意味じゃねーよ！　首、元に戻せっ！』

『角度を変えて見た方が、様々な情報を得られるのだが』

『知るかっ！』

『貴様は臆おく病びようなのだな。それとも自己防衛の機能が強いのか？』

　と、狛は自分の頭を持ち上げ、元の位置に戻した。やっぱりアラレちゃんじゃねーかよ。

　そうして改めて狛を見て気づく。

『なんかオメー、よくしゃべるな』

　戦っている時はカタコトだったのによ。

『今の狛は、誰にも遣われていないからな』

『遣つかわれる？　なんだそりゃ』

「ふふふ……狛は、誰かに、遣われる――ことで、真の力を……発はつ揮き」

　狛以外に、ぼそぼそとしゃべる声が聞こえる。

　部屋の隅すみに人間がいた。青あお江えの旦だん那なよりも歳とし喰くったジジイだ。丹たん前ぜんを着て、杖つえを抱いて座っていた。こいつもいつのまに入ってきやがった。

『てめぇ、誰だ』

「――近ちか松まつ、と、いう」

　言葉が途と切ぎれ途切れになるのは、別に喉のどに障しよう害がいがあるわけじゃなく、ただ単に声が小さいから気張って大きくしているのだと気づいた。

　そうか――狛は、こいつのしゃべり方かたが移ったのか。

　遣われる、というのはそういうことなのか？

　よくわからん。狛は遣われるとしゃべり方が変わるのか。つまり――自動人形ではないということか。

「ふふふ…………狛は、古こ科か学がくの粋すいを、結集した、最強の、からくり、だ。錬れん金きん、術じゆつ、では、けして、作れぬ、強さ、だ――ゴホッ、ゴホッ！」

『オイオイじーさん。あんまムリしてしゃべるなよ』

「うる――さい。わしは、嬉うれしい、のだ」

　かすれた声だが、たしかに嬉しそうな声だった。

　てことは狛はまだできたばかりなのか。完成直後であんだけ強いんだ。将来はどんだけ強くなるんだろう。

『おいジジイ。俺を捕つかまえてどうするんだよ？』

「それは――ゴホッ、ゴホッ」

『イヤやっぱいいや。無理すんな』

　これじゃ話を聞くこともできねぇ。無理にしゃべらせたらホントに死んじまう。好都合かもしれねーが、寝ね覚ざめの悪いことはしたくねぇ。

　代わりに狛を見た。

『狛は知らぬ』

　素そっ気けない返答だった。

『だが狛は貴様に興味がある』

　よく見れば狛はさっきからずっと俺を観察しっぱなしだった。

　ってオイ、また首が傾いてる傾いてる早く直せキモいんだよ！

『貴様は狛と違い、自じ立りつ稼か働どうできるのだな』

『それがどしたい』

『あの錬金術師が側そばにいない場合、貴様の戦力はどれくらい落ちる』

『んなこと、敵に教えられっかい』

『狛は、誰かに遣われないと動けぬ。こうして歩いてしゃべることは可能だが、戦うことはできぬ。戦い方がわからぬのだ』

　正直な人形だった。

　つまりヤツは自分一人じゃ何もできないってわけか。

『俺がうらやましいかい、人形』

『狛にそのような感情はない。狛は道具だ』

　当然だが、人形の狛の顔は全まつたく変わらなかった。

　正しい意味で、こいつはロボットなのだろう。喜一郎が前に言ってたな。錬金術はなんでも自動的にできるオールインワンの性能なのに対し、古科学はあくまで人間の自主性に任まかせた道具を作るって。

　狛も道具なのだ。

　ある意味、人形も道具だしな。

　だけど……感情はないってのはウソじゃねーか？

『なぁポンコツ』

『その呼称は狛を意味していると推すい測そくするが、間違っている』

『おまえ、なんで俺に興味があるんだ？』

『貴様が欲しいからだ』

『なっ……！』

　いきなり何言ってんだこの人形は！

『どうした、なぜ脅おびえる』

『脅えるっつーか……』

「狛や、その言葉遣いは、間違って、おる」

　ジジイが助け舟を出してくれた。

『そうか。今の言葉はどのような場面で使うものだったのだ？』

『そりゃオメー、恋の告白とかだろ』

『恋の……』

　ようやく自分のミスに気づいたのか、狛は動きを止め、ぐるりと首を元に戻した。そして床に置いてあった少女マンガを見る。どうもそれに近いシチュエーションが描いてあるのを思い出したらしい。

『恥ずかしがってんのか？』

『そのようなことはない。狛にそのような感情は存在しない』

　どー見ても恥ずかしがっているんだけどな。

　まぁ同じ状況なら、ひかるでも否定するだろうけどな。

『狛は、貴様の持つ命が珍しい』

　ようやく適切な言葉を見つけたのか、狛が視線を戻した。

『半分とはいえ命を持つ貴様は、同じ人形の狛と一線を画している。だから先ほど、狛は勝てなかったのだ。だから狛は貴様の力が欲しい』

　俺の命が半分ってこともお見通しなのか。

　だが問題はそこじゃねぇ。

『その興味は、誰かに命令されたのかい』

『違う。狛の意志だ』

『意志があるんだったら、感情だってあるだろ。俺に勝てなかった悔くやしさが、俺への興味の原動力だろ』

『……？』

　また首をかしげる狛。

　だから戻せっての！　今度は百八十度超えて、逆さかさまになってるじゃねーか！

『そういうことは、疑問に思わないようにしている。興味と感情は別だと狛は思う』

『じゃあ、俺に負けっぱなしでもいいのか？』

『よくない。狛は今すぐにでも貴様を壊こわしたい』

　それは感情とは違うもんかねぇ……。

　どうもコイツ、基本的な部分にいろいろ変な情報を刷すりこまれてやがるな。そいつを教えてやるほど親切でもないが。

『だが俺を壊したら、力の秘密は手に入らねーぜ？』

『それは問題だ。どうすれば貴様を狛のモノにできるのだろうか』

『だから使い方間違ってるっての！』

『うるさい黙だまれ。狛も学習を経へて言葉を覚えるのだ』

　そう言って、狛はマンガに戻る。

　なるほど、学習ってのはそういうことか。

『漫画は良い。小説だと言葉と動きが頭に入りづらいからな。その点、漫画は動きもさることながら、現代用語も学べる。外国語を学ぶ時も漫画が役に立つという話を聞いたことがある』

　とはいうが……「はいからさんが通る」で現代用語なんて学べるのか？

『俺は少年マンガしか読まねーや』

『それは世界の半分を知らぬのと同義だ』

　なんかあの人形の中では、少女マンガというものはかなり上位の存在らしい。

　よくよく考えたら、俺の基本思考パターンはどこで生まれたのだろう？　あいつが俺みたいなしゃべり方するわけねーし、もっと従じゆう順じゆんな考え方をしていたら、こんなにケンカすることもなかったんだ。

　勝手に生まれたんだろうか。俺には命があったから。

『おい、俺にもなんかマンガ見せろ』

『断る。少女漫画の良さがわからぬ者に、狛の漫画は見せぬ』

『誰もそんなこと言ってねーだろ……』

　ソファに寝ころんでマンガを読んでいるひかるのことを思い出した。

　あいつ、今なにやってんだろう。

　ちゃんとメシ食ってんだろうな。あいつが餓が死ししたら、俺まで死ぬんだからな。
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　時計を見たら、日付が変わる寸前になっている。

　車から降りて夜空を見上げるが、今日は雲が多くて月が見えない。

　連れてこられたのは、学校だった。四階建ての古い木造校舎。周囲は基本的に森だが、一本だけ住宅街に通じる道がある。

　これが怪かい談だんのように真まっ暗くらだったら回れ右してトンズラするのだが、校舎のほとんどの窓が明るかった。

　正確には、元学校なのだ。廃はい校こうになったのを、彼らの団体が土地ごと引き取ったという話だ。正規の方法じゃないんだろうなぁ。

　視線を下に戻すとちょっと気持ち悪くなった。食べ過ぎたかもしれない。

　二人組の黒服は、お互いの顔とサイフを見比べては溜ため息いきをついている。そんなにたくさん食べてないのになぁ。いつもの半分くらいよ？

「どうぞ、こちらへ」

　二人組の、ちょっと髪かみの毛が長い方が手て招まねきした。

「あのさ」

　軽く伸びをしてから、兼かねてからの疑問をぶつけてみる。

「いい加減あんたたちの名前くらい教えてくれない？　呼びにくいんだけど」

「はぁ、それも禁じられておりまして」

　面白くない。あんた、とか、ねぇ、とかじゃ気を遣うんだぞ。食事中だって、向こうは東ひがし宮みやさんとかひかるさんとか気楽に言ってくるくせに。

「じゃあ私が勝手に名づけちゃうわよ」

「どうぞご自由に」

　言ったな。

「じゃあ私から見て左の髪が長いアンタは『草そう原げんのペガサス』ね。んで右のアンタは『街まち角かどのヴィーナス』ってことで」

「やっぱりナシにしてくれませんか？」

　街角のヴィーナスが困った顔で頼たのみこんでくるが、却きやつ下かだ。

「さ、案内しなさい」

　ふたりの腰こしを叩くと、黒服二人は肩を落として私の前を歩き始めた。

　校庭から建物の中を見てみる。動いている人が数人。遠目に見た時は、悪の組織みたいに大勢の構成員がいるのかと思ったけど、それほどでもないみたい。見えないところに集まっているだけかもしれないけど。

　まぁこの二人を案内によこすくらいだから、人は少ないと思っていいか。

　無む意い識しきに自分の身体からだに触れる。

　錬金術の道具のほとんどは、カバンの中に入れてきた。そのカバンがどこにあるかというと、事務所だ。だって黒服たちの手前、武器の詰つまったカバンなんて持ってこられないよ。必要最低限の武器だけ、ポケットに入れてきたけど。

　正しよう直じき、青江さんの家に行った時のほうが重装備だった。

　無事に帰れるといいんだけど――

「東宮さん」

　草原のペガサスが振り向いた。

「な、なに？」

「ここには貴方あなたの予想もつかないほどの奇人変人が大勢おりますが、お気になさらずに」

「……そう言われて気にしない人はいないと思うんだけど」

「いやぁ、世の中には本当に変わった方がいまして。その姿に怯おびえて、背中を向けて走りだすと追いかけてくる人もいるんです」

「その人、クマか何か？」

「まぁ、そんなものです」

　古科学者はみんなそんな感じなのか。

　私の知っている古科学者といえば――

　イヤ待てよ、錬金術師にしても――

「うん、納なつ得とくした。じゃ行こうか」

　黒服を促うながし、私たちは校舎の中に入った。

　どうやら小学校の校舎を改造してあるようで、下げ駄た箱ばこは全て取り払われていた。土足で上がっても良いみたいだ。

　違和感を感じたのは、ポスターの類たぐいが何も貼はられていないことだった。学校に通っていた頃はどれだけたくさん貼ってあっても気にしなかったけど、いざなくなってみると別世界だ。学校ってもしかしたら貼り紙で作られているのかもしれない。

「こちらです」

　草原のペガサスが廊下の先を示すので、後をついていく。

　教室の中をのぞいて見ると、人がいた。まるまる一室を使って、科学の研究のようなことをしていた。小学校だった施設で大学の研究みたいな真ま似ねをされると、背伸びをした子どものように見える。だが、中にいる老人は本気で薬か何かを調合していた。

　そうして教室を通り過ぎ、別の教室が目に入る。今度は逆だ。真っ赤な絨じゆう毯たんの上で、黒ミサをやっている男がいる。あの雛ひな壇だんの上に乗っているヤギの頭は本物なのだろうか。そしてこれはいったいなんの儀ぎ式しきなのだろうか。

　やっぱり悪の組織みたいな気がしてきた。こんな連中が一つの施設にいるのだ。警察に見つかったら言い訳できないだろう。

　階段を上り、最上階である四階に辿たどり着ついた。

　この階はほかのそれと雰ふん囲い気きが違った。

　教室を繋つなげて、一部屋か二部屋にしてあるみたい。集会所なのかな。

「この部屋です」

　街角のヴィーナスが先に入り、中の人に私が来たことを告げている。

　二、三言交かわしてから、私に入室するように言う。

「失礼しまーす」

　なんだか職員室に入る気分だ。だけど、中は職員室のように雑然とした部屋ではなかった。

　最初は、柔じゆう道どう場じようかと思った。教室を二つ分ブチ抜いた部屋は、一面畳たたみ張ばりだった。壁には掛かけ軸じくがかざってあり、部屋の隅すみにはインテリアなのだろうか、生いけ花ばんなんかも飾られてある。木造校舎だから、風景に合ったいい部屋だと思う。

「こんばんは、ひかるちゃん」

　部屋の中央で座ざ布団ぶとんに座っているのは、私のよく知っている老ろう婆ばだった。

「お七しちさん……」

「案外、早かったのねぇ。ま、どうぞお座りなさい」

　と、敷しかれた座布団を叩たたくので、私は素直に座った。黒服たちは入り口の外で待機しているみたい。お七と二人っきりだった。

　だけど敷かれた座布団は三つ。

「この座布団は？」

「もうすぐ来るわよ。それよりお茶でもどうぞ」

　お七の傍かたわらには急きゆう須すが置いてあった。それで素早くお茶を淹いれてくれる。

　差し出された湯飲みを見て、ポケットから小さな紙を出した。それを湯飲みに入れて、毒が入っていないことを確認する。

「あなたいつもそんなモノ持ち歩いてるの？　リトマス試験紙？」

「今日は特別です」

　ぐいっとお茶を飲んだ。なんだこれ。喉のどが乾いていたのを差し引いても、とてもおいしかった。これは師し匠しようの紅茶に匹ひつ敵てきするかもしれない。

「おいしい？」

「はい。――高いんじゃないですか？」

　いきなり値ね段だんの話をするなんて下げ世せ話わだが、それでも気にしてしまうほどのおいしさだったのだ。これはコンビニとかで売っているようなモノじゃないぞ。

　と思っていたのだが、

「そこのスーパーで買ってきたものよ」

「噓うそでしょ？」

「淹れたのが、狛なの。あの子、体内にお茶を仕込むだけあって、お茶の淹れ方が基本的にインプットされてるみたい」

　お茶くみ人形ならでは、ってことか。ガー助にも何か覚おぼえさせようかな。

　そんなコトを考えていると、

「いやー、ありがとうありがとう！　ちょっと仮眠するつもりが、何時間寝ていたんだろうね私は！　起こしてくれなかったら、大事なお客さんに殺されるところだったよ！」

　廊ろう下かの向こうから、陽気で大きな声が聞こえてくる。

「来たみたいね」

　お七さんが短くつぶやく。

　私と二人っきりになった時に本題を切り出さず、この人を待つということは、お七さんと同等かそれ以上の立場にある人なのだろう。

「やー、おまたせしました！　申し訳ない！」

　入ってきたのは、草原のペガサスや街角のヴィーナスと同じ、黒いスーツを着たおじさんだった。

　おじさんというと老化の始まりみたいな人を連想しがちだが、この人はちょっと違った。背せ筋すじはピンと張っているし、態度も若々しい。よく三十代にしか見えないのに、実は五十代という芸能人がいるが、そんな雰囲気だった。オーラが彼を若々しく見せているのか。

　目が細く、キツネのようだった。ニヤニヤ笑っていて、信用のおけない顔である。町でナンパされたら絶対に逃げる。

「どうも、東宮ひかるさんですね！」

　陽気なおじさんは、用意されているもう一つの座布団に座った。

　これで役者が全員揃そろったことになる。

「初めまして。私、水みず治ち全ぜん能のう力りよく開かい発はつセンターの所長を務めております、平ひら賀がと申します」

　この男が平賀。

　噂うわさには聞いていたけど、こんな人だったなんて。話を聞く限りじゃ、悪の首しゆ領りようみたいな感じだったんだけど、どちらかといえばその参さん謀ぼうみたいなタイプだ。

　ちょっと気になったのは、その服装。古科学者ってみんな変な格好をしてるけど、この人はどちらかと言えば普通だ。

「あ、お七さん。悪いけど私にもお茶をいただけますか」

「はいはい」

　この会話からは、どちらが上なのか判断できない。お七も平賀も、誰にでもこういう態度を取りそうだからだ。そもそもお七はどのくらいの立場なのだろう。

　お茶を一口飲んで、ちょっと舌を出す平賀。猫ねこ舌じたなら待てばいいのに。

「さて、ひかるさん。早速ですが私のこと、どれくらいご存じですか？」

「ご存じも何も……今日、喜一郎くんから聞いたばかりです」

「ああ、そうでしたか。喜一郎くんは全部話したわけじゃないんですね」

　特に気にする風でもなく、平賀は続ける。

「と、言っても私に自慢できるようなモノはございません。ただこういうおしゃべりな性格なもんでしてね、古科学者の間では顔が広いんです」

　何となく納得。これが無口でボソボソしゃべる人だったら、なんでこの立場にいるのか疑問だし。マンガじゃないんだし、一番強い人ってわけでもなさそう。

「とりあえず、そうですね――ひかるさんをここにお呼びした理由は後回しにして、まずは我われ々われについてお話しましょうか」

　ありがたい。それは私が二番目に聞きたかったことだ。

　お茶を飲んで心を落ち着ける。

「この水治全能力開発センターには、現在九人の人間がいます」

　つまりこの平賀と、お七と、草原のペガサスと街角のヴィーナス。それから一階で見た科学者と呪じゆ術じゆつ師しのほかに、あと三人怪しい人間がいるということか。悪の組織にしては少ないな。

「とはいえ、これで全てではありません。ここのほかに、似たような施設が日本中に点在しております。仮の名前は異ことなるものの、やっていることは皆同じです。主な目的は、古科学をはじめとする裏の学問の技術向上」

「なにそれ」

「やはりですね、その性質上、表おもて沙ざ汰たにできない学問というのはあるでしょう？　錬金術だってそうです。そうなると内にこもってしまいがちで、どうしても外とコンタクトが取れません。我々はそんな方々を集めて、お互いに情報交換をしているのです。他人の技術を見て、学習すれば、新しい閃ひらめきも生まれますからね」

　なるほど。裏の学者の組合か。

　言っていることは理に適かなっている。私も師匠やヒッシャムさん以外の錬金術師と会ってみたいし、正直に言うと古科学の仕組みについて興味がある。

「実際に効果は上がっています。それぞれの学問にこだわらずに、さまざまな学問をミックスした技術も生まれつつありますし」

　うーん。さっきから魅力的な話ばかり。

　その話が実現すれば、錬金術のもっと奥の奥まで知ることができるかもしれない。

「そういう、いわば裏の学問の組合に――私たちは『ミズチ』と呼んでおりますが、ぜひあなたも招待したいと思いまして」

　ミズチか。

　なんだっけ。何かの名前のはずだけど……。

「もちろん、必要ならば経費も差し上げますよ」

　これで平賀の話は終わりか。

　ならば私も結論から言おう。

「お断ことわりです」

「おや」

　平賀は片方の眉まゆを上げただけ。

「ほらね。だから言ったでしょう？　ひかるちゃんをスカウトするのは無理だって」

　お七は他た人にん事ごとのように微笑ほほえんでいた。

「あなた方の行動理念については理解しましたが、共感できません。あなたが私や、私の大切な人にしたことをお忘れですか？」

　ミズチの連中は板いた垣がきさんをたらしこみ、私の事務所を襲おそい、彦ひこ左ざ衛え門もんに無茶な改造をし、喜一郎くんの大切な人を奪うばっていく。

　ここでの話を聞くだけなら、まだ騙だまされたかもしれないが、あいにくと私にとってミズチは最初から敵なのだ。

「やっぱりダメですかね？」

　平賀も気楽なものだ。本気でスカウトできるとは考えていないみたい。

　だとすると、私に危害を加える気マンマンということだ。

　それなら、こっちからやってやる！

　平賀に向かって腕を伸ばすと、袖そでの中から細い針が伸びた。針は平賀の喉のどに向けられている。麻ま酔すい銃じゆうを改造したものを腕に仕込んでいるのだ。

「おや、ひかるちゃん。素早くなったものねぇ」

「お、お七さん……こんな時でものんびりしてますねぇ……！」

　針を向けられた平賀は、両手を上げてのけぞっている。

「え、えーと、ひかるさん……その針には何が塗ぬられてるんですか？」

「知らない方がいいと思います。毒よりも悲ひ惨さんな結果になる薬品とだけ言っておきます」

「それは、また、アハハ……」

　笑ってごまかそうとする平賀。

　こっちは笑いごとじゃないんだ。

　今すぐにでも引き金を引きたいほど、はらわたが煮えくりかえっているんだ。こいつが板垣さんにあんなことをさせた奴らのトップだと思うと、今すぐにでもぶん殴なぐりたいのだ。

「答えなさい。ガー助はどこ？」

　返事はなかった。

　代わりに飛んできたのは、花だった。部屋の隅に飾ってあった菊きくの花が、いつのまにかお七の手に収おさまっており、それが私に投げつけられたんだ。

　お七の花は、普通の花じゃない。

「ひぃっ！」

　すぐに針を引っこめてその場を離れた。菊の花は爆ばく弾だんのように巨大な炎に変わり、私がいた場所を焼やき尽つくす。

　煙けむりと熱に目を背そむけると、逆に寒さむ気けがした。

　直感で後ろに走り出すと、爆風の奥からさらに別の花が私に投げつけられた。今度は百ゆ合りの花だった。花弁は炎の翼つばさになって私に迫せまる。

「……んのぉ！」

　ポケットから小型の受信機のような道具を取り出し、スイッチをいれる。すると私に向かってきた炎は九十度向きを変えて、壁にぶつかって爆はぜた。

　この「ベクトル変換器」、師し匠しように教わった道具だけど役に立った。飛び道具にはもっぱら強そうだ。今度、ほかの道具にも組みこんでみよう。

「まぁ、仕方ないですね……秘密を知ったからには、無傷で帰すわけにもいきませんので。それを知っているからこそ武装してきたのでしょう？」

　平賀が両手を広げた。

　その手の間に、青白い線が生まれた。

　ジジジ……と虫の羽音のように揺れるその線は、電流だ。どれくらいの高圧なのかは、平賀の態度を見れば聞くまでもない。

「なるべく痛くはしませんから、大人しくしていて下さいね」

　まるで蛇へびのようだった。すばやく伸びる電気の蛇が、空中を泳いで私に嚙かみつこうとしている。

「ヤですよっ！」

　ベクトル変換器を作動させると、電気の蛇も私を逸それて壁にぶつかる。壁がわずかに揺れて、電流が散っていくのが見えた。目に見えるだけでもスゴイ電流のはずなのに、あんなに大量の電気をまともに浴あびたら、ショック死では済まなさそうだ。

　これが古科学か。

　やっぱり悪用しまくりじゃないか。

「さーて、どうしよう……」

　嫌な汗がでてきたぞ。ガー助と一緒ならまだしも、私一人でお七と平賀、同時に相手にできるわけがないじゃないか。

「そうですね――もう一度だけ聞きましょうか。ひかるさん、どうですか？　今、我々と同じ道を歩むと誓ってくれるなら、考えてあげますけど？」

　前方から、平賀がジリジリと歩いてきた。

「アタシもね、ひかるちゃんとは仲良くしたいのよね……」

　さらに後方にはお七が。

　ベクトル変換器の弱点をよくわかってらっしゃる。これ、飛び道具にしか効果がないのよね。摑まれたら一巻の終わりなんだ。

　でも、まだ希望はある。

「どうですか、ひかるさん？」

「――クソ食らえよっ！」

　ポケットから氷玉を取り出し、背後のお七へ向けて放った。お七も対抗して炎の花を投げるが、それは氷玉と相そう殺さいされて畳に落ちる。

　だけど前方から襲いかかってくる平賀の蛇は、私に向かってまっすぐ伸びる。どちらかを攻撃したら、どちらかが手て薄うすになるのは当たり前。

　多分、十秒以内に殺されるだろう。




　私一人ならね。
















　ドン、と音がして畳がへこんだ。

「貴方は――！」

　本当に、どこから来たんだろう。

　平賀の電流が絡からみついているのは、高たか原はら喜き一いち郎ろうくんの刀だった。当然、その刀には持ち主がついている。翻ひるがえった軍服が風を生み、土の匂においを運んでくる。

「久しぶりだな。平賀」

　音といい軍服の翻り方といい、どうやら上から降ってきたらしい。チラリと頭上を見ると、空間に穴が開いていた。そういえば以前、杉すぎ田たが私の事務所を襲った時も、何か変な道具で秘密の通路を開いていたっけ。

　錬金術に、そういう移動手段はない。あることはあるらしいんだけど、実用化には至っていない。私のおじいちゃんが作ろうとして失敗したんだっけ。

　たしか私の師匠の自動石像は、瞬間移動の技術を持っていた。たぶん人間が使うと危険なのだろう。

　この移動手段といい、炎の花といい電気の蛇といい、古科学もなかなかやるもんね。

「やぁ、喜一郎さん」

「こんなところで何をしている？　……と、聞いて答えるタマでもないな」

「相変わらず、つれないですねぇ」

　肩をすくめる平賀。

　なんだか、敵対してるんだけど、ずっと昔から仲が良かったような雰囲気だ。ライバルという関係でもなさそう。

「喜一郎くん、ありがと」

　背中合わせになって、私は心からお礼を言った。

「礼はいい。この状況でなければ、小一時間ほど説教しているところだ」

　そりゃごもっともです、ごめんなさい。

「ガー助の居場所わかった？」

「いや――」

　私はお七を見た。彼女はニコニコと笑いながら、次の花を出していた。

「お七さん、答えて。ガー助はここにいるの？」

「ええ、いるわよ。ただしちょっぴり拘こう束そくさせてもらってるけど」

「なんだ」

　やっぱりここにいるのか。

　だったら話は早い。

「喜一郎くん、迷めい惑わくついでにお願いがあるの。それもとびきり厄やつ介かいなヤツ」

「聞くだけなら聞いてやる」

「私さ、これからちょっと倒れるから、時じ間かん稼かせぎお願い」

「なんだと？　お前まさか」

　喜一郎くんの返事を待たずに、私は胸のペンダントを引きちぎった。

　その瞬間、身体の中から何かが抜けていくのを感じた。見えない神様にストローで吸われているような、気持ち悪い感かん触しよくが全身を包む。

　このペンダントは、私とガー助を繋つなぐ唯ゆい一いつの絆きずな。

　我々が共有した命を狂わせるものだ。

　身体の中から抜けていってるのは、まぎれもない私の命。

　では抜けた命がどこへ行くのかというと――
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　俺の身体にストローで何かを流しこまれたような感覚。

　――ようやく来やがったか！

　マグマが体内を駆けめぐっている。燃えるような力が俺の翼からクチバシまでまんべんなく循じゆん環かんしている。溢あふれそうなくらいだ。

『漲みなぎってきたぜぇぇぇぇ!!』

　肩に回した注し連め縄なわが解とけ、数十本の糸になった。まるで俺の体毛みたいに。そこから青白い光が尾を引いていた。

『――なんだ、それは』

　格子の向こうにいる狛の疑問に、俺は態度で答えた。

『こういうことだよっ！』

　少し力をこめるだけで、高圧電流が流れる鳥籠は簡単にブチ壊れた。粉々になった鉄格子の一部が狛の頭に当たり、首がコロコロと転がる。

「おお……狛や、狛や」

　部屋の隅に座っていた近松とかいう古科学者が、這はうようにして狛に近づき、その身体を抱きしめる。

『退どきなジーサン。ケガするぜ』

「それは、こちらの……台詞せりふだ！」

　近松が狛の背中に手を入れ、何かを回した。

　びくんっ、と狛の身体が痙けい攣れんする。

　俺と同じだ。何かが狛の中に流れこんでやがる。

「倒せ……！」

　ジジイが命令する。

　一瞬だった。

　狛の体内から機械音がしたと思った次の瞬間には、首のない状態で抜ばつ刀とうして、俺に向かって斬りかかっていた。なんて切り替えが早いんだ。

　だが少しメカニズムがわかってきたぜ。

　どうやら狛が動くには、背中の何かを操そう作さする必要があるんだ。そして命令の言葉。あれがないと狛は何もできないんだな。

『てめぇっ！』

　光線を三連続で吐はく。

　一発が狛の身体に当たり、もう一発が狛の刀に当たる。そしてもう一発は床に転がっていた狛の顔面の手前で止まっていた。

『くっ……！』

『ヘヘヘ、見たことねぇだろ、光線の寸止めなんてよ』

『狛を愚ぐ弄ろうするか！』

　床に落ちている狛の首が、自動的に転がった。光線の射線上から外れると、俺に向かってお茶を吐いてくる。

『っと！』

　俺が避けている間に素す早ばやく狛の手が伸び、頭を拾って自分の首に嵌はめる。あの首、ジオングみたいに分ぶん離りして行動できるのか。吐いてくるのもお茶だけとは限らないしな。用心に越したことはない。

　――だから、今ここで破壊させてもらうぜ。

　解けた注し連め縄なわの青白い光が、俺の翼に行き渡る。

　今の俺は、客観的に見ていつもの一・五倍は強いぜ。

　なんたって、ひかるから命を半分貰っているからな。

　それが俺たちの強さだ。俺たちだけの強さなんだ。

『これは……』

　狛の視線が、俺の真下に注そそがれていた。

　そこには一冊の少女マンガ。穴が開いている。きっとさっき鉄格子を壊した時に、まきぞえを食ったのだろう。

『おう、悪い』

『…………』

　狛はじっと破けたマンガを見つめていた。

『これは最新号で、まだ狛は読んでいない』

『だから悪かったっての！』

『謝あやまる必要などない。狛には感情がない』

　ウソだ。絶対にウソだ。

　めちゃくちゃ怒ってるじゃねーか。

『どこにも行かせないぞ、ガー助』

　刀を下段に構え、俺の目を見る狛。

　あいつにも今の俺の強さがわかっているはずだ。

『……それが貴様の秘密か』

『おうよ』

『狛は今、胸の中に様々なものが蠢うごめいている。感情というものかもしれない』

『へぇ……』

　話をしながら、狛が斬りかかってきた。下段から切り上げ、切り下ろす。まるで一動作のように素早かったが、今の俺には三度くらい摑めるほど鈍にぶく見える。

『貴様の強さも、自分ではどうにもならないものなのだな』

『ああ、俺の強さはひかるの機き嫌げん次し第だいだ』

『狛もそうだ』

　振り下ろした刀を、急降下して踏ふみつけた。

『……！』

　刀を動かそうとするが、狛の力じゃ俺を動かすことはできない。

『今の狛では、貴様に勝てない。絶対に』

　冷静に自分を分ぶん析せきする人形。

　その目がわずかに曇くもっていた。

『この感情、たしかに覚えたぞ』

　悪いが時間が惜おしい。

　俺は口を開くと、ゼロ距離から狛に光線を吐いた。光線は狛の身体を吹き飛ばし、部屋の扉にも穴を開ける。生しようじた爆発が、近松も吹き飛ばした。

　ごろん、と狛の首が転がる。

　その目はじっと俺を見ていた。正直、下手な攻撃よりもその視線が怖い。髪の毛が唇くちびるにかかっているのが怖さに拍車をかけている。

　ジーサンも死んじゃいないだろうが、しばらく眠っていてもらおう。遣う、と言っていたからにゃ、遣い手が倒れりゃおとなしくなるだろう。

『あばよ』

　俺は感覚器を広げ、この近くにいるはずのひかるの気け配はいを探る。

　そしてその位置に向かって、まっすぐ飛び始めた。

　早いところ、この命を返さねぇといけないからな。
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　地じ響ひびきがした。

「うぇっ、ゲホッ、ゲホッ！」

　息が詰つまって目が覚めた。

　頭の中に直接冷水を流しこまれた気分だ。一気に目が覚め、周りの状況を見る。

　喜一郎くんが平賀と斬り合いをしていた。そして反対側では――

「ガー助！」

　床に開いた大きな穴からガー助が飛び出していた。ここに来るにしたって、方法はいくらでもあるでしょうに。

　よく見ると、注し連め縄なわが元通りになっている。ちゃんと命を返してくれたのね。

『いつまで寝てんだこのボケ！　とっとと起きて手伝え！』

「む――起きたのか」

　戦闘中にもかかわらず、喜一郎くんがこちらを見た。

　本当に守ってくれたようだ。身体のあちこちが焼やけ焦こげている。

「すまん、少し守れなかった」

　いったい何のことかと思ったら、髪の毛が少し焦げていた。お七の炎ほのおの余よ波はだろうか。文句を言える立場じゃないので、黙っている。

「あらあら、それでもいいナイトさんだったわよ。必死でひかるちゃんの事を守ってくれてたんだから」

　背後ではお七が笑っていた。きっと動けない私をかばう喜一郎くんを弄もてあそんだに違いない。それであの笑顔と台詞せりふが出るのだから、やっぱり大した人だ。

「ごめんね喜一郎くん」

「気にするな。おかげでこいつも戻ってきたしな」

　喜一郎くんの視線の先には、やる気満々のガー助が。いままで窮きゆう屈くつなところに押しこめられていたんだろうな。そのウサを晴らしてあげるとしようか。

「一対二から、三対二になったな」

　平賀に刀を突きつける喜一郎くん。

　私も素早くポケットから電でん磁じ棒ぼうを取り出して、お七に向けた。

「いやはや、まさかこの状況で命のやりとりをするなんて、大した肝きもっ玉たまですねぇ」

　平賀が心から感心した様子で手を叩いた。この男には緊張感というものがないのだろうか。

「あなた方には是ぜ非ひ協力して欲しいと思っていたのですが……仕方ありません。力ずくでも仲間になっていただきますよ」

　指を立てる平賀。そこに電気が収しゆう束そくする。

　どういう仕組みなのだろう。身体に電気を発生させる装置がついているのかな。それとも帯たい電でん体質とか。

　なんにしろ、勝手に仲間に引き入れられるのは、ごめんこうむる。

「ガー助、やって！」

『おうよ！』

　ガー助が平賀に突進した。平賀の指から電流がほとばしるが、ガー助の身体には当たらない。

　反対に、私は背後のお七に殴なぐりかかる。平賀を襲えば、きっと援護にはいるだろうと思ったんだけど――

「あれ？」

　お七の姿がなかった。

「待て！」

　喜一郎くんが叫んだ先、部屋のドアにお七が立っていた。まさかこの状況で逃げるつもりだというのか。

「捕まえるとは言ったけどね。あなたたちを捕まえるのは、アタシじゃないのよ」

　ニコニコ笑うお七の隣には、平賀が立っていた。どうやって移動したんだ。

『チョコマカと逃げ足だけは早はえぇなこのババァ！』

　ガー助の光線がお七と平賀を襲うが、もう遅かった。ドアを開けたお七たちは、光線を避よけてそこから躍おどり出でる。追おうとしたら、別の人物が姿を現した。

「ハハハ……そうか、復ふく讐しゆうの機会とは、この時だったんですね」

　スーツ姿の男。だけど平賀よりずっと疲れた顔をしている。

『杉田！　てめぇもここにいたのか！』

「そ、そりゃそうでしょう……私だってここで研究していたんですから」

　怯おびえた態度は相変わらずだが、口元がニヤついている。

「また筋肉ムキムキになって、私たちと戦うの？」

「いえ、一度はそれで負けましたからね。次は勝てる方法で――私が一番得意なやり方で行きます」

「ウオオオオオオオオオオッ！」

　怒ど号ごうは下からのものだった。

　ガー助が開けた床の穴から、人が二人躍り出る。

　草原のペガサスと、街角のヴィーナスだ。

　私をここまで案内してくれた時とは、様子が違う。まるでバーサーカーのように見み境さかいがない。

「あんたたち……！」

　杉田は彼らに何か薬品を投とう与よしたんだ。

　さらに杉田が入ってきたドアからも、二人の男が現れた。一階で見た科学者と呪術師だ。やっぱり目が血走っている。

　これで三対二だった構図が、三対五になってしまった。

「これなら、あなたたちでも手こずるでしょう……？」

　まったくだ。ただでさえ平賀とお七を追いたいのに。あいつらをここで捕まえなければ、また私や私に関係する人が狙われるのに。

「退きなさい！」

　念のために大声で叫んでみたけど、彼らは動じない。ていうか聞いていない。肌に血けつ管かんが浮き出ており、それぞれの得え物ものを構かまえながらブツブツと何かつぶやいている。

「オオオオオオオッ！」

　街角のヴィーナスが長いブツを振り下ろしてきた。

「っ！」

　それを刀で受け止める喜一郎くん。武器の正体は竹たけ箒ぼうきだった。あれでどうやって刀を受け止めるのか謎なぞだが、古科学だかの不思議な学問のおかげだろう。

「ホ―――――――――――ゥ！」

　呪術師が何かを投げつけてきた。ナイフだ。

「うわわああっ！」

『ちっ！』

　身をかがめて、ガー助が撃ち落としてくれるのを確認してから立ち上がる。すると今度は科学者が試験管を投げてきた。中に何が入っているのか。

「っと！」

　空中で試験管を受け止めて、科学者に投げ返す。

「!!」

　反射的にそれを受けとった科学者にダッシュで近づき、脇わき腹ばらに電磁棒を叩きこんだ。平賀のそれよりは劣おとるけど、これだって市販のスタンガンよりは出る。

「オオオオオッ！」

　だけど強化された科学者にとっては、電撃などマッサージ機ほどの効果しかなかったらしい。電磁棒を右手で摑つかむと、左手で私の首を摑んだ。

「ん……のぉっ！」

　足で押すように科学者を引ひき剝はがそうとするが、万まん力りきのような力で首を締められる。見た目は細いのに、どこからこんな力がわくのだろう。

　落ち着いて、左手をポケットに入れる。

　取り出したのは、小さいレンズ。夜中にレンズなんて意味がないと思うかもしれないけど、このレンズは特別製だ。どんな小さい光でも吸いこんで増ぞう幅ふくする。

「オオッ！」

　科学者が手を離した。電気はダメでも、光は効いたようだ。集中した光は科学者の目玉に直射したのだ。

「うぇっ、ゴホッ、ゲホッ！」

　喉が痛い。もう少しで首の骨を折られるところだった。

　だけど咽むせているヒマすらない。声が戻ると、すぐに命令を出した。

「ガー助！　手加減なしで！」

『やってるっつの！』

　ガー助の光線は、すでに草原のペガサスを倒していた。黒服の胸が真っ黒に焦げている。普通の人間なら貫通してもおかしくない出力で撃ったのだろう。街角のヴィーナスも、喜一郎くんの刀で殴おう打だされ、いくつかの骨が折れている。

　それでも立ち上がってくるのだ。

　杉田の薬は肉体だけでなく、闘争心も増すらしい。まるで麻薬だ。

　喜一郎くんの刀なら、相手を殺すことができる。それをしないということは、彼も殺しは好まないのだろう。

　だとしたら、戦闘不能にするのは骨が折れる。

「ホッホ――ウ！」

　呪術師がまたナイフを持って襲いかかってきた。よく見ればあのナイフ、何やら奇妙な模様が彫ほられている。殺さつ傷しようするよりも、何か呪のろいをかけることが主目的なのではなかろうか。

「冗じよう談だんじゃないっ！」

　ポケットから取り出したのは、別の道具。

　一見ピストルに見えるけど、水鉄砲だ。それを呪術師の足あし下もとに向かって撃った。水はジェルのようにドロリと足にまとわりつき、そして固まる。

「ホォオッ!?」

　足を畳に縫ぬいつけられ、勢いきおい余って顔面から倒れる呪術師。一丁あがりだ。もう用はないけど、アンタのことは崖がけの上のジュピターとでも名づけておこう。

「うおおおっ！」

　骨が折れてもまだ向かってくる街角のヴィーナスの身体を、喜一郎くんが高く持ち上げた。抵抗するその身体を、ガー助がぶち破った床の穴に叩きこんだ。そうか、こういう返し方があったのか。

「オオオオッ！」

　空中のガー助を、焦げついた草原のペガサスが摑つかんだ。

『うおおっ！』

　身体を摑まれて、畳にタッチダウンされるガー助。光線を連続で撃っても、草原のペガサスはひるまない。顔面が真っ黒になってもガー助を離さない。

「やめなさい！」

　水鉄砲を草原のペガサスに向けて撃った。ジェルが全身にかかり、一瞬で草原のペガサスの身体が固まる。

「ガァァァァァァッ!!」

　完全に固まればコンクリートよりも硬かたくなるジェルを全身に浴あびたのに、草原のペガサスは動いた。摑んだガー助を地面に何度も叩きつける。

『ちっ！　ひかるのマネするのはシャクだがな！』

　ガー助の両目が光った。フラッシュを焚たかれてひるむ草原のペガサス。その間に喜一郎くんが刀の鞘で彼の足を払い、倒れたところにガー助の光線が浴びせられる。青白い光線は冷凍光線だ。草原のペガサスを完全に畳にくっつける。

　あとひとり、科学者は？

　視線を巡めぐらせると、部屋の隅でもがいていた。

「オオ、オオオオオッ！」

　すでに喜一郎くんに何かされていたらしい。壁にピンで止められたようだ。みんな考えることは一緒らしい。無理に倒そうとせず、動きを止めればいいのだと。杉田と戦った時は千秋ちゃんを殴られた怒いかりがあったけど、今この場にいる人たちに、私はなんの恨みもない。

　恨むのは――そう、平賀とお七だ。

「行くわよ！」

　ドアを開け、平賀たちが走り去った方を見る。

　いやどっちに走ったのか知らないんだけど、ここが最上階ということを考えると、下に逃げたのかなって思うのだ。屋おく上じように何かあれば別だけど、外から見た限りではそんなものはなかった。

　背後から草原のペガサスたちの恨めしい声が聞こえるが、無視。覚えていたら助けにきてあげる。

　そうして木造校舎のいつ抜けるともわからない階段を、一段飛ばしで降りる。

『ひかる、止まれ！』

　頭上からガー助の声がしたが、階段を駆け降りている私は慣かん性せいの法則で止まれない。

　だけどそんな私の襟えりを喜一郎くんが摑んで引き戻す。

　首があった位置を、光線が通り抜けた。

「わ、わぁ、な、ななな、なにっ!?」

　階段の下に小さい人影があった。

　――狛だった。

　光線だと思ったのは、狛の刀だったのだ。

　髪の毛の一部が口にかかっている。私の上を飛んでいるガー助をまっすぐに見ていた。ガラスのような目をじっと向けて。

『お、おい……』

　違う。ガラスじゃない。

　狛の目は殺気に満ちていた。ある一つの感情を剝むき出だしにして、ガー助をにらみつけている。その鬼き気きたるや、人間以上だ。

『ガー助。見つけたぞ』

　静かな声だった。高速道路で追われた時と違う、人間の声のような抑よく揚ようだった。

『てめぇ、また倒されにきたのか』

『違う』

　狛が刀を構えた。

　刀を身体の横に抱きかかえるように。

『斬りにきた』

「避けろ!!」

　喜一郎くんの命令がなければどうなっていたか。私は壁に張りつくように走り、ガー助ですら急上昇して狛の斬ざん撃げきをかわした。

　階段の上、踊り場の壁が斬れていた。

　斜ななめに線が入っており、その線を辿たどると踊り場全体に走っていることに気づく。

「ウソ……」

　壁も床も斬ったのだ。あの一ひと太た刀ちで。

　踊り場の上から私たちを見下ろす狛。

　窓から漏もれる光が彼女を照らしている。それは白い顔に陰いん影えいをつけて、赤い着物がわずかに青白く見えるほど強い月光だった。

　月、夜の木造校舎、人形、刃物。

　ホラー映画に出てきそうな要素が満まん載さいだ。

『先せん人じん曰いわく――「月に代わって仕し置おきする」。覚かく悟ごしろ』

　刀が、動く。

『ひかる、喜一郎、逃げろ！』

　ガー助の光線が狛のいる階段を吹き飛ばした。爆発にともない、煙が立ちこめる。その隙に走り出した。ガー助の言うことが正解だ。なんだか前と雰囲気が違う。

　階段を下りながら、一度だけ振り返る。煙の向こうに狛の刀が見えたけど、お茶を吐いたりロケットパンチを撃つそぶりはなかった。

「な、なに今の狛!?」

　階段を下りながら頭上のガー助に聞く。

『多分、別のヤツに遣われたんだ』

「なにそれ？」

『あの木で偶く人形、誰かに遣われねーと動けないっつってたんだ。あと、自分じゃどうにもならない強さ、とかな』

「つまり、狛の強さは遣う人間によって変わる、と？」

　喜一郎くんの結論がどのような意味を持つのか。

　それは数秒後にわかる結果だった。

　バン！　という音がして、目の前が爆発したのだ。

『う、うおおっ！』

　煙で向こうが見えない。だけどガー助の態度でわかる。

　徐じよ々じよに煙が晴れると、そこには刀を下げた狛が立っていた。

　上を見ると、丸い穴が。天井を――狛にとっては床を――切り抜いたのである。なんて切れ味の刀なんだ。

『今度の狛は強いぞ』

　聞かなくてもわかることを、狛は言った。

　そして再度刀を構える。身体の横に構え、剣けん筋すじを見えなくする八はつ双そうという構えだ。

『うおおおおおおっ！』

　ガー助が光った。

『…………』

　何が起こったのかわからなかった。

　私にはガー助と、狛の後ろが同時に光ったようにしか見えなかった。

『マ、マジか……』

　頭上のガー助が信じられないような声を出す。

　目を見開いて、クチバシをぱくぱくさせていた。すごく動どう揺ようしているようだ。あの一瞬でそこまで怯おびえるほどの、何があったのか。

「なに、どうしたのガー助!?」

『あ、あの人形、どんだけ強くなってんだ……光線を斬りやがった』

「はぁ!?」

　ガー助の光線は、前述したとおり速さまで自由自在だ。その気になれば亜高速だって出せる。たぶん今の光線もそれに近い速度だったのだろう。

　光の運動ならまだわかる。それを放出するだけなら簡単だろう。

　だけど、それを斬るって――

　狛は八双の構えのまま、微び動どうだにしない。

『どんなものでも狛は斬るぞ』

　遣う人によって変化する力。

　今の狛は刀、つまり斬る力に特化しているということか。

　どんな剣けん豪ごうが遣っているんだろう。

　そう考えた時に狛が発した一言は、とても重大な意味を持っていた。




『この妖刀メイクアップ・シャドウに斬れぬ物なし』




　私の後ろで喜一郎くんが震えるのが感じられた。

「なんだと……おまえ、もう一度言ってみろ」

　喜一郎くんが前に出た。階段を一歩ずつ下り、狛に近づく。それでも狛は喜一郎くんを斬ろうとはしなかった。あくまでガー助を凝ぎよう視ししている。

　狛の後ろに誰かが立っていることに、私もようやく気づいた。

　一人しかいないじゃないか。

　こんな変な名前の刀を作る人なんて、この世に一人しかいないじゃないか。

「うん、まぁ、そういうことなんだわ」

　その人は喜一郎くんの前に来て、照れくさそうに頭を掻かいていた。

「どうして……」

　喜一郎くんの膝ひざが折れた。よほどショックだったのだろう。

　その人は刀を持っていた。狛と一緒で、それだけが普通と違っている。トレーナーにジーパンを身につけ、その上にはどてらを羽は織おっている。

　カッコつけたレイバンのサングラスをのぞけば、どこから見てもそこら辺のおじいちゃんだ。

「どうしてあなたがミズチにいるんですか、青江さん！」

　静かな校舎に、痛みをともなう声が響き渡る。

　こんなに悲しそうな顔をする喜一郎くんを、私は初めて見た。
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　水治全能力開発センターから数キロ離れた場所。

　既に民家の灯あかりは消えており、わずかな月明かりだけがうっすらと夜の町を照らしている。時折、車のエンジン音やパトカーのサイレンがけたたましく鳴り響く。

　そんな静かな町のマンションの屋上に立っている、秋あき里さとカンジ。

「あー……もうこんな時間か」

　携帯電話の時計と、足下の紙飛行機を見比べる。

「一時間して連絡がなかったらやれ、って喜一郎には言われてんだけどなー……うーん、どうしたもんか」

　紙飛行機は一機だけではない。四機の紙飛行機が編隊を組んで並んでいる。

　その機首が向けられているのは、水治全能力開発センターではない。

「はぁーあ」

　考えてるうちに、溜ため息いきがでた。

「なんでこうなっちゃったかねぇ……ボクは折紙だけ作っていればよかったんだけどな。誰が悪いのかな。平賀さんだけじゃないよなー。まだ、バックにいそうだもんなー」

　ぶつくさと愚ぐ痴ちを吐きながら、新しい紙飛行機を折る。

　やがて完成したのは、ほかの四機とまったく同じものだった。

「ま、仕方ない。誰と誰が争おうが、ボクにはこれしかできないもんね」

　カンジは両手の指で、五機の紙飛行機を器用につまんだ。

　そして手を離すと、まるでエンジンがあるかのような超スピードで紙飛行機の編隊が飛び始める。そして紙飛行機は鳥の姿に変化し、夜の町を飛んでいった。

「これでよし。次はひかるちゃんか」

　つぶやくと、カンジは懐ふところから新しい折紙を取り出し、熱心に折り始めた。







































「わぁ、ずいぶんと久しぶりですね！」

　帰国した喜き一いち郎ろうを出迎えたのは、齢よわい三十ほどの男性だった。

　船の乗り場の側そばにある、喫茶店。待ち時間に利用する客が大勢ひしめき合っている。その中で薄うす汚よごれた軍服姿の喜一郎は浮いていた。汚い格好を避さける日本人が多い中、その男はまっすぐ喜一郎に近づき、嫌な顔一つせずその手を取ったのだ。

「……平ひら賀がさんの、息子……だったか？」

「はい！　最後に会った時は、まだ二は十た歳ちくらいでしたけどね」

「老ふけたな」

「喜一郎さんが変わらなさすぎなんですよ」

　苦笑する二人。

　今回の旅は、ペルーをはじめとして南米を巡めぐり、そこで発はつ掘くつした祭器に古科学との関連性があるという情報を得て、飛行機で台たい湾わんまで行ったのである。

「平賀さんは？　今回の収しゆう穫かくを報告したいんだが」

「それが、父は病気で伏ふせっておりまして――」

「それでお前が来たのか」

「そうです。積もる話は、車の中でしましょうよ」

　促うながされるままに駐車場へ行き、そこに停とめてあるワゴン車の前でタバコを吸っている男と目が合った。

　スーツを着て、レイバンのサングラスをしている、初老の男性だ。平賀のＳＰか何かだろうかと思ったが、そうではなかった。

「おう、おまえが高たか原はら喜一郎か！」

　男はこちらを見ると、屈くつ託たくのない笑顔で手を上げた。

「こちらは？」

「喜一郎さん、刀を亡なくされたそうですね」

　質問に婉えん曲きよくな表現で答える平賀。

　それでだいたいこの男の素す性じようがわかった。

「青あお江えという。刀かたな鍛か冶じ兼けん古こ科か学がく者しやだ」

「……高原喜一郎です」

　その時は、平賀と同じくらいよくしゃべる男という認識しかなかった。







　長年愛用していた軍刀をアマゾン川に落としてしまった時は、言いようのない不安感に襲おそわれた。不ふ死じ身みだから身の危険はあまり感じなくていいはずなのに、相棒を殺してしまったような気になったものだ。

　別の古科学の道具や、現地で手に入れた銃を駆く使ししてなんとか切り抜けてきたが、腰の軽さが寂さびしくなる時は何度もあった。

　だから世話になった古科学者に手紙を書いたのだ。いい刀を送って欲しいと。すると返事はこうだった。「一度日本に帰れ。腕のいい刀鍛冶がいる」と。

　実際に帰ってみて、会ったのはこの青江という男。

　刀を作ってくれるのかと思いきや、しばらく付き合えという。

「それはどういうことですか？」

　率そつ直ちよくに尋たずねると、青江の答えはこうだった。

「なに、話し相手が欲しいんだよ。女によう房ぼうも子どももいねぇから、寂しくてしょうがねぇ」

　笑う青江が、なぜか憎にくめなかった。

　それから喜一郎は一週間ほど青江の家で世話になった。喜一郎が海外の土産みやげ話ばなしをすると、青江は珍しそうに聞いてくれ、海外で覚えた料理を披ひ露ろうすると、全すべてうまそうに食べた。これも謝しや礼れいだと思いながら、喜一郎は青江に尽くした。

　そしてまた青江も喜一郎に尽くした。刀を打つ作業のために全力を尽くした。鉄を取りに行き、その鉄を打ち、刃物にする。工程を単純に見ればこれだけなのだが、そこは古科学者、刃やいばや鞘さやに細さい工くをするので時間がかかる。

　そんな時、青江は喜一郎に助力を頼むでもなく、ただ話をしていた。

「喜一郎は、どういうときに刀を使うんだ？」

　食事中、一度そんなことを聞かれた。今までは他た愛あいない雑談や、古科学についての話題ばかりだったが、刀について聞かれるのはこれが初めてだった。

「使わなければいけない時に使います」

「ってことは、普段は使わないのか」

「俺も古科学者の端はしくれですから」

　古科学者といっても、青江のようなスペシャリストとはまた違う。そういう人から譲ゆずり受けた物を使う方が得意だ。言うなれば、実験のプロといったところか。年老いて満足に道具を使えない古科学者を手助けしたりする。喜一郎の顔は、そうやって広くなったのだ。

「それに、あの刀はなるべく使いたくなかったんです」

　唯一、古科学とは関係ない持ち物が軍刀だった。

　まだ右も左もわからぬ少年兵だった喜一郎に与えられた軍刀。それは喜一郎の部隊の上官の形かた見みだった。当時、銃を撃つことすらできなかった喜一郎に、軍刀など扱あつかえるわけがなかった。

　きっとその上官は、本当に形見として持っていて欲しかったのだろう。自分が生きた証あかしを渡したかったのだ。

　だけど喜一郎はそれを道具として使った。上官には悪いが、刀が側にあると、あの頃の部隊の仲間に見守られている気がするのだ。お守り代わりだ。

「刀の使い方は、誰だれに教わったんだ？」

「誰に……というわけでもないです。実戦で」

「実戦ってお前、それじゃ一人前になる前に死ぬだろ――あ、そうか」

　そう、喜一郎は死なないのだ。だから実戦で経けい験けん値ちを積むことができるのである。たとえ立ち回りを間違えて相手に斬きられようとも、次からは気をつけようで済むのだ。

「よし、任まかしとけ」

　青江はそう言い放つと、ご飯を急いでかきこみ、作業場に入った。そのまま三日間出てこなかった。刀を打ち始めたのである。

　それまでおしゃべりだった青江が、一いつ切さいしゃべらなくなった。話すことといえば、今作っている刀の感想を聞くことくらい。喜一郎が思っていることを話すと、青江はしばらく思案してまた刀を打った。

　その姿は喜一郎にある情景を思い起こさせた。

　まだ幼おさない頃、錬れん金きん術じゆつに打ちこむ父と母の姿だ。青江と違い、いつも喜一郎に笑いかけてくれたが、その背中は一緒だった。

「ほれ」

　渡された刀は、見えなかった。

「これは……？」

「これをこうするとな、ホレ」

　いきなり青江の手に一ひと降ふりの刀が出現した。

「重くもないから、荷物にならないと思うぞ」













　そう言って渡された刀は、喜一郎の手に良くなじんだ。まるで喜一郎の身体からだの一部のように動いてくれる。

「あのなぁ、喜一郎」

　疲つかれた顔で肩かたをゴキゴキ鳴らしながら、青江は言った。

「刀っつーのは、やっぱり道具なんだと思う。それもタチの悪い。そういったものに、思い出とか残しちゃいけないと思うんだよ。お前さんにゃ悪いけど」

「人を斬りにくくなるから、ですか」

「うーん、それもあるんだがな。俺だって人殺しはいけないと思うぜ。だけど刀や銃に芸術性を求める気持ちもわかるんだわ。だから俺は刀鍛冶やってるわけだし。だからこそ、思い出は別の物に託して欲しいんだ。アレだろ、誰かの想いの詰つまった刀を振るってのは、そいつの想いが人を殺すわけだろ？　お前、そいつに人殺しさせたいのか？」

　そういう考えは初めてだった。

「だからな、こいつはただの道具にしろ。あくまで殺すのはお前の手だ。古科学ってのはそういう学問だろ？　自分のケツは、自分で拭ふけ。いいな？」

　急に刀が重くなった気がした。

　今まで背せ負おってきた戦友の思い出が抜けた代わりに、青江の言葉が刀に宿った気がした。

　喜一郎はそれ以来、この刀を使い続けている。それが青江に対する恩返しだと想いながら。
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　背はい後ごに狛こまがいることも忘れそうになった。雲からわずかにのぞく光が、青江さんの顔と刀を映うつし出だしていた。

　言われてみれば、おかしいところはあった。

　狛に狙ねらわれた時も、あの人にん形ぎようは最初の一撃だけで、それからは執しつ拗ように彼を攻撃しなかった。それに平賀に誘われたと話した時、彼は「断ことわった」とは一言も言っていない。

　喜一郎くんはためらわずに刀を抜き、青江さんに向けた。

「答えてください、青江さん！　あなたもミズチに降くだったんですか!?」

　いつも冷静だった喜一郎くんが、ここまで変わるなんて。

　よっぽどショックだったんだな。

　でも、なんとなくわかる。板いた垣がきさんがミズチのせいで毒草を作っていると知ったときも、こんな気持ちになった。

「――すまんな」

　小さく謝あやまる青江さん。

『バカかてめぇは!?』

「そんなことが聞きたいんじゃないんです！」

　喜一郎くんに代わって、ガー助と私が叫んだ。

「ミズチの軍ぐん門もんに降ったとか、狛を遣つかって私たちを襲おそったとか、そんなことはどうでもいいんです青江さん！　私たちにその理由を話してください！　私たちが欲しいのは謝罪の言葉じゃなくて、貴方あなたの気持ちなんです！」

　私も電でん磁じ棒ぼうを出して、青江さんに向けた。

　本当に攻撃するわけじゃない。だけどこれは私の攻撃の意思だ。

「おまえ……」

　喜一郎くんは何か言おうとしていたが、やがてそっと帽ぼう子しのつばに触ふれた。そのくらい小さな感謝の意思表示なのだろう。口くち下べ手たにもほどがある。

『防衛する』

「いや、いい。そのまま待機だ」

　狛がこちらを向いたが、青江が制止した。命令されると、狛は本物の人形のようにピタリと停止する。オーダーに忠実なのは良い人形の証だ。

　それでもガー助は照しよう準じゆんを狛から外はずさない。最さい警けい戒かいしている。

「ひかるちゃんたちの言うとおりだ。騙だました理由を話すべきだったな」

　小さくうなずく青江さん。

「……まぁ、簡単に言ってしまえば、資金と技術が欲しかったってところだ」

「資金と技術？」

「単純な話だろう？　単純なだけに、とても深しん刻こくな問題なんだ」

　いや、私にはすごくわかる。

　駆け出し錬金術師の私も、食べるのに困っている状態だ。これが優すぐれた錬金術師になればＯＫなのかというと、そうでもない。

　優れた道具を作るには、優れた材料が要いる。それにともない、時間や労力、そして失敗する確率も上がるのだ。

　私の師し匠しようは会社の社長をやっており、とてもお金持ちだけど、それは社長としてやっていける経営の手しゆ腕わんがあったからだ。いくつかの商品は錬金術を応用した技術が使われているが、錬金術で直接お金を稼かせいでいるわけではない。

　青江さんの住む家には、刃物のほかには家具が少なかった。趣味で置かないんじゃない。きっと生活にも困っていたんだろう。

　そんな青江さんにとって、平賀の言葉は悪魔の誘ゆう惑わくにも等ひとしい。

「だけど、金がなくたって青江さんには食べていける技術がある！　古科学とは関係ない、普通の刀でも有名だったでしょう!?」

　喜一郎くんの反論に、青江さんは首を振る。

「ワシの刀も、芸術作品としてはそれなりに評価を受けてるよ。だけどなぁ、うん、やっぱり観みられるだけじゃな」

　と、青江さんは持っている自分の刀を見る。

「侍さむらいの時代も、銃での戦争も終わって、刀ってのは本当に歴史的価値しかなくなっちまった。もう使う機会は永遠に訪おとずれないんだわ。それが当たり前なのはわかってるんだけどなぁ……やっぱり、打つ身としては寂しいわけさ」

　普通の芸術作品ならば、まだ観られるだけでもいいだろう。でも刀は道具だ。本来の使い道があるのに、使ってもらえない。刃物で何かを斬りたいのならば、包ほう丁ちようやナイフがある。小型ミサイルが空を飛ぶこの現代、犯罪者だって刀より銃を好む。

　青江さんが欲しかったのは、資金と技術もそうだが、それによって生まれた刀を存分に扱える場所だったのだ。

　気持ちは理解できるけど、でも――

「青江さんの考えじゃない……前までの青江さんなら、そんなこと言わなかった！」

　喜一郎くんの手が震ふるえていた。

　なんとなくだけど、私も喜一郎くんの意見に賛成だ。

　まるで同じなのだ、板垣さんの時と。

「喜一郎くん」

　私は青江さんに聞こえないくらい小さな声でささやいた。

「青江さん――もしかしたら洗脳されてるのかも」

「洗脳？」

　あの事件の後、板垣さんを調べてみたら、外部からなんらかの操そう作さを受けていたことがわかった。本当にごく微量な電波を受けた痕こん跡せきが見つかったのだ。

　きっとミズチの誰かに、そういう技術を持ったやつがいる。それは直接行っただけじゃ効果は薄いが、板垣さんのように弱みにつけこんで精神を追いつめてから施ほどこせばかかる、洗脳術。

　もともと洗脳ってのは、肉体的にも精神的にもけちょんけちょんに追いつめてから始めるものなのよね。映画なんかにある、海兵隊の鬼おに軍ぐん曹そうが放送禁止用語で罵ば倒とうするのだって、洗脳の一種だし。

「そういうヤツ、知ってる？」

「……いや。だが無い話でもないな」

　喜一郎くんの目つきが変わった。操あやつられているのだとしたら、まだ救う手だてはあるからだ。彼を取り押さえれば、彦ひこ左ざ衛え門もんの時のように、錬金術で青江さんの洗脳を解とけるかもしれないし。

『おいひかるアレ見ろ！』

「えっ!?」

　ガー助が向いている先は、小学校の校庭。

　そこに一台の車が停まっていた。

「あーっ！」

　ここで逃のがしたら、またふりだしに戻っちゃう。

「喜一郎くん！」

「わかった。お前たちは行け」

　背中で返事をする喜一郎くんに感謝の念を送りつつ、私たちは窓から外に出た。







　白いセダンだった。校庭のど真ん中に停車しているということは、わざわざ駐ちゆう車しや場じようからここまで運んできたのだ。なんのために。

「待ちなさい！」

　私が叫ぶと、運転席から平賀が降りてきた。

　のん気にヒラヒラと手を振っている。

「彼らじゃ無理でしたか。さすがですねぇ、五人がかりでもかなわない。それとも錬金術師ってのは元々お強いものなのですかね？」

「黙だまりなさい！　あんたには聞きたいことがいくつもあるの！」

「どうぞ。私に答えられることでしたら」

　平賀は余裕だ。もしかして私を待つために校庭に停めていたのか。まさかね。

「青江さんに何したの……!?」

「何、というほどのことでもありません。ほんの少しだけ、欲望に忠実になるようにしてあげただけです。あの人は元々、なんでも我が慢まんしてしまうクセがありましてね。少しはワガママを言っても――」

　あ、しまった。

　聞きたいことはまだあったのに、平賀に武器を投げていた。

「わっ！」

　しゃべっている途中で投げられるとは思わなかったのか、平賀はセダンの陰に隠れる形で私のそれを避よけた。

　要領は手しゆ榴りゆう弾だんと一緒だ。ピンを抜いて相手に投げる。それだけで相手の周囲に重力場が発生する。前に使った月面体感機を飛び道具にした物だ。およそ15Ｇ、地球脱出の際に身体にかかる重力の二倍ほど。

　セダンが潰つぶれそうになるところを、お七しちの花が救った。手榴弾を重力場ごと燃やしてしまった。あの花、どうやら普通の炎じゃないようだ。

「もういいや。聞きたいことは、もうない」

　そうね。今聞かなければならないことはなくなった。

　――あとはこいつらをブッ倒してから決めよう。

「ガー助、いいわよ！」

『…………』

　しかし頭上のガー助は動かない。

「どうしたのよ、ガー助!?」

『……いや、ちょっと考えたんだけどよ』

　腕の代わりに翼つばさを組んで、考えごとをしているガー助。

『おいツリ目！　逃げる前に答えてけ！』

「な、なんでしょう……？」

　お七が守ったのは車だけであって、重力場の影響をモロにくらった平賀にはそれなりのダメージがある。

『てめぇ、本当に洗脳しやがったのか……？　洗脳する技術があるってのか!?』

「私は持っていませんよ。そういう能力を持った方かたが、組織には存在するかもしれませんがね」

　こんな時でも回りくどい言い回しをする。

　だけどガー助はじっと黙っていた。

「ねぇ、どうしたのガー助？　何があったのよ!?」

　ガー助の目が鋭くなっていた。

『……おい。テメーラが洗脳したの、青江の旦だん那なだけじゃねーだろ』

　確信を持った声で、ガー助が言う。

　平賀はニヤついた笑えみを崩くずさない。それが肯こう定ていの意思表示。

『そうだよな。なんかおかしいと思ったんだよ。フツーの企業の秘書が、フツーの人間が錬金術のブツになんて興味を持つはずがねーんだよ。せいぜい主人の弟のおかしな道楽としか思ってねーはずなんだよ、フツーはな』

「……ちょっと待ってよガー助。それ、誰のことよ」

『青江の旦那と違って、本人も抵てい抗こうしようとしたんじゃねーのか？　だから行動が支し離り滅めつ裂れつになっちまう。見合い写真とか持ち出したりな！』

　まさか。

　こいつら、まさか。







　同時刻。

　トーグーコンツェルンの本社ビルの一室にその男はいた。

　使い慣れないコンピュータをいじるのは骨が折れたが、パスワードは全すべて頭の中に入っている。

　これは侵しん入にゆうではない。

　見知った警備員に挨あい拶さつをして、すれ違った重役に調子を聞き、秘書部のメンバーとは来年の年始のスケジュールを確認しあう。怪あやしまれることは全まつたくない。

　四重のパスワードを抜けた先にある秘密のフォルダに、そのデータはあった。

　文書ファイルではない。正確には古い書物をそのままスキャンしただけのものだ。

　ファイルの名前は「東宮雅まさ臣おみ　全研究」と書いてある。

　誰にも気づかれない。気づかれても怪しまれない。

　このファイルをあの方に送信して、履り歴れきを抹まつ消しようするだけだ。

　それだけで自分の役割は終わる。

「あのー」

　先ほど話をしていた女性秘書が顔を出した。

「はい、どうしました？」

　彼女はコーヒーを持った盆ぼんを持っている。

「大変ですね。こんな時間にデータを持ってこいだなんて。これよろしかったらどうぞ」

「ああ、いやすみません！　いやいや、ワタクシこういうことは慣れておりますから。昔はそりゃ酷ひどかったモノです。データどころか、商品サンプルを持ってこいなんて言われて、新幹線で十キロの金きん塊かいを持って行ったこともあるくらいですから、ハイ」

「そうなんですかー。お体だけは大事にしてくださいね、西にし川かわさん」

　女性秘書の温あたたかい言葉に、その男は苦笑して頭を掻かいた。







　もう止められない。止めるつもりもない。

『おいコラひかる！　落おち着つ――』

「うあああああああっ！」

　右手には電でん磁じグローブを、左手には電磁棒を持って平賀に走った。彼ひ我がの距離は十メートルくらいだったが、スニーカーに装着しておいた加速装置のおかげで二秒以内に差を縮ちぢめられた。

　白いセダンのボンネットに飛び乗り、平賀を見み据すえる。

「あああああああああああああっ！」

　飛び降り、その勢いで殴なぐりかかった。

「おっと」

　最大出力の電磁グローブのパンチを、平賀はアッサリ受け止める。

　そうか、こいつ電気が効きかな――

　知るかっ！

「ああああああああああああああああああっ！」

　反対の手に持った電磁棒の柄で、平賀の頭を殴った。電気など関係ない、純じゆん粋すいな暴力で打ちのめした。倒れた平賀をさらにスニーカーで蹴けり飛とばし、仰あお向むけになったところを馬乗りになるために走り出す。

「ひかるちゃん！」

　背後の呼びかけに答えたのはガー助だった。

　お七が投げた炎の花を、ガー助の冷凍光線で完全に凍こおらせる。煮えたぎっているが、まだクールな部分はある。私が平賀の側に行けば強い炎は出せないから、お七はヘタに手が出せないはずだ。

「覚かく悟ごしろぉぉっ！」

　グローブのスイッチを切り、倒れる平賀の顔面を殴ろうとするが――

『ひかる！』

　ガー助の制止が、今度は耳に届いた。

　それくらい切せつ迫ぱくした叫びだった。

　そのおかげでまた命拾いした。

　白はく刃じんが喉元に突きつけられていた。

『古科学者を守護せよとの命が出た。狛はおまえたちを捕らえるという、最初の命と共にそれを果たそう』

　倒れた平賀と私の間に現れたのは、狛だった。

「狛……！」

　目の前に敵がいるのに、動けない悔くやしさ。

　だけど、一瞬で頭がクールになった。

『殺しはせぬ。アヌビスを捕らえるのは狛の使命』

　またその単語だ。

　そういえばこの話、すっかり忘れかけていた。

「平賀さん、もう教えてくれてもいいでしょ!?　アヌビスってなんなの!?」

　今の狛の口ぶり。

　まさか、アヌビスっていうのは――

「いやいや、失敬。アヌビスというのは我われ々われが勝手に命名しているだけでして、ある種のコードネームみたいなモノなのですよ」

　倒れながらも平賀は心底おかしそう。上着の埃ほこりをはたいて立ち上がる。

「アヌビスという神様をご存じですか？」

「知ってるわよ。エジプトの神様でしょ？　閻えん魔ま様みたいに、死者の魂たましいを判別する」

「そう！　よくご存じで！」

　平賀は手を叩たたく。なんだか馬鹿にされてるようで、ムカつく。

「ラーの天てん秤びんってのは、そのアヌビスが持ってる天秤なのよね」

「ひかるさんも、ラーの天秤について調べてくれたんですよね？　あれも我々が作った呼こ称しようです。いくら調べても出てきません。ですが、その中身については神話に忠実なのですよ」

「……？」

　近づいてくる平賀をいつでも撃てる位置にガー助が待たい機きしている。お七は燃える花をしまい、攻撃してこない。

『ハッキリ言えよ！　アヌビスってなんなんだよ！』

「すみません。持って回った言い方をする性格でして。どうにも治らなくて……っと、アヌビスの話ですよね。ええ、アヌビスとは東宮ひかるさんとガー助さんのお二方を指すものです」

『マジかよ……』

　そんな変な名前で呼ばれていたのか、私たちは。

「でも、どうして私たちがアヌビスなの？」

「アヌビスが持つラーの天秤は、命を計るものなんですよ」

　なるほど。全部理解した。

　私とガー助を繋つなぐ、このペンダントと注し連め縄なわこそ――いや、そうじゃない。私とガー助の命をやりとりしている「技術」こそが、ラーの天秤だったんだ。

「アヌビスは、冥めい界かいに送られる者の心しん臓ぞうを秤はかりにかけるんです。罪を犯おかしていない、綺き麗れいな魂はその天秤に乗った羽う毛もうと釣り合うんですよ。どう考えてもおかしいですよね？　心臓が羽毛と釣つり合あうはずないのに」

　それを釣り合わせる技術が、ラーの天秤。

「だけど、そんな技術、誰だってできるものでしょう？」

「いいえ」

　平賀はしっかりと首を振る。

　ウソだ。だってこれは私が死にかけた時、とっさに思いついた技術だ。助かりたいのと、ガー助に生まれて欲しい気持ちだけで考えた理論だ。

　そんな簡単に思いつくような理論――

「有史以来、人間は神の御み業わざをことごとく覆くつがえそうとしました。おかげで宇宙にも行くことができます。だけど命をやりとりする技術だけは、誰も成なし得えなかったのですよ」

「ホントに？」

「本当ですとも。だって、もしそれが成功していたら、歴史変わってますよ？」

　そんなにすごい技術だったのか。だから平賀は私たちをミズチに引き入れようとしていたんだ。

　あれ、でも例外がいるぞ。

「喜一郎くんはどうなの？」

　彼の不ふ死じ身みだって似たようなものではないのか。

「不死身――もしくはそれに近いものでしたら、すでに研究がされています。ですが命を移動させる技術、というのは前代未聞なのですよ。どこを探しても存在しない、あの高たか原はらイヨですらできなかった、世界で最初の例なのです」

　高原イヨってのは、師匠がよく話しているオバサンのことか。ものすごい錬金術師としか聞いてないけど。

　自分のしでかしたことの重大さが、今になってわかってきた。

　錬金術だって古科学だって魔法だって科学だって、死者を生き返らせることはできなかった。そんなすごい人がいるなら、私でも名前くらいは耳にしている。

　私とガー助は、決して強くない。どっちも未み熟じゆく者もので、命だって半分しかない。でも、半分しかない命は、全部持っていることよりスゴイことだったんだ。

　その話を聞いて、急に身体が重くなった気がする。

　そんな大たい層そうな力を私は扱あつかって――

『ひかる！』

　ガー助の声に我に返った。

　目を覚さました私の眼前に狛がいる。振り下ろした刀を、ガー助が翼で弾はじいた。ガー助が弾けるところをみるに、狛も本気では振ふっていない。

　ガー助が私の身体を押し、狛との距離を開かせる。

『さぁ逃げるがよい。殿しんがりは狛が務つとめよう』

　狛は私を見て、刀を突きつけたままつぶやいた。

「あ、あぁ……」

　よろよろと歩く平賀。

『遅い』

「うぉ、おおおおっ！」

　その肩をひっつかんで、車に放り投げる狛。平賀の身体はバスケットボールのように車の運転席に入っていった。ドアが開いていなかったらどうしたんだろう。

「あぁ、ああ、うん、助かったよ、狛」

　目を回しながらイグニッションキーをひねる平賀。すぐに逃げるつもりならエンジンを暖めておけばよかったのに。

『待てコラァ！』

　逃げようとする車のタイヤを狙って光線を吐はくガー助。

　同時に私もベルトから爆発するロープを取り出して、車に投げた。

『無む駄だだ』

　いったいどうやって移動しているのか。狛が車の正面に出現し、光線とロープを切きり裂さいた。ロープはともかく、また光線を斬るとは、どんな刀なんだろう。

　その間にエンジンが完全にかかり、平賀とお七を乗せた自動車は発進する。

「ひかるさん！」

　運転席から平賀が顔を出した。

「いずれまたお会いする時まで、その力、大事に取っておいてください」

　頭を押さえてハンドルを握る平賀を、もう追う気になれなかった。

　いま車を追えば、確実に狛に斬られるから。

　悔しくて悔しくて仕方ないけど、ここで死んだら誰がやる、という最後のブレーキが働いてくれたようだ。

　要は、この狛を倒してから追えばいいだけのこと。

「ひかるちゃん」

　後部座席の窓からお七が顔を出した。

「気をつけてね。身体だけは大事にしてね」

　その口く調ちようは本気で私のことを心配しているようだった。まるで孫に話しかけるよう。

「お七さん――」

　私が何か言いかけると、お七は少しだけ悲しい顔を見せた。

「ケーキ、おいしかったわ。また行こうね」

「――はい」

　なんでだろう。敵なのに、どうしてこんなに自然に話せるんだろう。

　古科学者はそういう人ばかりだ。

　信念――みたいなものがあるからだろうか。武士のように、たとえ悪あくとわかっていてもそれを貫つらぬく気持ちがあるから、敵でも信用できてしまう。

　そういえば校舎の中でもそうだったけど、お七は私をミズチに勧かん誘ゆうするとき、実力行使にでることは一度もなかった。自分の身を守ること以外では花は使っていなかった。

　なんだか……戦いにくくなっちゃったな。

　車が校庭を横切り、消えていった。

　最後に見えたのは、後部座席から私たちに手を振るお七の笑顔だった。

『最初の命は果たした。次は貴様たちだ』

　静かになった校庭で、刀を八はつ双そうに構える狛。

『死なないように捕とらえろとの命だが、怪け我がはさせるだろう。容よう赦しやしろ』

『できるかっ！』

　返答と共に光線を吐いた。それも何度も。連射された光線は狛に一直線に向かうものもあれば、弧こや螺ら旋せんを描いていたり、ぐるりと回って背後から狛を襲うものもあった。その全てを一秒の間に吐いたのである。

　これは狛も斬れないだろう、と思ったらその通りだった。

『往ゆくぞ。狛の剣を受けてみろ』

　真まっ直すぐ走ってきた。ほか全ての光線を無視して、正面にある光線のみを切り裂いてガー助に迫せまる。

「ガー助！」

　一瞬だった。私には狛がコマ送りで移動しているように見える。いやシャレじゃなくて本当にそうなんだってば。

『うおおおおおっ！』

　ガー助の翼が光る。

　羽根の先から数本の光が線のように伸びたと思ったら、その線の一つ一つがマニピュレーターのように動いた。迫る狛の刀を光の腕ではじき返す。

　狛の刀が一本なのに対し、ガー助の腕は無数。しかもまだ増える。

　それでも狛の刀には勝てなかった。

『ぐぉっ！』

　翼の先せん端たんが斬られた。工業部品を落としたような音が聞こえた。

　自分で自分の翼を押さえるガー助。

　狛は最初に現れた位置に戻っていた。あの位置からいつでも斬れるということか。

　やっぱり、遣う人が違うと強さも変わるんだ。

　最初に出会った狛は、なんだかよくわからないヘンテコな人形くらいにしか思ってなかったが、あれはあれで狛の特性の一つだったんだ。内蔵された様々な道具を操るタイプ。

　対して、今は尖とがった刃物のようにピンと張りつめている。最初の狛がいろんな方向にトゲトゲを持ったイメージだとすれば、こっちは一本の線だ。全ての力を「斬る」ことだけに集約している。

　ふと、私が遣ったらどうなるんだろうと考えてみるが、意味のないことなのですぐに考えを打ち消した。それよりも今は無ぶ事じに帰ることを考えよう。

『どうやら今の狛にはまったくついていけぬようだな』

　私なんか、目で追うことすらできない。

　まるでテレポートしているようだ。

『言っておくが、キチェスでもサーチェスでもないぞ』

『なんだそりゃ？』

　首をかしげるガー助。ガー助は知らないかもね。

　って、なんで狛が知ってるんだ。

『本気を出せ、ガー助』

　静かな声だった。

『先ほど、狛を子どものようにあしらった、あの力はどうした』

『あれは……その、なぁ』

　ガー助がこっちを見た。

「いいわよ」

　私は胸のペンダントに手をかけながら、ガー助に目め配くばせした。

　そしてペンダントを外はずすと、すぐに行動に移った。

　私の中にある命が、ガー助に流れこんでゆく。ペンダントを外した私から、ガー助の注し連め縄なわに数％の命を。そして注連縄がとかれ、数十本の糸になった。糸から漏もれる青白い光が、縄とは別の形に紡つむがれる。やがて光は大きな翼になった。

　強くなると生命力も増すのだろう、斬られたガー助の破は片へんが自動的に戻ってきて患かん部ぶとくっつく。あっというまに元通りになった。

『見せてやるぜ！　全力の俺様をなぁっ！』

　そして私はガー助の足に捕まり――

　空を飛んだ。

　私を持ったガー助は重さなど無視して、まっすぐに飛んだ。

　狛とは反対方向に。

『逃げるぜぇぇぇぇぇっ！』

　本気のガー助の逃げ足には、さすがの狛も追いつけまい。
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　剣が打ち合う音が木造校舎に響いた。

　打ち合った回数は、これが一合目。日本刀はよく斬れる分、強度がもろいのでまともに打ち合うと壊れてしまうのだ。

「さぁ、邪魔者はもういないぞ！　ワシの胸を借りるつもりで来い！」

　眼前の青江はこんな状況でも笑っていた。

「青江さん――」

　対する喜一郎は泣きそうだった。

　もう、こりごりなのだ。大切な人に刀を向けるのは。

　杉すぎ田たやお七のように、なんの関係もない古科学者なら簡単に斬れる。だが、喜一郎が戦ってきた相手はそれだけではない。青江のような恩人、母の知り合い、昔からの友人――まともな神経の持ち主なら、耐たえられないだろう。

　それでも必要だから、喜一郎は刀を抜く。

　大切なものと、自分の誇ほこりのために親しい人を斬るのだ。

「貴方の動きを止めれば、狛も停まる――そう言いましたね」

「おう、言ったぞ！　だからワシを斬ればひかるちゃんたちも助かる！」

「斬りません！」

　強く、叫んだ。

　同時に右腕が斬り飛ばされた。

　手加減ができる相手ではないことは知っていた。

「不死身だからってナメるなよ。お前をバラバラにして瓶びん詰づめにすることだってできるんだからな。ワシを止めたかったら殺す気で来い、ガキが！」

「青江さん!!」

　残った左腕で刀を握にぎる。

　斬りかかろうとして、動きを止めた。

「……すみません、ちょっと待ってください」

「おう」

　青江は足下にある喜一郎の右腕を蹴り返す。転がってきた腕を拾うと、喜一郎はそれを元通りにくっつけた。

　そして軍服の中をまさぐり、懐ふところにしまってある紙束や本を取り出した。それを廊ろう下かの隅すみっこに置く。脱いだ軍服を振ると、苦く無ないがジャラジャラと落ちてきた。

「いざという時、頼りたくありませんから」

「あと、身み軽がるになるしな」

「そうです」

　青江の言葉に笑顔でうなずき、喜一郎は刀を構え直す。

　それが恩人に返す恩だと心に決める。

　もう、迷まよいはなかった。
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　失敗した。それも大失敗だ。

　逃げるところまでは良かったんだけど、方向を思いっきり間違えた。

　住宅街に続く道が一本だけあるのだが、そこと真逆の森へ入ったのだ。森なら狛を振り切れるかな、って単純に考えてたんだけど。

　正直、森を舐なめていた。ここまで方向感覚が狂うモノだとは。校舎の灯りを唯ゆい一いつの目印にしていたんだけど、それもだんだん怪あやしくなってくる。やがてもう何も見えなくなった。

「ガー助、もうダメ……」

　小川のほとりで、私のほうがバテた。

『ほらよ』

　命を返してもらい、ほっと一息。たった数％でも、ものすごく疲れるのだ。自分の体重がその％の五倍くらい増えると思ってもらえば、だいたい理解できるだろうか。

　しばらく息を整ととのえようとしたけど、なかなか動どう悸きが収まらない。心臓にも負担がかかっている。正直、自分で走ったほうが良かったかも。

　そうしてしばらくの時間、私はじっとうずくまっていた。

　心が落ち着くと、考える余裕が生まれる。

　そうして先ほど起こった出来事を考えると――なんだか泣けてきた。

　どうしたらいいのかな。

「ねぇガー助。これからどうしよっか」

『あん？　そりゃポンコツをブッ倒して――』

「それから？　この場をやり過ごしても、またラーの天秤の技術を狙ってミズチの人たちが襲おそってくるよね？」

『だからどした』

「なんかさー……私、すごいことやっちゃったなーって」

　ダイナマイトを発明したノーベルの気持ちだ。

　命を操作する技術。よく考えてみればものすごいことだ。悪用されたら、それこそ世界が滅ほろぶ技術だ。

　もしもミズチの手から逃のがれたとしても、ほかの機関が私を狙うかもしれない。

　そうなった時、私たちはどうすれば――

『なにセンチになってんだボケが！』

　いきなりガー助が私の額ひたいを刺した。クチバシがみごとに突き刺さっている。

「おおおおおおっ！」

　たまらずガー助を引ひき剝はがして、遠くへ放り投げた。ボールのように飛んでいったガー助はさておき、刺された額から血がどくどくと流れている。

「何すんのよっ！」

『うるせー！　馬鹿にはそれくらいでちょうどいいんだ！　少しは溜たまった熱でも取りやがれっ！』

　肉にく眼がんでは見えない森の向こうからガー助の叫び声が聞こえる。

　言い返そうとしたら、

『俺たちの命だろうがっ！』

「え？」

『ラーの天秤だかアヌビスだか知らねーが、使われてるのは俺たちの命だろ！　技術とか関係なくてよ！　俺たちの命を守るために何しようが、そりゃ正せい当とう防ぼう衛えいだろが！　テメー、平賀にごちゃごちゃ言われて賢かしこくなった気になってんじゃねーよ！』

「んだとぉ……！」

　反論しようとしたけど、声が出ない。

　まったくもって正論だ。いつもの私はどうしたんだ。

　自分たちの命を守るため、逸いつ色しきビルの人たちを守るために戦う。そんな単純な理由でいいんだ。ラーの天秤とかは、そのオマケでいいんだ。

「ガー助」

『あぁ？』

　お礼を言おうとしたけど、

「オトメの額に穴あけてんじゃないわよっ！　死ねこのバカ鳥っ!!」

　手近な石を摑つかんで、ガー助のいるあたりにおもいっきりブン投げた。二、三個投げていると、そのうち一個が当たったようで、小さな悲ひ鳴めいが聞こえてきた。いい気味だ。

　とりあえずハンカチと錬金術で作った軟なん膏こうで応急処置。

　近くにある小川の水で、血に汚れた顔を洗うことにしよう。この水、飲めるくらい澄すんでるのかな。

「いだっ！」

　そんなことを考えたら、岩に生はえている苔こけで滑すべって尻しり餅もちをついた。

「いたたた……」

『その水は澄んでいるぞ、東宮ひかる』

　下流から声がした。

　教えてくれたのは――もちろん、狛だった。

　最後に会った時と変わらない姿だった。

『速いな、さすがに狛の足では追いつけなかった』

『追いついてるじゃねーか！』

『五分も離された。狛が全速力で走っても、だ』

　狛がガー助に斬りかかる所は、私では見えないくらい速い。そんな狛が五分離される……やっぱり速いことになるのか。追いつかれた今となっては、全まつたく意味がないが。

『ひかる！　逃げろ！』

　ガー助が私の前に現れる。

「でも、あんた」

『別にオメーを助けるためじゃねーよ』

　ガー助は純じゆん粋すいな目で狛を見つめていた。

　ハラをくくったってことか。

『そうだ、東宮ひかる。ここは手出し無む用ように願いたい。どのみち貴様に出せる手はないだろうが』

　狛までもそう言う始末。腹は立つが、反論できない。

『好きなところへ逃げるがよい。狛はガー助を行動不能にした後で、貴様を捕とらえに行こう。さすればアヌビス捕ほ獲かくの命は果たされる』

　言い返せないと思って好き勝手に言ってくれる。

　でもここに私がいたら、どっちにとっても足手まといになってしまう。

「ガー助、命は分けてあげないよ」

『ああ、わかってるよ』

「勝ってきなさいよ」

『オメーもな』

　ガー助を拳こぶしで軽く小こ突づくと、私は小川を下流に向かって走り出した。たぶんこっちの方角は校舎に近いはずだ。イザって時には住宅街へ逃げようという魂こん胆たんである。川の流れに沿って歩いていけば、少なくともどこかに出るだろう。

　川沿いは道と呼べるほど整えられてはいないが、人が歩けるくらいの幅はある。冬なのでそれほど葉っぱがなく、その代わりにとても寒い。

　さらに真夜中なので視界がすこぶる悪い。私は当たり前のようにライトを持っているが、それがなければ遭そう難なん間違いなし。

　だけど目の前の男には、ライトなど必要なかった。

「探しましたよ、ひかるさん」

　木に寄りかかって立っている、杉田。

　あいつが操った人たちは動けなくしたけど、本人は気がついたらどこかに消えていたんだ。いったいどこで何してるんだか。

　平賀はあの校舎にいる人間を九人と言った。

　四人を行動不能にして、二人が逃げた。一人はガー助が気絶させて、一人は喜一郎くんと戦っている。ということは、残っている人間は彼だけになる。

　こいつが最後か。

　もう言葉の掛かけ合あいは必要ないだろう。嵌はめたグローブを確かめ、腰から電磁棒を出す。ポケットからいくつか道具を取り出して、いつでも使えるようにしておく。

「では、始めますよ！」

　杉田の手が翻ひるがえった。

　何かを投げるのかと思ったが、そうではない。反応したのは杉田の周囲だった。

　ざわざわと森が叫び始めた。水が荒れ、地面が鳴り始める。

「なに――何したの!?」

「何も変わりませんよ。先ほどと同じです。私のもっとも得意なやり方」

　ほどなくして答えが判明した。

　感じる。杉田以外の視線、呼こ吸きゆう、足音。それも一つや二つじゃない。もっと大勢の、そう、軍勢とも呼べるくらいの――

　怖こわくなって、ポケットから取り出した閃せん光こう弾だんを投げた。

「ぐっ！」

　杉田が目を伏ふせる。

　――ギャアアアアアアッ！

　杉田以外の悲鳴が森中に響き渡った。

　閃光に目を焼かれた声が、怒いかりの足音に変わって私の方向に向かってくる！

　無数の動物たちだった。リス、タヌキ、鳥、果はては虫までが。森を埋うめ尽つくす野生の軍団が、全て私一人を目当てに襲おそいかかってきた。

「おとなしくしなさいっ！」

　走りながら小瓶を取り出して、振りかけた。中には睡すい眠みんを誘ゆう発はつするナルコ水みずが入っている。水は動物たちにかかり、数十匹の動物がコロッと倒れる。

　地じ響ひびきがそんなもので止まるわけがなかった。その数十匹の身体を踏ふみ越こえて、百を優ゆうに超える小動物が私に躍おどりかかった。
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　地面どころか空気が揺ゆれていた。

『うおっ、なんだなんだ!?』

　空気が揺れると、俺が困る。微妙に羽根が動かしにくくなるのだ。もちろん狛がそんな俺を見み逃のがすはずがなく、間合いを一気に詰めて斬りかかってきた。

　振り上げた一撃を翼から伸びる光の腕で弾き、がら空あきになった胴どうに光線をブチこむ。刀の間合いから撃ったはずなのに、狛のヤツそれを避よけやがった。最初から計算のウチだったんだ。

　となると、俺が取るべき行動は――

『っとぉ！』

　前方へ飛んだ。

　背中を冷たいモノが通り抜ける感かん触しよくがしたが、気にせず速度を上げ、急上昇。クチバシを上げて背後から追ってくる狛の背中にターンする。

　今度こそ光線が狛の背中にヒットした。電撃が狛の身体を巡めぐり、バランスを崩して小川に落っこちる。

　だんだんと読めてきたぜ。狛の機動が。

　あいつ行動がワンパターンなんだよな。遣う人間によって行動が変わるって言うが、青江の旦那は心に一本芯しんが通っていて、曲がったことが大嫌いって風だったもんな。それとも狛が覚おぼえるパターンは一定なのか？　まぁどっちでもいいや。

　読めたところで、五分なんだよな。

　あのスピードは自動人形の俺でも追い切れねぇ。読めてようやく防ふせげるってレベルだ。人間だってそうだろ。メジャーリーガーのストレートなんて、来るとわかってても打てねぇだろ。

　だけど今の光線で、狛にどれだけダメージを与えられたか。電撃が回路をショートさせてくれりゃ御おんの字なんだがな。

『くっ――！』

　小川から狛が立ち上がった。

　髪も着物もずぶ濡ぬれで、最初の綺き麗れいな市いち松まつ人形はどこいったんだか。

　そんな着物を見て、明らかに狛の表情が変わっていた。まるで普通の女みたいに、洋服を汚されて困惑している顔だ。大事な着物だったんだろうか。

　アレか。こういう乙女の恥じらいも、少女マンガの影響なのか。

　そして困惑の顔は、明確な怒りに変化する。

『よくも狛にこのような恥はじを……！』













　狛の語ご気きが強くなった。

　汚れた顔に張りついた怒りの顔は、もうただの人形じゃねえ。

『いいツラになったじゃねぇか！　わはははっ！』

　なんだか嬉しくなって笑ってしまう。

『狛を笑うな！』

『おかしくて笑ってんじゃねーよ！』

『うおおおおおおおおおおっ！』

　叫んだ。

　あの人形が、怒りに身を任せて叫びやがった。

　何が道具だ。ちゃんと自分で考えて行動できるじゃねーか。コイツだって仮かり初そめの命なんかじゃない、自分だけのモノを持ってやがるんだ。

『っと！』

　光線を吐く。その反動で後ろに下がる。すぐ脇を狛の刀がすり抜ける。

　いつもなら間に合うタイミングで振り向くが、狛の二にの太た刀ちがやってこない。

『アァヌビスッッッッ！』

　さっきまでの攻撃より、数段遅い狛の一撃。

　これならクチバシで受け止めればいいかと思ったが、ふと考え直してこの刀も避よけてみた。

　バキッ、と妙な音がした。

　俺の真下にあった岩――直径一メートルくらいのデカイやつが真っ二つになっていた。割れた岩の前で、狛が残ざん心しんしている。

　やべぇ。

　人間味が増したのはいいが、同時に強さまで倍増しやがった。

　この力に速さが追いついてきたら、確実に斬られる。
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　全身を嚙かまれて、私の皮ひ膚ふは傷だらけになった。杉田の手によって強化された森の動物たちは、エサがなくなったような必死さで私に牙きばや爪つめを立てる。

　痛い。すごく痛い。

　そういえば今は冬。ということはこの動物たちは冬眠していたんだっけ。そりゃ獰どう猛もうにもなる。杉田のやつ、そこまで計算していたんだろうか。

「な……なんだと？」

　だけど私は倒れない。それどころか、倒れるのは私に嚙みついた動物たちだ。私の周りにどんどん動物の山が生まれる。倒れた動物をかきわけて、さらに群むらがる動物たち。そして倒れる動物たち。

　動物の山の頂点が、私の身長と同じくらいになって、ようやく動物の攻撃が止まった。本能的に「コイツは食べられない」と判断してくれたらしい。

「いたたた……服もボロボロね」

　全身を見る。石の肌が剝はがれ落ちて、バラバラと地面に落ちていった。

「そういう種たね明あかしですか……！」

「そうよ。フィギュアスキンケアクリーム。これ塗ぬっておくと、全身が石のような肌になるの。すっごい大量に塗ってきたから、まだ銃弾くらい防げるよ」

　欠点としては、ものすごくベタベタして気持ち悪いということだ。だけど戦いに臨のぞむ時にそんなこと言ってられない。

「じゃあ、動物たちを倒したのは？」

「スタンガンの応用。全身に電流流しただけ」

「しかしそれだったら――あっ！」

　杉田も気づいたようだ。私の足下に尻尾しつぽのようなものが下がっているのを。ただの電線を改造したものなんだけど、アースとしてはとても優秀だ。雷かみなりに打たれてもケロリとできるほどだ。

「ねー杉田さん。こっちもね、いくつか疑問があるのよ」

「なんでしょう」

「こんだけの動物、どうやって強化したの？　あんた前は針みたいなの刺してたけど、この動物全部に刺して回ったの？　ここ、あんたの実験場か何か？」

　もしそうだとしたら、生せい還かんできる確率はゼロだ。敵てき陣じんの奥深くまで入りこんで、さらにこれだけの軍勢を相手に勝てるわけがない。

　しかし杉田は首を横に振ってくれた。

「まさか。わ、私はこれでも動物を大切にするんだ。ほら、こ、こいつらは彦ひこ左ざ衛え門もんのように巨大化もしていないだろう？　濃のう度どの低い強化剤を空気中に散さん布ぷしただけだ。薄いから時間がたてば元通りになる。心配は要いらない」

「あら、やけにアッサリ教えてくれるのね」

「も、もう種明かししてもいいでしょう。これが私の一番得意なやり方なんだ。こ、これで負けたら、わ、私は終わりだ。完敗だ。この方法が、れ、錬金術師、東宮ひかるを出し抜ける、唯一の方法なんだ！」

　熱くなって叫ぶ杉田。

　狛がガー助に恨うらみを持っているように、杉田だって一度は私たちにコテンパンにやられたんだ。そりゃ憎いだろう。

　でも彼のことを少し見直した。

　憎いなら憎いなりに、手段を選ばずに私たちを殺す方法はいくらでもあるだろう。だけど彼は古科学者の誇りにかけて、自分の分野で私に挑いどんでくる。

　数百、もしかしたら数千の敵がいるけど、卑ひ怯きようだとは思わない。タイマンじゃなくたって正々堂々とした戦いはできる。それが杉田の唯一の方法なのだから。そういう意味では古科学者って不器用な人が多い。昔むかし気質かたぎの人が多いのだろうか。

　だったら、私も受けて立とう。もう二度と悪さできないように、徹てつ底てい的てきに叩たたこう。

　それがヒーローＬＶレベル１の仕事だから。

　私のやり方――

「杉田さん。最後に一つだけ教えて」

「なんですか？」

「彦左衛門の好物と、飼し育いくの仕し方かた」

　千ち秋あきちゃんに頼たのまれていたんだった。彦左衛門の元飼い主なら知っているはず。

「普通のミドリガメと変わりませんよ。日光に当てるようにして、でも体温調節用の日陰も作ってあげてください。サルモネラ菌きんに関しては、私の薬が予防してくれます」

「ありがと。生きてたら千秋ちゃんに教えとく」

「私が勝ったら、伝えておきますよ」

　少なくとも動物に関してはいい人だった。

　これで思い残すことはもうない。全力で戦える。

「では行きますよ、ひかるさん！」

　杉田の攻撃はとても単調だ。接近して、殴る蹴るオンリー。そしてそれがとても強力なのだ。狛よりは遅いが、私では絶対に避けきれない速さで間合いを詰めてくる。

「おおおっ！」

　杉田の足あし下もとが破は裂れつした。

　仕掛けておいた地じ雷らいが役に立った。殺傷能力のない煙えん幕まく地雷だ。煙がもうもうと上がる中、杉田の背後を取ってグローブで殴りつける。

「っ……！」

　脳に作用して、攻撃衝しよう動どうを削けずり取とるグローブ。本気でやろうとする人間にはこれが一番効きく。気持ちと本能のギャップに、頭がクラクラしてくるはずだ。

「ガアアアアアッ！」

　バックハンドで殴りつける杉田。身をかがめて腕を避ける、その間に足にロープを巻きつけた。ロープがあるのに行動しようとして、杉田はハデに倒れた。

　すかさずその場を離れて、ポケットの中のスイッチをオン。巻きついたロープが大爆発を起こす。今度は正しよう真しん正しよう銘めい、火薬の入った爆弾だ。

「これで……どうだっ！」

　煙の向こうで杉田がもがき苦しんでいるのがわかる。少しは効いただろう。前は私の命の二十五％を持っていったガー助でないと勝てなかった相手だ。今はあの時くらい肉体強化していないけど、でも、こんな攻撃じゃ倒れないはず。

　まだ煙が晴れない。

　もう少しよく見てみようと、足を一歩踏み出した時だった。

　――ドドドドドド……！

　なんの音だろう、と振り向いた時にはもう吹き飛ばされていた。自動車に轢ひかれたことはないが、きっとそれよりも強い衝しよう撃げきだったと思う。

　メキ、という音がした。たぶんアバラがいった音だ。

　はね飛ばされて、小川の岩に叩きつけられた。もう石の肌なんてまったく役に立たない。ブルドーザーがぶつかったのかと思ったくらいだ。

　ああ、そうか。これが杉田の力なんだ。

　多分ぶつかったのはイノシシだ。強化されたイノシシが、電流も知らずに突進してきたんだ。その向こう見ずな純粋さの勝利といったところか。

「結構……効ききました」

　立ち上がってきた。杉田が立ち上がってきた。

　頭から血を流している。肩を押さえている。外れたのだろうか。

「……ぁ」

　声を出そうとしたけど、出なかった。

「今の私は、このくらいの攻撃も効くんですよ。前みたいに変な肉体強化はしません。あれは治ち癒ゆが遅くなって、かすり傷でも死に至る時があるのです」

　歩きながら私に近づいてくる。

　逃げなきゃ。頭でそう思っていても、身体がいうことを効かない。死に至りそうなのはこっちの方だ。

「ですが、やっぱり私の勝ちです。この場にガー助さんがいても同じだったでしょう。貴方たちは動物を殺せない。私の武器を破壊することはできませんから」

　あのイノシシも杉田の武器だというのか。確たしかにそうだ。

　杉田が私の足下に来た。もう立っているのも辛つらそうだ。

「殺しはしません。ガー助さんに対抗するための人質ひとじちになってもらいます。アヌビスとラーの天秤の秘密が判明するまで、ミズチのために尽くしていただきますよ」

　自発的にできないことを、尽くすとか言うな。どうせ実験材料みたいな扱いになるんだろう。それとも今度は誰を人質にするんだ。

「……ぉぉ、そ、んな」

　声が少し出た。

「ンなこと、させない！」

　詰まった息を声にして吐き出した。

　手はある。まだ杉田を出し抜ける方法はあるんだ。

　とってもみっともないけど、これが私のたった一つのやり方。

「お願い！」

「はいよっ！」

　打てば響くような返事と共に、何かが飛んできた。

「な、なんだ、ム、ググググ……！」

　杉田の顔面にはりついたのは、紙。さらに折おり鶴づるが本物の鳥のように羽ばたいて杉田にぶつかっていく。折り鶴の先せん端たんが杉田の身体に刺さると、クラッカーのように弾けた。

「おお、ぉおおおおっ！」

　倒れる杉田。折り鶴の破裂の痛みに耐えられずに転がり回る。見た目よりかなり痛いようだ。その間に私の身体を抱きかかえて、杉田から引き剝がしてくれる大きな腕が。

　助けられた腕の持ち主に、私は心からのお礼を言った。

「ありがと彦左衛門、千秋ちゃん」

「いぇーい」

　木陰に座りながらピースサインをする千秋ちゃん。その肩の上に乗った彦左衛門も満足そうに四本の足を伸ばしていた。

「カンジくんもありがと！」

　千秋ちゃんの隣で杉田の様子を見ているカンジくん。すでに次の折り鶴を出して戦闘モードに入っていた。

　カンジくんが助けに来たことは、既に知っていた。動物たちに群むらがられている時に、紙飛行機が飛んできたのだ。その紙飛行機を開いて見ると「機を見て助けるから待ってろ」といった文面が書かれてあった。

「へへっ、ボクはこういうことの方が得意なんだよ」

「どういうこと？」

「あのね、ウチのビルに紙飛行機が何個も飛んできたの！」

　興こう奮ふんしている千秋ちゃん。

「ひかるちゃんが危険だから助けに来てくれって書かれてあって、それでウチのビルの人全員、急いで支し度たくして……」

「って、全員!?」

　その時、周辺が突然まぶしくなった。

　ヴォンヴォンとけたたましい音と共に、十台以上のオフロードバイクが近づいてくるではないか。

　全員ヘルメットを被かぶってはいるが、そのガラの悪い格好を見れば誰だかすぐにわかる。

「ひかるちゃん、俺たちも来たぜ！」

「元山林暴走族の血が唸うなるぜ！」

　天てん成せい会かいの若い人たちだ。千秋ちゃんやカンジくんを運んでくれたのも彼らだろう。にしても山林暴走族ってなんだ。まぁ徒歩の暴走族もいるらしいから、詳しくは聞かないことにしよう。

「伊い藤とうさんたちも来てるの？」

「兄貴たちはあのボロっちい校舎の側で待機してるぜ。警サ察ツへの牽けん制せいと、ほかに怪しいヤツがいないか見てくれてる。あと板いた垣がきさんやエジプト人のオッサンも来てるぜ」

「そう……」

　安心した。あそこなら飛び火はしないだろう。

「すごいねカンジくん。プロの伝令役？」

「別にそーいうんじゃないよ。いろんな人にボクの折紙を見てもらいたかっただけ。割と目立ちたがり屋なのかな、ボク」

　照れるカンジくん。でも今は最高にかっこいい。

　見れば杉田も完全に立ち上がっていた。折り鶴の痛みが抜けたらしい。

「それが貴方の武器ですか、ひかるさん」

　疲れた声の杉田。でもダメージはまだ私の方が深い。

「そうよ。これが私の最大の武器」

　駆かけ出だしのヒーローの私。ガー助という強い味方を得たところで、できることはたかが知れている。でも私とガー助だけじゃなく、みんなの力を借りればもっと大きなものを助けられる。

　その代わり、私も彼らに尽くす。彼らのピンチには喜んで馳はせ参さんじよう。

　それが信頼ってもんでしょ。

　勇者だって一人じゃ魔王を倒せない。心強い仲間がいて、初めてヒーローになる。

　人の力を借りることは決して恥ずかしいことじゃない。むしろそっちの方が自分の力を発はつ揮きできる時もあるんだ。

　――それがミズチに目をつけられた最大の理由なんだけどね。

　私たちは単品で見ればヘッポコ錬金術師だ。だけどラーの天秤の技術は、何かに応用すればすごい力を発揮するはず。応用できるだけの力が、ミズチにはあるんだ。お互いに力を合わせれば、どんなことだってできる。

　可能ってだけで、やりたくもないけどね。

「ひかるちゃん、この動物たちは引き受けたよ」

　カンジくんが袖を下に向けると、無数の折紙が落ちてきた。この袖の中に何枚隠し持っているんだろう。

「おうひかるちゃん、俺たちもやっちまうぜ!?　ひかるちゃんを泣かせたヤツは動物だって容よう赦しやしねーぜ！」

　バイク集団もやる気だ。

「……わ、わたしも」

「千秋ちゃんはやめときなさい」

　手を上げようとする千秋ちゃんを制すると、肩に乗った彦左衛門が地面に降りてきた。彼女を守る意い思し表ひよう示じとみた。

　カンジくんの折紙が私の周囲を舞っている。最初は折り鶴だったものが破裂して、鱗りん粉ぷんのような細かい紙かみ吹雪ふぶきになり、その一枚一枚が動物たちに張りついていく。どういう仕掛けか、その紙を喰らった動物たちは倒れてしまう。紙に睡眠薬でも塗ってあるのだろうか。その動物たちを網あみで捕らえているのが、バイク集団。

　千秋ちゃんはどうしてるかな、とチラリと視線を移せば、なんと戦っているではないか。カンジくんの折紙を避けた動物や、身体のサイズが大きくて睡すい眠みん薬やくが効かない動物を千秋ちゃんが指示して、それを彦左衛門が捕らえるといったコンビネーションができている。

　みんな本当にありがとう。

　となると、私の仕事は一つ。

「杉田さん、タイマンよ！」

「――そうですね」

　杉田が拳こぶしを握にぎった。彼ももう手がないことを悟さとっているのだ。そうしてスーツのポケットから瓶びんを取り出して飲んだ。

　みるみるうちに杉田の筋肉が増した。本当に最後の手段に出たようだ。

　ガー助はいない。私一人だけ。

　それでも、私はこの男に勝たなくちゃならない。

「行きますよ！」

　杉田が突進してきた。先ほどと同じく、一直線に私に向けて。

　あの豪腕で摑まれたら、それだけで背骨が折れてしまうだろう。スピードもオリンピック級だから、逃げることもできない。真まっ向こうから立ち向かうだけ。

「来い！」

　私は杉田に対して身み構がまえて――スイッチを押した。

　途と端たんに杉田の進行方向に穴が開く。

「うおおおっ!?」

　スポーン、という擬ぎ音おんがピッタリなくらい綺麗に落ちた。

　何が起きたかわからない杉田。見事に穴にハマっている。穴の深さも幅もだいたい私の身長と同じくらいだから、杉田の肩から上だけがのぞいている形だ。

「な、な、な、な……！」

　まだ自分の周囲を見る杉田。

　その間に私はポケットからロープを取り出して杉田に向かって放る。ロープは自動的に動いて、杉田の身体に巻きつく。特殊ワイヤー入りだから、そう簡単に切れないだろう。

「これも私の武器よ。フツーに考えて、あんたと真まっ向こう勝負して勝てるわけないじゃないの。だから頭と道具を使ったの」

　実はこれ、古科学にヒントを得た道具だったりする。古科学にはどこでもドアみたいなトンネルを造る道具があって、初めてあれを見た時から原理が知りたくてしょうがなかったのよね。

　いろいろ試し行こう錯さく誤ごしたんだけど、できたのは小さな穴を作る装置。

　いやまさかこんな形で役に立つとは思わなかった。最高の落とし穴製造マシーンだ。

「ぐぐ……」

　落とし穴の中でロープに縛しばられれば、さすがの杉田も何もできないだろう。なにも完全に倒さなくても勝つことはできる。これで詰みだ。

「ま、そこでしばらく頭を冷ひやしていなさい。薬の効果が切れたら出してあげる」

　私がニッコリ微笑ほほえむと、杉田は観念したのかうなだれて無む言ごんになった。

　さてと。

　あとはこの動物たちを全員眠らせれば終わりだ。

　ポケットに残った道具を数えたら、もう残り少なかった。このままカンジくんに任まかせてしまおうか、と考えていたら、

「ひかるちゃん、危ない！」

　またイノシシが私に向かってきた。

「きゃ―――っ！」

　前回といい、どうして私は動物に追われるんだろう。変なフェロモンでも出ているのだろうか。
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　がつん、と刀がクチバシにぶつかった。正確には振ふり下おろされた刀を俺が押さえつけたのだが、狛の力はそんなものじゃ止まらなかった。

『おおおおおおおおっ！』

　刀を返さずに振り上げ、峰みねで俺の身体をぶん殴った。吹き飛ばされて地面に落ちる俺。右肩の辺りがすげぇ痛いと思ったら、今の一撃で翼がへこんでた。もともと刀ってのは鉄でできてるから鈍どん器きとしても強いんだ。

『ちっ！』

　狛が追いかけてくる前に、飛ぶというよりも発射されるような速度で宙に舞った。翼がうまく動かないから、風にも乗れねぇし細かい動きもできねぇ。

　暗闇で光る点に向けて、光弾をマシンガンのような速度でブッ放した。当たるとは思っちゃいないが、牽けん制せいくらいはできるだろう。

　そう思っていたら、撃ったはずの光弾が帰ってくるじゃねえか。

『ンだとぉ!?』

　あの人形、まさか光弾を打ち返しやがったのか。どこのスラッガーだ。

　こいつの強さは本当に果てがない。青江の旦那に遣つかわれたせいだか知らないが、放っておいたら世界最強の暗殺者になれるんじゃないだろうか。

『させるかよっ！』

　翼に光りが宿る。

　飛んでくる光弾の軌道から狛の位置を再確認して、そこへ急降下した。翼の光がジェット噴ふん射しやのように推進力を与えてくれる。その噴射の向きを調節しながら、狛へ突撃する。

『む！』

　狛が刀を構えて待ちかまえていた。カウンターで斬ろうってのか。

　刀が俺の身体を透とう過かする。

『なにっ!?』

『幻影だよバーカ!!』

　次いで出現した俺のクチバシが狛の胴どうにめりこんだ。

　翼から漏もれる光を調節して見せた幻影だ。東宮の錬金術は、目の錬金術だ。こっちから敵を見つける技術もあれば、敵の目を攪かく乱らんするテクニックだってある。

　クチバシから光がほとばしる。先端から尻尾の先まで、一つの槍やりになって狛を貫つらぬいた。相撲すもうのように狛の身体を押し続け、さらに回転を加えて貫通力を上げる。

　最高に強化した杉田だって倒せた槍だ。こいつの土ど手てっ腹ぱらに風かざ穴あな開けてやる。

『負けるかぁっ！』

　狛が俺の胴体に何かを振り下ろした。

　短刀だった。どこにそんなモン隠してやがった。

『うおおおおおおおっ！』

　短刀が背中に刺さって回転は止まったが、俺は狛の身体からクチバシを外はずさない。文字通り刺し違えてでもこの人形は破壊してやる。地の果てまでも突進をやめるつもりはない。

　しかし限界が来た。俺の身体がいきなり後ろに引っ張られた。

　狛からクチバシが抜け、地面に倒れる俺。狛も膝ひざをついて動かない。

　タネあかしは短刀だった。これにヒモがついており、木か何かにもう一方の先端を引っかけたのである。単純だが使い道の多そうな道具だ。

『…………アヌビス……！』

　貫いた狛の腹から電気がバチバチとショートしている。それなりのダメージは与えたようだ。もちろん、俺も同じだがな。背中が痺しびれてやがる。

『情報に……偽いつわりがあった……』

『あん？』

『……その動きは、東宮ひかるから命をもらわねば……不可能だったはずだ』

　言われてみればそうだ。

　あの威い力りよく、素すでできたのはおかしい。かといってひかるから命を分けてもらった感かん触しよくもない。いつも通り、五十％の俺様だ。

　でも、なんとなくやり方がわかるんだよな。一度やったからかな。杉田の時は最大出力で出し切ったが、今は威い力りよくを調節して少ない力でもできる気がするんだ。

　つーか、調節も何も、これが俺の限界だったわけだが。

『くそ……』

　飛ぼうと思ったのだが、身体に力が入らねぇ。

　あの飛行はすげぇエネルギーを使うんだ。その上、狛の短刀に刺されたせいか、身体の機能そのものがマヒしてきた。

　対して狛は、刀を握ってよろけながらもこちらに歩いてくる。なんつー執しゆう念ねんだ。

『漫画を粗そ末まつにする者は、塵ちり芥あくたになって反省しろ』

　へたばった俺を見下ろして、狛が刀を振り上げる。

　つーかやっぱり気にしてたんじゃねーか。

『狛の勝ちだ』

　悪い、ひかる。

　もう抵てい抗こうできねーや。

『……！』

　覚かく悟ごを決めた。

　……んだが、いつまで経たっても刀が降おりてこねぇ。

『おい、とっとと斬れよ！』

　いつまでもこんな惨みじめな気分にさせるなっての。

　だが狛は静止したままだ。全ての機能が停止している。目だって俺を見ていない。まるで普通の人形に戻ったかのような――

　まさか、こいつ。
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　前のめりに倒れた青江を、それ以上見られなかった。

　刀についた血をぬぐうと、高原喜一郎はその刀とう身しんを眺ながめた。

「…………」

　これまで何人の人を斬っただろうか。そしてこれからも。

　刀とは本来、そういう道具だ。誰かを殺すための道具。

　青江はそれとわかっていて、殺すことが悪いことだとわかっていて、だけど自分にはそれしか作れないから刀を作り続けたのだ。

　喜一郎の左手には指が二本しかなかった。左足も切断されており、右目も潰つぶれている。これが生身の身体だったら、十回は死んでいた。

　いまは、そんな身体が心しん底そこ恨うらめしい。

「ガァォォォオオオオアアッ！」

　背後から獣けもののような叫び声がしたが、喜一郎は振り返らなかった。

　真後ろから突撃してくる草原のペガサス。その腕を紙かみ一ひと重えでかわし、首根っこを摑む。投薬で強化されているはずの草原のペガサスを腕一本で押さえつけると、そのまま床に叩きつけた。どの程度の力がこもっていたのか、校舎の床にヒビが入っていた。

「…………」

　倒れる草原のペガサスに、とどめを刺そうと刀の柄に手をかける。

　だが抜けなかった。

　ここでとどめを刺したら、青江に迷めい惑わくがかかる。

　耳を澄ませば、上の階から叫び声が聞こえてきたではないか。自分とひかるで足止めした奴らが動き出したらしい。

　もう一仕事だ。

　倒たおれ伏ふした青江に向かって、喜一郎は頭を下げた。

「――本当にお世話になりました」

　青江の手から小さなゼンマイが転がり落ちていた。
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　狛の刀が降りた。

　悔くやしさに溢あふれた目で俺を睨にらんでやがる。そりゃそうだ。あと一歩って時に遣い手がやられちまったんだもんな。

　――喜一郎のヤツ、大丈夫かな。

『狛は――！』

　刀が震ふるえた。

『うるせぇっ！』

　光弾を吐き、狛を吹き飛ばした。

　ゴロゴロと転がって、再度立ち上がる狛は前と同じように刀を構えていた。ただし八はつ双そうじゃない。正せい眼がんなのか下段なのか微妙な、不安定な持ち方だ。

『てめぇ、遣われないと何もできねぇって言ってたくせに、なんだその闘とう争そう心しんはよ!?　やる気満々じゃねーか！』

『……今ので、狛の力は先ほどの十分の一以下になった』

『難なん儀ぎな身体だな』

『その点、貴様は良い身体を持っている。命を使わずとも、成長することのできる自動人形――なんとうらやましい』

『あいにくと、そう巧うまい話は転がってねーぜ。学習はするが、もとの経けい験けん値ちがゼロだからな。地道に練習つまねーと。その点、テメーはいいよな。最初からそれなりに強いし』

『最初から強いだと？』

『あのヨボヨボの人形師、どう見ても戦闘向きじゃねーだろ。そいつが遣ってあの強さだ。悔しいが、全力でどっこいどっこいだ』

　狛は遣われさえすれば強くなる。強さは遣い手によってランダムだが、ヘタすると百％の命をもらった俺でも勝てないくらい、強力な遣い手が現れるかもしれねーってことだ。実際、もう俺はヤバイ。青江の旦那が遣った狛は、ターミネーターどころじゃない。

『面おも白しろい身体だな、テメーは』

『狛も貴様の身体を面白いと思うぞ』

　そう言って――狛が笑った。

　そうだよな。楽しいよな。

　もう俺の身体にパワーは残ってねぇ。狛の身体もボロボロな上、遣い手がいねぇ。お互い、もうほとんど手は残っていないはずだ。

　それなのに楽しい。こんなに面白いヤツは初めてだ。

『もう一度言おう。今度は誤ご用ようではない』

　狛が汚れた髪かみをかき上げ、刀を向けた。

『ガー助。狛のモノになれ』

『ハ、ハハ、ハハハハッ！』

　面白い。

　できるなら、もっとずっと戦っていたい。ヒーローの使命とか、鳥屋の依頼とか、そんなもの全部忘れて戦いたいくらい、楽しい。

　強しいていうなら、こいつは壁かべだ。

　俺がヒーローとして強くなるための、純じゆん粋すいな力を試ためしてくれる壁なんだ。こいつを倒せなけりゃミズチの連中とは渡り合えない。まずこいつを倒してから、ほかのヤツをブッ倒さなきゃならない。

　それにしちゃ、ちょいと強すぎる気もするがな。もうボロボロだ。

　翼の力でその場から跳はねた。さらに光線を吐き、その反動でもっと高く跳ね上がる。きりもみ状に回転する俺の身体を追って、狛が飛ぶ。

『ハッ！』

　狛が左手を発射した。

　ロケットパンチのワイヤーが俺の身体に巻きつき、動きを封ふうじる。狛の手がワイヤーをひっぱる。空中で俺の動きを止め、なおかつ引き寄せて斬るつもりだ。

『オラァァァァッ！』

　ワイヤーに沿って光線を吐いた。それを見た狛は光線を斬るが、同時にワイヤーも切断してしまった。

『くっ……！』

『今だぁっ！』

　バランスを崩くずした狛に向けて、もう一発光線を吐いた。

　ワイヤーがなければ、空中で避よけられねぇだろ！

『ぁぁぁああああっ！』

　今度は命中した。狛は光線を喰らって爆発し、煙を噴ふいて地面に落下――

『させるかぁっ！』

　今度は右手を発射してきた。あいつ、両手でロケットパンチ撃てるのか！

　しかも、アッサリ刀を捨てやがった。

　右手が俺の顔面に食いこんだ。もう一度光線を撃とうとクチバシの先端に力を溜ためている間に、狛はワイヤーをたぐって俺の眼前にくる。

『先せん人じん曰いわく――「パンがなければ、菓子を食えば良い」。剣がなければ拳こぶしで勝負するまで！　狛の武器が刀だけだと思うなっ！』

　接近する狛の口が開き、その奥から茶が発射された。

　茶など効かない、そう思った俺が間違っていた。至近距離から発射された茶は、ものすごい水圧で俺の顔面にぶち当たる。衝撃もさることながら、水圧でまともに羽根が動かせない。

『おあああああああっ！』

　ワイヤーが引く力を利用して、狛の拳が俺にめりこんだ。羽ばたく力を失って、落下する俺を狛が空中に引き上げる。

『てめぇっ！』

　片方の翼だけに光を集め、もう一度上昇。

　狛の右手のワイヤーも切った。

　両手を失った狛は、今度は口から固こ形けい物ぶつを吐いた。

『ンンンンッ！』

　刃物だ。口に匕首あいくちをくわえていた。空中で仕し留とめようと、近づいた俺の胴にブッ刺してくる。

『てめぇぇぇっ！』

　溜まった光線を全力で吐いた。狛の胴がショートして、身体から液体をまき散らす。それでも俺から離れない狛、改めてくっつけた左手で匕首を俺の体内にねじこもうとする。

『うおおおおおおっ！』

『おおおおおおおっ！』

　どっちも一歩も引かない。こうなったら出すところまで出し切ってやる！　身体に変なモノが入ってくる感触なんか無視して、俺はこいつに光線を叩きこむことに集中する。

　勝たなきゃいけねぇ。

　ここで負けたら、ひかるに申し訳がたたねぇ。

『てめぇみたいな――』

『貴様のような――』

　同時に叫び、火花が爆発に変わる。




『不完全なヤツに負けられるかぁぁぁぁぁぁっ！』




　爆はぜた俺の内ない燃ねん機き関かんと、狛のからくりが混じり合う。

　光線が弾け、匕首が折れた。

　空中に残ったのは俺のほうだった。

　狛が落ちていき、それっきり動かなくなった。俺を殺すために燃えていた目も、元のガラス細ざい工くのように澄すんでいる。落下の衝撃で首がもげてコロコロと転がってゆく。だからキモいんだよ、接着しとけ！

　身体から流れ出す液体は、ありゃ血じゃなくてお茶か？

　なんて考えているうちに、また攻撃が来るかと思ったが、狛は本当に動かなかった。

『ふぅ――』

　安心しきったら、急に高度が下がった。

『お？』

　羽ばたいて高度を保たもとうとするが、それもかなわなかった。

　俺も地面めがけて真まっ逆さかさまに落下した。

　あー、もうパワー使い果たしてたんだった。
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　トーグーグループ本社の一室。

　イスで作られたベッドに西にし川かわが横たえられていた。大きないびきをかいて、時折うなされたように苦しげな声を出す。

　そんな西川の横で、コーヒーを差し入れた女性秘書が困惑しながら受話器を持っている。

「あ、あの……おっしゃられた通りにしましたけど……」

『ああ、ありがとう。あとはこちらでなんとかする。今、車で向かってるから』

「はい。でも、本当によろしかったのですか？　その、西川さんに睡眠薬なんて」

『うん。僕も心苦しいけど、データを持ち出されるわけにはいかないから』

「はぁ……」

『信じられないかい？』

「ええ、西川さんがスパイだなんて。とても真ま面じ目めで、秘書課の人たちからもすごく人気でしたのに」

『僕も彼には子どもの頃から世話になっていた。真面目だけど、ちょっとまっすぐすぎて、おっちょこちょいなんだよね』

「ええ。そこが人気なんです」

『大丈夫、西川さんはちょっと操あやつられているだけなんだ』

「操られている？」

『高度な催さい眠みん術じゆつだよ。西川さん本人が悪人になったわけじゃないから、安心して。責任は全すべて僕がとる』

「わかりました。会長の弟君、トーグーエレクトロニクス社長の言葉として、信じます」

『ありがとう。今、駐車場からビルに入った。すぐに行くよ』

　電話を切ると、秘書は西川にかかっている毛もう布ふをかけ直した。

　今はいびきもかかず、安心したように眠っていた。まるで長い仕事から解放されたように、スッキリした表情だ。

「よっぽど疲れてたんですね、西川さん」

　秘書が苦笑する。

　ドアがノックされた。
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　カンジくんに先せん導どうされて森を抜ける。後から聞いたのだが、ここは森というよりも山で学校から離れれば二山くらい越えないと町に着かないらしい。そんなところをガー助と抜けるつもりだったのか、私。

『ん……』

　背中で声がした。ガー助が目を覚さましたのかな。

「おはよガー助」

『おう……って、ここどこだ!?』

　驚いたガー助が私の頭に飛び乗ってくる。

「その前にお礼言いなさいよ。寝てるアンタを天成会の子が探してくれたんだからね」

『お、おう、すまねぇ、ってだからなんなんだよ!?　狛はどーしたよ！』

「狛？　いなかったよ」

『マジか？　俺、たしかにあいつを破は壊かいしたはずなんだけどな……』

　考えこむガー助。だとしたらどこかで狛が潜ひそんでいるというのか。だけど狛はとことんまで私たちを追うように命令されているから、今まで襲われなかった説明がつかない。

　誰かが持ち去ったのか。

　考えこんでいる私の背後で、ぶぉん、とアクセルの音。

「ひかるちゃん、千秋ちゃんは車に乗せて送ってくから」

　バイク青年の背中で寝ている千秋ちゃん。眠いのに無理しちゃったんだね。彦左衛門も普段は寝ている時間だったんだよね。本当にありがとう。

　千秋ちゃんを乗せたバイクが校庭に向かって走る。それを追って私たちも校舎に向かった。足がガタガタだけど、もうちょっとの辛しん抱ぼうだ。

『ひかる、俺は先に行ってるぜ。どこに敵がいるかわかんねーからな』

　と、ガー助は自分もボロボロのくせに飛んでいってしまった。

　校庭では数台の車が停まっていた。見覚えのある黒くろ塗ぬりの車だ。

「伊藤さーん！」

　車の外でタバコを吸っている人に手を振る。

「おうひかるちゃん！　ちょいと待ってくれ！」

「あ、すみません」

　伊藤さんは電話中だった。

「……おうすまんすまん。ってわけだからよ。処理も全部こっちでやっとくわ。あー、そうだな。そっちはオメーラのほうがやりやすいだろうから、頼んでいいか？　おう、助かるわ。したら親分に言っといてくれよ。おう。あのジジイにゃゴルフで借り返さなきゃならねーからな。んじゃそーいうことで。ん、悪いなこんな時間に」

　電話を切った伊藤さん、少し疲れた顔をしていた。だけど私の顔を見るとすぐに明るい顔に戻る。

「ひかるちゃん、ウチの若いの、役に立ったかい!?」

「サイコーでした！　ヤクザやめてレンジャーでもしません？」

「ハッハッハ！　そいつぁおもしれー褒ほめ言葉だな！」

　腹を抱えて笑う伊藤さん。そんなに面白かったのだろうか。

「ところでひかるちゃん。運んできたスーツの男とか、校舎の中にいた奴らはどうするんだ？　バラしちまうのか？」

「物ぶつ騒そうなこと言わないでください。ちゃんと警察に突き出しますよ」

「それでいいのか？　アイツら古科学とかいうのの使い手なんだろ？　脱だつ獄ごくとか簡単にできそうだけどな」

「ってわけでもないんですよ。秘密の学問ですからね、監かん視しカメラの前でそういう道具を使ったら、たちまち騒ぎになっちゃいます。そうなったらミズチの連中はあの人たちを簡単に切り捨てますから」

「まぁ俺らだって、パクられた先で拳けん銃じゆう乱らん射しやするヤツを保護する気にゃならんからな。それと同じか」

「そーいうことです。吸きゆう血けつ鬼きに太陽の光みたいなもんです。闇やみの学問も光に当てて浄じよう化かするんですよ。人目にさらされるのって、けっこう弱点なんですよ」

「ほーそうかい。んじゃ、あとは任せてくれや」

　また誰かに命令しようと携帯電話を取り出す伊藤さん。

「そういえばさっきは誰と電話してたんですか？」

「あー、ここいら一帯のヤクザ。なんでもそいつらもここの連中に手ェ焼いてたらしくてな。だけど変な技使うから、ちょっかい程度のこともできなかったらしくてよ。シマ荒らしたってのに、逆に礼言われちったよ、ヒヒヒ」

　伊藤さんはそう言って電話をかけ始める。邪じや魔まをしないようにその場を離れることにした。こういう時は伊藤さんたちに任せよう。私が小こ細ざい工くするよりも綺麗にまとめてくれるだろうから。

「ひかるちゃん！」

　全速力でカンジくんが走ってきた。

「どうしたのカンジくん!?」

「ハァ……ハァ……喜一郎、知らない？」

　息を切らせてカンジくんは周囲を見回している。ずっと探していたようだ。私が否定すると、カンジくんはがっくりと肩を落とす。

「あんにゃろー……またかよ！」

「また？」

「喜一郎、あいつあれで繊せん細さいだからさー。繊細なのはいいんだけど、一度傷つくと周りが見えなくなるんだよなー。置いてかれるボクの身にもなれってんだ……ってことでひかるちゃん、あとであの装そう置ち貸かしてくれる？」

「あの装置？」

「ほら、羅ら針しん盤ばんみたいなの。っていうか今度調べさせて。あれの技術を使えば喜一郎をいつでも捜さがせる」

「っていうか、ＧＰＳ付き携帯電話でも持たせれば……？」

　私が言うと、カンジくんの動きが止まった。仮面の奥では「その手があったか！」と口を開けているに違いない。

「あ、そうだ」

　去さり際ぎわ、カンジくんが振り返ってこういう。

「青江さんもいなくなってたよ」

「それ……どういうこと？」

「わかんない。戦っているうちに場所変えたのかもしれないし、青江さんの死体を持っていったのかもしれないし、青江さんが自分で移動したのかもしれないし……ま、喜一郎に会ったら聞いてみるよ」

　そう言ってカンジくんは走り去っていった。

　さよならも言わなかったけれど、まぁ喜一郎くんと同じでまた会うことになるんだろうな。ミズチを追えば必然的に目的が同じになる。っていうかそれこそ携帯電話のアドレス交換しておけばよかった。

　喜一郎くんに青江さん。

　いなくなったのはこれだけだろうか。

『近ちか松まつのジジイもいなくなってたぜ』

　ガー助が戻ってきた。ヨロヨロと飛んでいるのは、敵がいなくて安心したから、疲れがどっと出たのだろう。

「狛を連れてったのかな」

『多分な……完全にブッ壊こわしたと思ったんだけどなぁ……』

　珍しくガー助が意い気き消しよう沈ちんしていた。疲れのせいだろうけど、全力で出したつもりの結果が実みのらないと、誰でもヘコむ。

「にしても、アンタよく勝てたわねぇ」

『もう一回やれば絶対に負けるぜ……』

「やっぱり青江さんが倒れたから、勝てた？」

『青江の旦那の手が離れて、ようやく互ご角かくってとこだった――だから俺が勝った』

「なんでそういう結論になるのよ」

『あいつは青江の旦那のパワーが全てだったが、俺にゃいつでもひかるのパワーが流れてるからな。実質、二対一みたいなもんだったんだよ』

「ふーん」

　私と似たようなものか。

　でもガー助だけじゃなくて、もっといろんな人たちの想いを背せ負おってるもんね。この逸いつ色しきビルの人たちを守るためなら、パワーがいくらでも出てくるんだ。

「おーい、ひかるちゃん！」

　伊藤さんが呼んでいる。どうしたんだろう。

「そろそろ帰ろうぜ！　みんな眠いってよ！」

　そうね。もう朝になっちゃうもんね。

　私も眠い。疲れたし、身体だって――

「う……忘れてた」

　脇わき腹ばらを押さえてうずくまる。

　イノシシにタックルされたときに、アバラ数本イったんだった。

「いたたた……」

　思い出したらすごく痛くなってきた。なんで今まで忘れられたのかというと、杉田の薬だ。森の中に散さん布ぷされていた強化薬が私の体内にも入っていたのだ。だから元気に戦えたし、アバラの痛みも……うう、痛い。

「おいひかるちゃん、どうした!?」

　伊藤さんが駆け寄ってくる。

「おい、野郎ども！　こっちこい！」

「どうしたんスかー？」

　ガングロ金きん髪ぱつの若い子たちが伊藤さんに集まってくる。

「ひかるちゃん、腹減ってるみたいだ！　早く何か食わせてやれ！」

「ウッス！」

「ち、違ちが……」

　否定しようと手を伸ばした瞬間、

　ぐぅ。

　もうなんか痛いやら恥はずかしいやら疲れたやらで、私は気絶するまで腹を抱かかえていた。後で聞いた話だが、気絶した私のアバラが折れていることに伊藤さんたちが気づいたのは、食べ物の匂においを嗅かがせても反応がないとわかってからだったらしい。まず食事って、私のことをなんだと思っているのだ。




　結局私のアバラは、全治一ヶ月という診しん断だんを受けた。

　食べ物を飲みこむ時に響くのが、一番辛つらかったといっておこう。
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『ってことは結局、喜き一いち郎ろうくんは見つかったのかい？』

「うん。ミズチを倒すんだーって、一人で突つっ走ぱしろうとしてたから、私とカンジくんで止めてた。お兄ちゃんも探すの手伝ってくれてありがとね」

『いや、それはいいんだが……うん、頭に血が上のぼると周りが見えなくなるのは遺い伝でんなんだろうな……』

「なにそれ？」

『いや、こっちの話だ。それよりひかるはどうなんだ？　アバラが折れたって聞いたんだけど』

「ヒッシャムさんの薬のおかげかな。結構早く治りそうよ。それまでまともに仕事ができないから、西にし川かわさんにもらった報ほう酬しゆうチャラになりそう。って、そういや西川さんもお兄ちゃんがなんとかしてくれたのよね？」

『ああ。西川さんも、僕の目はごまかせなかったよ。すんでの所で止めた。ちょっと手て荒あらなマネをしちゃったけど、それは仕方がない。今、こっちで洗せん脳のうを解といている』

「洗脳って、そんな簡単に解けないの？」

『催さい眠みん術じゆつみたいなものも入っているからね。後催眠にかかっていないかもチェックしてる。まぁ時間の問題だよ。すぐに元通りになる』

「よかった……」

『うん、でもこれで僕もミズチに対して借りができた。あいつらが勝手にやるんだったら僕も無関心でいられたけど、トーグーの人間に手を出すのだったら話は別だ。その平ひら賀がって男の消しよう息そくは、こちらでも調べておくよ』

「うん、ありがと」

『それじゃそろそろ切るけど……気をつけるんだぞ』

「何が？」

『ラーの天てん秤びんの技術だよ。正直、ミズチの連中にそこまで目をつけられる技術じゃないと思っていたんだが……こうなると、敵はミズチだけじゃなくなるかもしれない』

「どういうこと？」

『錬れん金きん術じゆつ師しの中にも、ひかるの技術を欲しがるヤツがいるかも、ってことだ。錬金術師だって一いち枚まい岩いわじゃないからね。悪いヤツだっている。用心してくれよ』

「……わかった」

『ああ、あと、そうだ』

「もう、何よさっきから」

『西川さんから聞いた。君の今の経済状況』

「じゃあ、またね！　お兄ちゃんいろいろありがとう！」







　受話器を置く。正確には叩たたきつける。

　もう一度かかってこないように電話線を引っこ抜き、携けい帯たい電話の電でん源げんをオフにする。それでも何か別の通信手段を使ってきそうだったので、アザラシのぬいぐるみを抱いてソファの上でうずくまる。

　数分待っても何もなかったので、私はおもむろに電話線を繋つなぎ直した。

『つーかオメー、まだバレてなかったのかよ』

　鳥とり籠かごの中で呆あきれているガー助。

「言えるわけないじゃないのよ！　ちゃんと生活するって条件でお兄ちゃんにもＯＫもらったんだから！」

『だったら約束守れよ！』

「守らせたかったら、仕事もってきなさいよ！」

『逆ギレかよ！』

　と、まぁいつもどおりギャーギャー騒さわぐ日常に戻った。

　仕事ができないのは辛つらいけど、アバラが完かん璧ぺきに治るまでは情報収集に努めることにする。その間に、小さな仕事はガー助にやってもらった。フツーの探たん偵てい業くらいはできるんだから。それでも実み入いりは雀すずめの涙なみだだけどね。

　だけどガー助も狛こまにつけられた傷が完全に癒いえたわけじゃない。とくに翼なんか本当に危ないところで、治るまでに私のアバラくらいの時間を要した。

『あの人形……今度あったら完全にブッ壊こわしてやるぜ！』

　なんて息巻いてるんだけど、どうしてだろう、何か楽しそうなのよね。

「あの人形、また強くなってくるかもね。ガー助も鍛きたえないと」

『おう。狛に勝つためだったらなんでもするぜ！』

　と、こんな調子で私としては逆にやりづらい。やれメンテしろだの、もっと反応速度を上げろだの命令してくるのだ。そりゃ必要だとは思うけど、そんな簡単にできるわけないじゃないの。

「なんでそんなに狛ちゃんに突っかかるの？　なんか恨うらみでもあるの？」

『逆だな。恨みがないからこそ、全力で相手したいって思うんだよ』

　よくわからないけど、戦士だけに通じるシンパシーみたいなものなんだろうか。でも狛の相手ができるのはガー助だけなので、私は私が相手にできる人を探そう。

　情報は前より集まるようになった。ほとんどがカンジくんのソースだけど、ミズチの支部が日本中にいくつもあることを知った。師し匠しようの住んでいる町の近くにもある。

　その一つ一つを潰つぶすのは大変だ。だから本ほん拠きよ地ちを探す。

　探して、平ひら賀がとお七しち、そしてまだ後ろにいるであろう親玉に会うんだ。

　アヌビス呼ばわりされることもハラが立つが、そんな私の技術を絶対に悪用させないためにも、ミズチは潰さなきゃ。私だけのためじゃなく、喜一郎くんのような良い古科学者のためにも。

　――そういえば、彼らは何をやっているんだろう。

　支部をひとつ破は壊かいしちゃったんだもんね。どこかに潜せん伏ぷくしてるのかな。
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　日本のどこかに存在する、ミズチの支部。

　ここは支部というよりも別荘に近い場所だった。古めかしい武ぶ家け屋や敷しきで、ミズチの関係者の邸てい宅たくだという。その持ち主が現在どうしているかは不明だが、とりあえず住居は水みず治ち全ぜん能のう力りよく開かい発はつセンターの残党の宿しゆく泊はく施し設せつになっている。

　その一室に、平賀が入ってきた。家の中なのにスーツのままだ。

「どうですか、調子は？」

　尋たずねたのは、部屋の隅すみに座っている近ちか松まつに対して。

　彼は前にも増してしゃべらなくなった。アヌビスにやられた傷が深いのだろうか。それとも狛をバラバラにされたショックだろうか。

　だから代わりに狛が答えた。

『狛の身体は以前と変わらぬまでに修しゆう復ふくされた』

「それは何よりで。何か欲しいものがあればおっしゃってくださいね」

　平賀の申し出に、狛は即答する。

『遣つかい手だ――狛をもっと強く遣える人間をよこせ』

「なるほど」

　ニヤリと笑う平賀。

「それがあれば、アヌビスを捕ほ獲かくできると」

『そうだ。もう狛は負けられぬ。ガー助に復ふく讐しゆうするまでは、けして負けぬ』

「そこまでガー助さんにご執しゆう心しんなのですか。たまにはひかるさんのことも思い出してあげてくださいね」

『あっちの小娘はほかの者に任まかせれば良いだろう。狛は狛にしか追えぬ者を追う』

「それほどまで……まるで、恋ですねぇ」

　平賀が苦笑すると、

『誰かを永遠に追い続けたいと想う感情が恋なのだとしたら、きっと狛はそれなのだろう。狛はガー助を地の果てまで追い、この手で破壊したいと願う』

「破壊しちゃったら追えなくなりますよ？」

『それは物もの足たりぬ。破壊せずに破壊できる方法はないものか……』

　わけのわからない論理で悩む狛。

「やはり真ま面じ目めなんですねぇ」

『先せん人じん曰いわく――「恋は真剣勝負」なのだそうだ』

「それは意い気き込ごみの話だと思いますけど……」

　それでも平賀は理解したようにうなずき、懐ふところから数枚の写真を撮りだした。

　それは古科学者だけでなく、様々な学問に精せい通つうしている人物の写真だった。

「頼みましたよ。そろそろ私も結果を出さなくてはいけません」

　現在、アヌビスに対たい抗こうできる唯ゆい一いつの存在が、狛だ。

　その不完全さが武器になる。それに人間は死ねばそれまでだが、道具は壊れたら作り直せばいい。

「そうでなければ――あの方に叱しかられてしまいますからね」

　つぶやく平賀を無視して、狛は写真選びに夢中だ。

「喜一郎さんにも、ますます嫌われてしまいますね」

　どことなく平賀の笑顔が曇くもった。まるであの方とやらよりも、喜一郎に嫌われることのほうが辛つらいようだ。

　そうして、狛が指さした一枚の写真。

　そこに写っている人間を見て、平賀は早速電話をかけ始めた。
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　冬晴れの空が、早回しのフィルムのように遠ざかってゆく。

　その下は山林。葉の落ちた木々がもの悲しげに並んでいる。

　二人が乗っているのは、電車の上だった。

「なー、喜一郎ー！」

　高速で移動している電車の上で、我わが家やのようにくつろいでいるカンジ。

　突とつ風ぷうにあおられている状態なのに、カンジも喜一郎も服が乱れていない。カンジが立てた折おり紙がみの壁かべが、風の抵てい抗こうを減らしているからだった。

　ただし声だけは叫ばないと、一メートル先の喜一郎にも届かない。

「どうした」

「ひかるちゃんに連絡しなくてよかったのかー!?」

「構かまわない。しようと思えばいつでもできる」

　こんな悪条件で、喜一郎はカップラーメンを食べていた。さらにカンジのように声を張り上げなくても、声が届く。古科学の技でもない。発はつ声せい方法にコツがあるのだろうか。













「アホー！」

「？」

「ひかるちゃん、ものすごく心配してたんだぞ!?　伝言の一つでも残しておけよ！　まったく女おんな心ごころってのがわからないんだから……！」

　説教するカンジに、喜一郎は唸うなるだけ。

　こういうことだけは、カンジに一日の長ちようがあるようだ。

「向こうに着いたら、連絡することにしよう」

「それがいい！　そうしな！」

　そこでカンジはあることを聞いていないことを思い出した。勝手に出ていこうとする喜一郎を追いかけるのに精せい一いつ杯ぱいで、行き先も目的も知らないのだ。

「喜一郎！　これから、何しにいくの!?」

「古科学者探しの続きだ。ミズチや平賀に全く関係のない古科学者も、まだいないわけじゃない。小さな望みだが、頼たよらない手はない」

「そだねー……味方は多ければ多いほどいいのにねぇ。って喜一郎、どういう心境の変化!?　今までは『俺一人でやる！』って息いき巻まいてたのに！」

「……まぁ、いろいろな所からの影響だ」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、その表情は見えない。

　そうこうしている間に、喜一郎はラーメンを食べ終え、ゴミ袋に入れた。

　一息ついて前方を見ると、なにやらトンネルが見える。

「あのトンネル、なに？　そう言えばボクたち、どこに行こうとしてるの？」

　カンジが尋ねると、喜一郎は懐ふところから地図のような物を取り出した。

「……どうやら、青函トンネルというものらしい。知っているか？」

「バカー！　なんで知らないんだよこの浦うら島しま太た郎ろう！　もっとほかに移動手段あるだろ!!」

「移動といったら電車か船しか思いつかなかった」

「だったら船にしろよー！　喜一郎のアホー！」

　わめくカンジなどお構いなしに、電車はトンネルに入る。

　そして全すべてが見えなくなると、カンジはあきらめて折紙で作った耳みみ栓せんを嵌はめた。





おわり













　あとがき




　あけましておめでとうございます！

　田口仙年堂でございます！

　……なんかお染そめ兄弟みたいだ。







　去年はガーゴイルが一番もてはやされた一年でした。なんたってアニメの威い力りよくがデカすぎた。

　ＴＶアニメ放映後も、サイン会とかやりましたよ。日向さんと二人でゲームキャラのコスプレしてガリガリ書きました。次は涼すず宮みやハルヒのコスプレをしようかと画かく策さくしておりますが、関係各社から絶対に怒られるのでコッソリやるつもりです。







　アニメは去年で終わったけど、原作はまだ終わらないっ！

　ここでガーゴイルも終わったと思ってもらっちゃ困ります。アニメがガーゴイルの全すべてではないのです。原作が頑張れば、第二期があるかもしれないですし。種火が燃え尽きなければ、何度でも火はつけられるっ！

　というわけで今年もガーゴイルを売るためにはどうすればいいんでしょね。

　いや「売れるくらい面白い話を書け！」ってのは当たり前ですよ。こちとらそれが仕事なわけですから。でもね、ヒットと呼ばれるくらい売るには、やはり手を打たないといけません。

　俺が派手な行動起こして逮たい捕ほされたり、ネットで叩たたかれるってのはナシでお願いします。話題になって既刊は売れるかもしれないけど、その後のシリーズが続けられません。ゲーム化はどうだろう。名作は世に溢あふれてるから、逆に「ファミ通」のレビューで２点をつけられるくらいの歴史に残るクソゲーだったら売れるかな。イヤ俺は買わない。

　ちなみに日向さんがキャラデザを担当した「世せ界かい樹じゆの迷めい宮きゆう」はシロートが手を出すとクソゲー呼ばわりされるくらいの難なん易い度どらしいですぜ。もちろん、それを知りつつやられにいくようなマニアが好んで買うゲームですが。俺とか。

　やはり地道に頑張るしかないですな……俺はガリガリ書き続けます。

　本を売ることは、本を売る人に任せましょう！







　さて。今回のお話についてです。

　この話を書いている時に、担当Ｍ女史に言われたこと。

「おるたなてぃぶってさー、女の子分が足りないよね～」

　そんなこたぁないでしょう！　むしろガーゴイル本編より女性キャラ多いんですよ!?

「えー、そうだっけー。千ち秋あきに、えーと……」

　主役のこと忘れてません？

「でもお七しちの方がまだ萌もえるよね？　あと喜き一いち郎ろう」

　まぁ喜一郎については否定しませんけどね。

　そんなわけで自分なりに登場人物について熟じゆつ考こうした結果、もうちょっと女の子を増やしてみようと考えました。そうして書き上げた新萌えキャラ！

「……え、これ萌えのつもりで書いたの!?」

　書き直してきますよウワアアァァァン！

　萌えが苦手なんだよコンチクショー！







　お礼コーナー！

　担当Ｍ女史！　目に見えてグッタリしていた年末進行、おつかれさまでした！　今年もよろしくお願いします！

　イラスト日向さん！　ゲームの仕事などで忙しい中、ありがとうございます！　送られてきたＭｉｉがそっくりなんだよなぁ……。

　そしてこの本に関わる全ての皆様へ。今年も俺の本を読者に届けるために、ご協力よろしくお願いします。あなた方に支えられて、去年の俺は生きられました。

　そして読者の皆様も！　今年も田口仙年堂をよろしくお願いします！







　あ、ところでＦＢＳＰとＦＢオンラインの方は観みていただけました？

　そっちでも短編を書いているのでよろしくお願いします！

　それぞれ、「おるたなてぃぶ」と「コッペ」の短編をやっております！







　では次巻で！

　次は桜の季節にガーゴイル本編を！


田口　仙年堂


























著者

田口仙年堂

Sennendou Taguchi




結婚してみたものの、生活がガラッと変わることはなかった。むしろ前よりも安定したくらいだ。とはいえ、サプライズがなくなるわけではない。俺もヨメも予期せぬアホをやらかすので、毎日ハラハラドキドキである。そして仕事上のヨメである日向さんも、巻数を重ねるごとに絵柄が変わるのでいつも気が抜けない。人生は驚きに満ちている。







イラスト

日向悠二

Yuuji Himukai




結婚イコール新たな発見の連続で驚かされるものだ。例えばボクの嫁（家が隣同士でベランダを伝い部屋を行き来した仲）は、幼い頃に結婚の約束をした事を遠く離れていた間も律儀に覚えていてくれた、なんて具合に。残念ながらボクの嫁は他の人には見えないらしい。でも田口さんだけは理解してくれる。これはまさか……彼女募集中です。
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